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は
じ
め
に 

岡
部
藩
は
、
武
蔵
国
榛
沢
郡
岡
部
（
現
・
深
谷
市
）
に
本
拠
を
置
き
、
川
越
藩
、

岩
槻
藩
、
忍
藩
と
並
ん
で
埼
玉
県
と
は
深
い
縁
を
も
つ
藩
の
一
つ
で
あ
る
。 

藩
主
で
あ
る
安
部
氏
は
、
信
濃
国
の
滋
野
氏
の
嫡
流
海
野
氏
の
出
自
と
さ
れ
、

戦
国
時
代
の
安
部
元
真
（
一
五
一
三
䢣
一
五
八
七
）
が
徳
川
家
康
（
一
五
四
三
䢣

一
六
一
六
）
の
も
と
で
武
田
氏
と
干
戈
を
交
え
て
武
功
を
挙
げ
る
な
ど
、
早
く
か

ら
徳
川
家
に
仕
え
た
こ
と
で
譜
代
衆
と
し
て
数
え
ら
れ
て
い
る
１

。 

殊
に
、
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
の
安
部
信
盛
の
京
橋
口
定
番
就
任
に
と
も
な

う
摂
津
国
内
へ
の
一
万
石
加
増
に
よ
り
大
名
に
列
し
て
以
降
、
高
数
万
石
程
の
譜

代
大
名
が
就
く
役
職
で
あ
っ
た
大
坂
定
番
・
加
番
ら
に
任
ぜ
ら
れ
る
機
会
が
多
く
、

江
戸
時
代
前
期
に
は
そ
れ
ら
大
坂
勤
番
就
任
に
伴
っ
て
畿
内
近
縁
に
領
地
が
宛
が

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
２

。
結
果
と
し
て
藩
領
が
関
東
の
武
蔵
・
上
野
、
畿
内
の
摂

津
・
丹
波
、
ま
た
畿
内
近
縁
の
三
河
と
大
き
く
三
箇
所
に
分
散
し
て
形
成
さ
れ
た

た
め
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
岡
部
（
武
蔵
）
、
半
原
（
三
河
）
、
桜
井
谷
（
摂
津
）

に
そ
れ
ぞ
れ
陣
屋
を
設
け
て
所
領
を
統
括
す
る
体
制
を
敷
い
て
い
る
。 

岡
部
藩
を
巡
る
研
究
は
、
県
内
他
藩
の
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
進
展
の
歩
み
は
遅
い

も
の
の
、
『
新
編
埼
玉
県
史
』
を
は
じ
め
多
く
の
蓄
積
が
あ
る
３

。
た
だ
、
藩
治
・

藩
財
政
の
観
点
に
立
っ
た
研
究
に
一
定
の
蓄
積
が
あ
る
一
方
、
文
化
面
に
対
す
る

言
及
は
殆
ど
な
か
っ
た
た
め
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
埼
玉
県
立
文
書
館
（
以
下
、
県

立
文
書
館
）
に
収
蔵
さ
れ
る
幾
つ
か
の
資
料
を
基
に
し
て
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文

化
面
に
お
け
る
事
績
に
つ
い
て
言
及
を
試
み
て
き
た
４

。 

そ
の
過
程
で
は
、
期
せ
ず
し
て
藩
主
と
当
時
の
文
化
人
ら
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
に
藩
家
中
か
ら
岡
部
藩
家
老
菊
池
武
昭
（
一
七
四
七
䢣
一
八
〇
七
）
、
藩
儒
井
上

士
義
（
生
歿
年
不
詳
）
も
顔
を
出
し
て
い
た
こ
と
を
確
認
５

し
え
た
が
、
改
め
て
岡

部
藩
研
究
の
実
情
に
立
ち
返
っ
て
み
る
と
、
同
藩
の
家
臣
団
と
そ
の
活
動
に
つ
い

て
も
殆
ど
手
付
か
ず
で
あ
り
、
大
き
な
空
白
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
か
さ

れ
る
。 

前
掲
菊
池
武
昭
に
し
て
も
、
藩
主
の
側
近
た
る
家
老
職
を
三
十
年
間
に
渡
っ
て

勤
め
た
当
時
の
岡
部
藩
第
一
の
功
臣
と
も
呼
べ
る
人
物
で
あ
り
、
武
昭
を
輩
出
し

た
菊
池
家
も
「
安
部
家
に
も
過
ぎ
た
る
も
の
が
二
つ
あ
る
。
菊
池
安
兵
衛
と
と
び

焼
の
瓶
」
６

と
も
謳
わ
れ
た
岡
部
藩
に
お
け
る
重
臣
の
家
柄
で
あ
っ
た
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
実
相
に
つ
い
て
は
殆
ど
言
及
さ
れ
ず
に
今
日
ま
で
至
っ
て
い
る
状

況
に
あ
る
。 

 

岡
部
藩
家
老
菊
池
家
と
菊
池
武
昭
に
つ
い
て
⒅
「
藩
中
家
譜
」
の
事
績
書
上
げ
に
着
目
し
て
⒅ 
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岡
部
藩
の
屋
台
骨
を
支
え
た
家
臣
ら
の
活
動
を
明
ら
か
と
す
る
こ
と
は
同
藩
研

究
を
進
め
る
う
え
で
も
大
き
な
価
値
を
有
す
る
も
の
と
思
う
が
、
関
係
文
書
が
各

所
に
分
散
７

し
、
ま
た
そ
の
伝
存
状
況
も
決
し
て
芳
し
い
と
は
言
え
な
い
こ
と
か

ら
、
と
り
わ
け
藩
士
ら
の
実
像
を
復
元
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。 

そ
う
し
た
な
か
で
着
目
し
た
い
の
が
、
県
立
文
書
館
が
収
蔵
す
る
「
藩
中
家
譜
」

の
名
を
も
つ
一
群
の
資
料
で
あ
る
。 

「
藩
中
家
譜
」
は
、
寛
政
年
間
以
降
の
岡
部
藩
士
一
人
一
人
の
事
績
を
三
年
か

ら
十
数
年
毎
に
ま
と
め
た
調
書
で
、
昇
進
、
褒
賞
、
加
増
そ
の
他
多
岐
に
わ
た
る

内
容
を
含
み
、
藩
内
の
役
職
の
軽
重
な
ど
に
応
じ
て
内
容
の
粗
密
が
あ
る
も
の
の
、

岡
部
藩
家
臣
団
の
概
要
、
変
遷
な
ら
び
に
個
々
の
藩
士
の
動
向
を
探
る
上
で
大
変

有
益
な
情
報
を
有
し
て
い
る
。 

そ
の
反
面
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
の
な
か
で
参
照
さ
れ
て
き
た
と
は
言
い
難
く
、

そ
の
真
価
を
発
揮
す
る
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
に
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、

岡
部
藩
家
臣
団
を
巡
る
研
究
の
一
端
と
し
て
、
県
立
文
書
館
収
蔵
「
藩
中
家
譜
」

を
基
と
し
て
、
岡
部
藩
家
臣
団
の
筆
頭
で
あ
る
家
老
に
着
目
、
前
掲
の
菊
池
家
、

な
か
で
も
菊
池
武
昭
に
焦
点
を
当
て
て
そ
の
活
躍
に
言
及
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。 

 一 

岡
部
藩
家
臣
団
と
「
藩
中
家
譜
」
の
位
置
づ
け 

（
一
）
岡
部
藩
士
の
分
限
帳 

「
藩
中
家
譜
」
に
関
連
し
て
、
ま
ず
は
岡
部
藩
を
支
え
た
家
臣
団
を
知
り
う
る

資
料
で
あ
る
分
限
帳
の
類
を
紹
介
し
て
お
く
。 

現
存
す
る
岡
部
藩
の
分
限
帳
は
幾
つ
か
知
ら
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
最
も
人
口

に
膾
炙
し
て
い
る
の
は
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
五
月
の
奥
書
を
有
す
る
「
御
家

中
分
限
帳
」
で
あ
ろ
う
８

。 

同
資
料
に
よ
れ
ば
、
慶
応
四
年
の
岡
部
藩
（
資
料
作
成
当
時
は
半
原
に
本
拠
を

移
し
て
い
た
が
）
で
は
、
家
老
、
御
用
人
か
ら
小
役
人
、
坊
主
ま
で
二
十
二
の
職

種
９

に
分
か
れ
て
総
計
一
七
一
人
の
藩
士
を
抱
え
て
い
た
。
最
高
給
は
御
給
人
御

近
習
の
朝
倉
新
の
禄
高
三
〇
〇
石
、
次
い
で
家
老
豊
泉
善
左
衛
門
（
禄
高
二
〇
〇

石
）
・
馬
場
兵
右
衛
門
（
禄
高
一
八
〇
石
）
の
二
名
が
続
く
。 

こ
の
ほ
か
、
ほ
ぼ
同
時
期
の
分
限
帳
に
、
「
小
姓
以
上
分
限
帳
」
（
慶
応
二
丙
寅

年
従
八
月
）
・
「
大
小
姓
以
下
分
限
帳
」
（
慶
応
二
年
丙
寅
七
月
）
が
あ
る
１
０

。 

前
者
は
家
老
か
ら
小
姓
席
ま
で
、
後
者
は
中
小
姓
以
下
足
軽
ま
で
を
含
ん
だ
一

対
に
な
る
分
限
帳
で
、
慶
応
四
年
の
分
限
帳
と
同
様
に
職
名
お
よ
び
藩
士
名
を
短

冊
に
認
め
、
そ
れ
を
紐
で
綴
じ
て
収
め
る
形
式
を
と
っ
て
い
る
。 

「
小
姓
以
上
分
限
帳
」
か
ら
家
老
・
家
老
格
の
頁
を
左
に
記
し
て
お
く
。 

 

【
史
料
一
】
「
小
姓
以
上
分
限
帳
」
（
慶
応
二
丙
寅
年
従
八
月
）
家
老
・
家
老
格 

 
 

家
老 

 明
治
二

己巳

年
正
月
七
日

進
席

加
増 

 

家
老
職 

高
百
四
十
石 

 
 

 

馬
場
兵
右
衛
門 

 

足
高
六
十
石 

役
扶
持
五
人
口 

勝
手
惣
司 

  

（
空
白
） 

  

家
老
格 

 
明
治
二

己巳

年
二
月
十
七
日
進
席
加
増 

家
老
格
家
老
勤 

勝
手
向
惣
司 

高
百
三
十
石 

 
 

 
 

 
 

織
田
六
郎
兵
衛 

 
 

足
高
五
十
石 

役
扶
持
五
人 

 
 

 

留
守
居
兼 

役
料
金
十
五
両
筆
墨
料
金
二
両 
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空
白
部
分
を
含
め
、
慶
応
四
年
の
分
限
帳
の
家
老
の
情
報
と
は
若
干
の
相
違
が

生
じ
て
い
る
が
、【
史
料
一
】
の
短
冊
の
ほ
か
に
も
、
同
分
限
帳
内
の
短
冊
に
は
明

治
二
年
ま
で
の
加
増
・
昇
進
が
書
き
入
れ
ら
れ
た
も
の
が
多
数
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
冊
は
慶
応
二
年
の
作
成
後
、
明
治
極
初
期
頃
ま
で
現
用
と
し
て
短
冊
の
差
し
替

え
が
な
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
、
現
在
は
恐
ら
く
明
治
二
年
時
の
就
任
者
を
反
映

し
た
状
態
と
思
わ
れ
る
。 

「
小
姓
以
上
分
限
帳
」「
大
小
姓
以
下
分
限
帳
」
両
冊
と
も
に
多
数
の
空
白
箇
所

が
あ
る
こ
と
、
ま
た
綴
じ
か
ら
外
れ
た
短
冊
の
な
か
に
は
藩
士
の
昇
進
等
に
よ
り

差
し
替
え
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
旧
短
冊
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
そ
れ
が
裏

付
け
ら
れ
る
１
１

。 

途
中
に
差
し
替
え
を
挟
ん
だ
こ
と
で
参
照
の
し
づ
ら
さ
は
あ
る
が
、
同
資
料
か

ら
は
幕
末
期
の
岡
部
藩
家
老
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
慶
応
四
年
時
に
家
老
で
あ

っ
た
馬
場
兵
右
衛
門
が
明
治
二
年
ま
で
引
き
続
き
そ
の
地
位
に
い
た
こ
と
は
短
冊

が
示
す
通
り
だ
が
、
そ
の
一
方
、
明
治
二
年
時
点
で
は
不
在
と
な
っ
て
い
る
も
う

一
人
の
家
老
豊
泉
善
左
衛
門
の
動
向
も
次
に
掲
げ
る
史
料
が
明
示
す
る
。 

 

【
史
料
二
】
「
大
小
姓
以
下
分
限
帳
」
（
慶
応
二
年
丙
寅
七
月
） 
未
綴
じ
短
冊 

文
久
二

壬戌

年
正
月
十
一
日
進
席
加
増 

家
老
職 

高
百
五
拾
石 

 
 

 
 

 
 

 

豊
泉
善
左
衛
門 

 

足
高
五
十
石 

役
中
五
人
口 

 
 

勝
手
惣
司 

 

【
史
料
二
】
は
未
綴
じ
の
短
冊
の
中
に
残
さ
れ
た
豊
泉
善
左
衛
門
の
も
の
で
、

こ
の
短
冊
が
単
純
に
綴
じ
か
ら
外
れ
た
も
の
な
の
か
、
明
治
に
入
り
職
を
辞
し
た

た
め
に
外
さ
れ
た
の
か
は
不
分
明
だ
が
、
少
な
く
と
も
こ
れ
に
よ
り
善
左
衛
門
が

文
久
二
年
か
ら
慶
応
四
年
ま
で
家
老
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
１
２

。 

岡
部
藩
の
分
限
帳
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
藩
士
で
あ
っ
た
鈴
木
家

伝
来
の
文
書
内
に
明
治
時
代
極
初
期
の
分
限
帳
１
３

が
い
く
つ
か
現
存
し
て
い
る

が
、
い
ず
れ
に
し
ろ
幕
末
以
後
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
。 

勿
論
、
岡
部
藩
で
は
幕
末
以
前
に
も
分
限
帳
の
類
は
作
成
さ
れ
て
お
り
、
旧
岡

部
（
半
原
）
藩
士
若
森
久
高
が
記
し
た
『
岡
部
陣
屋
事
蹟
１
４

』
で
は
、
安
部
信
賢

（
一
六
八
五
䢣
一
七
二
三
）
が
藩
主
で
あ
っ
た
宝
永
年
間
の
分
限
帳
の
存
在
が
明

示
さ
れ
て
い
る
。 

宝
永
年
間
の
分
限
帳
に
つ
い
て
は
、
同
書
は
概
略
を
記
す
の
み
で
子
細
不
分
明

だ
が
、
家
臣
筆
頭
と
し
て
家
老
朝
倉
只
之
進
（
禄
高
四
〇
〇
石
）・
神
谷
又
左
衛
門

（
同
四
〇
〇
石
）
、
菊
池
安
兵
衛
（
同
二
五
〇
石
）
・
鳥
井
森
平
（
同
二
〇
〇
石
）

が
挙
げ
ら
れ
、
高
一
〇
〇
石
以
上
の
家
臣
二
十
一
名
、
士
分
以
上
九
十
五
名
、
士

分
以
下
四
十
五
名
、
徒
士
二
十
名
、
足
軽
組
頭
三
名
、
足
軽
六
十
名
、
下
目
付
足

軽
四
名
、
附
人
足
軽
二
名
、
馬
丁
十
六
名
、
中
間
一
三
三
名
の
約
四
〇
〇
名
程
度

の
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。 

幕
末
の
分
限
帳
と
比
べ
て
馬
丁
・
中
間
な
ど
ま
で
含
め
て
お
り
、
当
時
の
藩
勤

め
の
人
員
の
様
相
を
知
る
う
え
で
大
変
貴
重
な
存
在
と
い
え
る
の
だ
が
、
現
存
の

有
無
が
不
明
な
点
が
惜
し
ま
れ
る
。 

と
も
あ
れ
、
現
存
の
分
限
帳
か
ら
で
は
幕
末
以
前
の
藩
家
臣
団
の
構
成
な
ど
、

そ
の
実
相
を
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。 

 （
二
）
「
藩
中
家
譜
」
に
つ
い
て 

岡
部
藩
家
臣
団
の
構
成
を
知
る
う
え
で
参
考
と
な
る
分
限
帳
類
を
紹
介
し
た
が
、

本
節
で
は
本
論
の
中
心
と
も
な
る
「
藩
中
家
譜
」
の
紹
介
に
入
る
こ
と
と
す
る
。 
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現
在
、
県
立
文
書
館
が
収
蔵
す
る
「
藩
中
家
譜
」
は
、
小
口
に
墨
書
さ
れ
た
冊

番
号
の
と
お
り
、
第
三
か
ら
第
十
ま
で
の
八
冊
（
第
九
冊
、
第
十
冊
が
上
下
冊
の

た
め
、
全
十
冊
）
か
ら
な
る
。
い
ず
れ
も
四
つ
目
綴
の
冊
子
本
で
、
厚
さ
は
冊
に

よ
り
ば
ら
つ
き
が
あ
る
が
概
ね
数
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
部
の
も
の
で
あ
る
１
５

。 
 

第
三
冊
か
ら
第
八
冊
ま
で
が
花
入
二
重
亀
甲
文
（
冊
に
よ
っ
て
は
龍
文
）
の
空

刷
が
施
さ
れ
た
紺
紙
表
紙
、
第
九
・
十
冊
が
素
紙
の
表
紙
に
よ
る
装
幀
と
な
っ
て

お
り
、
現
在
は
第
五
冊
と
第
九
上
冊
の
み
に
剥
離
し
た
題
簽
が
遺
さ
れ
て
い
る
１
６

。

ま
た
、
本
紙
に
つ
い
て
は
、
全
冊
袋
綴
の
体
裁
を
と
る
と
と
も
に
い
ず
れ
も
書
式

を
整
え
る
た
め
の
空
罫
が
引
か
れ
、
罫
に
あ
わ
せ
て
一
頁
に
つ
き
原
則
七
行
書
き

の
体
裁
に
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
（
極
一
部
に
八
行
書
き
用
の
空
罫
を
用
い
た
も

の
が
み
え
る
）
。 

袋
綴
の
体
裁
を
と
る
た
め
、
原
則
折
り
目
に
あ
た
る
部
分
を
避
け
て
執
筆
さ
れ

て
い
る
が
、
第
十
冊
上
所
収
の
岡
部
藩
儒
者
宮
原
成
太
の
み
避
け
る
べ
き
紙
面
中

央
の
行
に
も
執
筆
し
て
折
り
目
に
文
字
が
か
か
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
修

正
さ
れ
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
製
本
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
素
紙
を
用
い
た
簡

素
な
装
幀
で
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
第
九
冊
、
第
十
冊
の
作
成
が
急
場
に
よ
っ
た

こ
と
を
窺
わ
せ
る
。 

さ
て
、「
藩
中
家
譜
」
が
載
録
す
る
情
報
へ
と
視
点
を
移
す
が
、
本
資
料
は
冒
頭

で
も
述
べ
た
よ
う
に
藩
士
一
人
一
人
の
事
績
を
三
年
か
ら
十
数
年
毎
に
記
さ
せ
た

も
の
で
あ
り
、
現
存
す
る
全
十
冊
の
う
ち
、
最
も
早
い
書
上
げ
時
期
は
第
三
冊
に

お
け
る
寛
政
二
年
（
一
七
九
〇
）
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
小
口
の
墨
書
か
ら

み
て
そ
れ
以
前
の
内
容
を
記
し
た
第
一
冊
、
第
二
冊
が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な

く
、
作
成
は
寛
政
年
間
以
前
に
遡
る
と
み
ら
れ
る
。 

こ
の
ほ
か
、
小
口
の
墨
書
で
は
第
三
冊
か
ら
第
十
冊
ま
で
の
連
番
と
な
っ
て
い

る
が
、
表
紙
体
裁
が
変
わ
る
第
八
冊
と
第
九
冊
の
間
に
文
政
十
三
年
（
天
保
元
年 

一
八
三
〇
）
か
ら
天
保
九
年
（
一
八
三
八
）
、
第
九
冊
と
第
十
冊
の
間
に
弘
化
五
年

（
嘉
永
元
年 
一
八
四
八
）
か
ら
安
政
三
年
（
一
八
五
六
）
の
欠
落
期
間
が
存
在

「藩中家譜」小口 

「藩中家譜」第十冊下の空罫 

「藩中家譜」第五冊表紙 「藩中家譜」第九冊上表紙 
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す
る
。 

こ
の
た
め
、「
藩
中
家
譜
」
の
本
来
の
制
作
期
間
は
現
状
か
ら
は
に
わ
か
に
定
め

が
た
い
。
し
か
し
、
こ
の
問
題
を
解
決
す
る
手
が
か
り
と
な
る
資
料
が
前
節
で
も

紹
介
し
た
旧
藩
士
鈴
木
家
伝
来
の
文
書
内
に
遺
さ
れ
て
い
る
。 

鈴
木
家
文
書
内
に
伝
来
し
た
「
覚
」「
勤
書
」
１
７

な
ど
の
表
題
を
有
す
る
鈴
木
家

歴
代
の
事
績
を
書
上
げ
た
資
料
が
そ
れ
で
、
同
資
料
に
は
鈴
木
勝
博
、
繁
幸
、
重

翰
、
重
厚
の
四
名
の
書
上
げ
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
「
藩
中
家
譜
」
と
対
照
さ
せ
て

い
く
と
、「
藩
中
家
譜
」
第
三
・
四
・
五
・
六
・
七
・
八
・
九
上
・
十
上
冊
所
収
の

そ
れ
ぞ
れ
の
事
績
書
上
げ
と
ほ
ぼ
記
述
が
一
致
す
る
１
８

。 

し
た
が
っ
て
、
体
裁
、
内
容
か
ら
鑑
み
て
も
こ
れ
ら
は
「
藩
中
家
譜
」
書
上
げ

の
際
の
草
稿
ま
た
は
控
え
に
あ
た
る
資
料
と
位
置
付
け
て
差
し
支
え
な
い
も
の
で

あ
り
、
と
り
わ
け
重
要
な
の
は
、
こ
れ
ら
鈴
木
家
文
書
の
一
連
の
「
覚
」
「
勤
書
」

ら
の
な
か
に
、
先
に
挙
げ
た
現
存
の
「
藩
中
家
譜
」
に
存
在
す
る
江
戸
時
代
後
期

の
二
か
所
の
欠
落
期
間
と
合
致
す
る
書
上
げ
の
ほ
か
、
第
三
冊
の
載
録
期
間
を
遡

る
寛
政
元
年
以
前
の
事
績
を
記
し
た
書
上
げ
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。 

前
者
は
、
鈴
木
家
文
書
の
「
〔
書
上
勤
書
〕
」
お
よ
び
「
勤
書
」
１
９

に
載
録
さ
れ

る
鈴
木
重
翰
の
書
上
げ
が
該
当
し
、
そ
の
書
上
げ
が
留
め
た
「
文
政
十
三
年
か
ら

天
保
九
年
ま
で
」
と
「
弘
化
五
年
か
ら
安
政
三
年
ま
で
（
実
際
の
書
上
げ
始
め
は

嘉
永
二
年
か
ら
）
」
の
期
間
は
丁
度
欠
落
期
間
と
合
致
し
て
い
る
。 

ま
た
、
鈴
木
家
文
書
内
に
残
さ
れ
た
寛
政
元
年
以
前
を
記
し
た
書
上
げ
は
、 

① 

「
藩
中
家
譜
」
作
成
開
始
時
（
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
）
在
職
の
藩
士
が

出
仕
し
た
時
か
ら
天
明
六
年
六
月
ま
で
の
期
間 

② 

天
明
六
年
五
月
か
ら
寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
十
二
月
ま
で
の
期
間 

の
二
つ
の
期
間
に
分
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
現
在
欠
い
て
い
る
「
藩
中
家
譜
」

第
一
、
第
二
冊
と
そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
も
の
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
２
０

。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
当
初
は
第
八
冊
と
第
九
冊
の
間
に
一
冊
、
第
九
冊
と
第
十
冊

の
間
に
も
一
冊
が
存
在
し
、
第
一
冊
、
第
二
冊
と
合
わ
せ
て
「
藩
中
家
譜
」
の
構

成
は
少
な
く
と
も
十
二
冊
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。 

以
上
を
踏
ま
え
る
と
、
現
時
点
で
は
「
藩
中
家
譜
」
の
当
初
の
姿
は
以
下
の
よ

う
に
推
測
で
き
る
。 

 【
書 

 
 

 

名
】 

 
 

 
 

 
 

【
書
上
げ
期
間
】  

 
 

 

【
載
録
期
間
】 

・
藩
中
家
譜
（
一
） 

 
 
 

出
仕
開
始
～
天
明
六
年 

 
 

 
 

・
藩
中
家
譜
（
二
） 

 

天
明
六
年
～
寛
政
元
年 

三
・
五
年
間 

・
藩
中
家
譜 

三 
 

寛
政
二
年
～
寛
政
四
年 

三
年
間 

・
藩
中
家
譜 

四 
 

寛
政
五
年
～
寛
政
八
年 

四
年
間 

・
藩
中
家
譜 

五 
 

寛
政
九
年
～
寛
政
十
二
年 

四
年
間 

・
藩
中
家
譜 

六 
 

享
和
元
年
～
文
化
六
年 

九
年
間 

・
藩
中
家
譜 

七 
 

文
化
七
年
～
文
政
三
年 

 

十
一
年
間 

・
藩
中
家
譜 

八 
 

文
政
四
年
～
文
政
十
二
年 

九
年
間 

・
藩
中
家
譜
（
九
） 

 

文
政
十
三
年
～
天
保
九
年 

九
年
間 

・
藩
中
家
譜 

九
上
下
（
十
） 

天
保
十
年
～
弘
化
四
年 

九
年
間 

・
藩
中
家
譜
（
十
一
） 

 

弘
化
五
年
～
安
政
三
年 

九
年
間 

・
藩
中
家
譜 

十
上
下
（
十
二
） 

安
政
四
年
～
慶
応
元
年 

九
年
間 

※
ゴ
シ
ッ
ク
体
は
失
わ
れ
た
と
み
ら
れ
る
冊
。 

※
（ 

）
内
漢
数
字
は
欠
本
部
を
補
っ
た
冊
番
号
。 

 

 

「
藩
中
家
譜
」
は
当
初
欠
落
期
間
無
く
連
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
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現
在
の
第
九
・
十
冊
に
み
ら
れ
る
小
口
墨
書
は
後
世
に
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
ろ
う
。
墨
書
の
書
き
ぶ
り
を
比
較
し
て
も
第
六
・
七
・
八
冊

と
第
九
・
十
冊
の
間
で
は
筆
致
に
や
や
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
看
て
取
れ
、
前

者
と
後
者
が
記
さ
れ
た
間
に
は
時
間
的
な
隔
た
り
が
あ
っ
た
と
い
え
る
。
第
九
・

十
冊
目
が
同
一
筆
跡
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
両
冊
の
小
口
は
第
十
冊
が
製
本

さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
慶
応
元
年
以
後
の
墨
書
と
な
ろ
う
か
。「
藩
中
家
譜
」
は
そ
の

時
に
は
既
に
欠
本
が
生
じ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

そ
れ
で
は
、
前
頁
上
段
①
に
て
挙
げ
た
「
藩
中
家
譜
」
本
来
の
第
一
冊
に
該
当

す
る
と
み
ら
れ
る
書
上
げ
の
冒
頭
か
ら
、
「
藩
中
家
譜
」
の
始
ま
り
方
を
み
て
お

こ
う
。 

 

【
史
料
三
】
「
覚
」
（
「
新
城
市
富
岡
岡
部
藩
鈴
木
家
文
書
」
十
二
所
収
） 

 
 

 
 

 
 

覚 

信
峯
公
御
代
被 

召
出
、
私
迄
四
代
相
勤
申
候
、 

 

一
、
三
代
目
鈴
木
伝
兵
衛
儀
、
十
口
三
口
取
次
相
勤
申
候 

信
允
公
御
代
宝
暦
十
一
辛
巳
年
十
二
月
六
日
、
私
身
分
之
儀
被 

 
 

 

召
出
、
養
父
伝
兵
衛
家
督
被 

仰
付
、
当

午

年

（
天
明
六
年
）

迄 

 
 

 

廿
六
年
相
成
申
候
、
家
督
之
高
十
口
御
座
候 

 

一
、
明
和
三
丙
午
年
正
月
十
五
日
、
御
使
番
被 

仰
付
四
年 

 
 

 

相
勤
申
候 

（
後
略
） 

 

右
は
鈴
木
勝
博
の
書
上
げ
の
冒
頭
部
分
だ
が
、
鈴
木
勝
博
の
場
合
、
本
来
の
第

一
冊
に
あ
た
る
書
上
げ
で
は
家
督
を
継
い
で
出
仕
し
は
じ
め
た
宝
暦
十
一
年
（
一

七
六
一
）
か
ら
開
始
し
て
、
以
降
は
天
明
六
年
六
月
ま
で
の
二
十
六
年
間
の
事
績

を
書
き
連
ね
て
い
る
。 

他
藩
士
の
事
例
が
な
い
の
で
確
定
的
と
は
言
え
な
い
が
、【
史
料
三
】
の
鈴
木
勝

博
の
書
上
げ
を
窺
う
に
、
第
一
冊
で
は
以
降
の
冊
の
よ
う
に
特
定
の
期
間
内
だ
け

を
書
上
げ
さ
せ
る
形
式
で
は
な
く
、「
藩
中
家
譜
」
の
制
作
開
始
と
な
る
最
初
を
飾

る
冊
の
冒
頭
に
相
応
し
く
、
家
と
し
て
何
時
か
ら
岡
部
藩
に
仕
え
た
か
、
当
人
が

何
時
出
仕
し
た
か
、
を
申
告
さ
せ
、
そ
の
上
で
天
明
六
年
ま
で
の
事
績
を
書
き
上

げ
さ
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

 

鈴
木
家
文
書
に
遺
さ
れ

た
「
覚
」「
勤
書
」
か
ら
「
藩

中
家
譜
」
の
当
初
の
姿
に

つ
い
て
少
し
考
察
し
て
み

た
が
、
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら

の
資
料
を
用
い
る
こ
と
で

明
ら
か
と
な
る
「
藩
中
家

譜
」
の
別
の
側
面
に
つ
い

て
も
一
つ
指
摘
し
て
お
き

た
い
。 

い
ま
一
例
と
し
て
「
藩

中
家
譜
」
第
九
冊
上
に
載

録
さ
れ
た
鈴
木
重
翰
の
書

上
げ
【
図
１
】
と
、
鈴
木
家

文
書
内
で
そ
れ
に
対
応
す

る
同
人
の
「
勤
書
」
の
書
上

【図１】鈴木重翰 書上げ 

（「藩中家譜」第九冊上） 
【図２】鈴木重翰 書上げ 

（鈴木家文書「勤書」） 

「新城市富岡岡部藩鈴木家文書」12 所収 
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げ
【
図
２
】
と
を
並
べ
て
み
た
。
こ
れ
ら
を
比
較
す
る
と
、
行
数
な
ど
体
裁
に
若

干
の
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
そ
の
筆
跡
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
が
見
い
だ
せ
る
だ

ろ
う
。 

こ
れ
は
「
藩
中
家
譜
」
所
収
の
書
上
げ
が
い
ず
れ
も
原
則
自
筆
に
よ
っ
て
記
さ

れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
、
実
際
に
「
藩
中
家
譜
」
に
み
ら
れ
る
筆
跡
は
多

種
多
様
で
あ
り
、
か
つ
、
同
一
人
物
の
書
上
げ
は
冊
が
異
な
っ
て
も
同
じ
筆
跡
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
各
藩
士
ら
の
自
筆
書
上
げ
の
清
書
を
そ
の
ま
ま
綴
じ
こ
ん
で
作

成
さ
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
高
い
。 

こ
れ
ら
の
書
上
げ
が
藩
士
自
筆
か
ら
な
る
点
は
、
次
に
み
て
い
く
記
載
内
容
と

と
も
に
「
藩
中
家
譜
」
の
資
料
価
値
を
大
い
に
高
め
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 （
三
）
「
藩
中
家
譜
」
の
事
績
書
上
げ 

さ
て
、
本
節
で
は
「
藩
中
家
譜
」
の
載
録
内
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
く
こ
と
と

す
る
が
、
冒
頭
で
触
れ
た
よ
う
に
「
藩
中
家
譜
」
の
も
つ
情
報
は
多
岐
に
渡
り
、

前
掲
分
限
帳
の
類
と
は
一
線
を
画
す
る
。 

第
一
に
、
現
存
の
分
限
帳
が
幕
末
以
降
の
も
の
に
限
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、

「
藩
中
家
譜
」
は
一
部
に
欠
落
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
安
部
信
亨
が
藩
主
で
あ
っ
た

寛
政
年
間
か
ら
幕
末
慶
応
年
間
に
至
る
期
間
ま
で
の
藩
士
の
変
遷
を
追
う
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
分
限
帳
が
原
則
作
成
当
時
の
藩
士
と
そ
の

役
職
を
記
し
た
職
員
録
的
な
性
格
を
強
く
す
る
の
に
対
し
、「
藩
中
家
譜
」
は
一
定

期
間
を
区
切
り
と
し
て
書
上
げ
ら
れ
た
藩
士
の
履
歴
書
と
も
い
え
、
そ
の
内
容
は

分
限
帳
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
豊
富
さ
を
備
え
て
い
る
。 

「
藩
中
家
譜
」
が
収
め
る
家
臣
数
に
つ
い
て
だ
が
、
慶
応
二
年
、
慶
応
四
年
の

分
限
帳
が
一
七
〇
人
以
上
で
あ
る
の
に
較
べ
て
少
人
数
で
あ
り
、
第
三
冊
で
事
績

を
書
上
げ
た
家
臣
は
九
九
名
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
は
第
四
冊
一
〇
九
名
、

第
五
冊
一
一
二
名
、
第
六
冊
一
〇
二
名
、
第
七
冊
九
八
名
、
第
八
冊
一
一
三
名
と

な
り
、
概
ね
一
〇
〇
名
強
ほ
ど
で
推
移
を
し
て
い
る
が
、
分
限
帳
に
比
し
て
人
数

が
過
小
で
あ
る
の
は
、
分
限
帳
よ
り
も
対
象
と
な
る
家
臣
が
絞
ら
れ
て
い
る
た
め

で
、「
藩
中
家
譜
」
で
は
徒
士
、
小
役
人
、
坊
主
と
い
っ
た
下
級
藩
士
が
含
ま
れ
て

い
な
い
。 

一
例
と
し
て
、
藩
士
の
一
人
、
田
中
慶
次
吉
行
は
天
明
六
年
か
ら
出
仕
し
て
い

た
に
も
関
わ
ら
ず
「
藩
中
家
譜
」
第
三
、
四
冊
で
は
載
録
さ
れ
ず
に
第
五
冊
か
ら

登
場
す
る
。
こ
れ
は
、
吉
行
が
寛
政
十
二
年
に
中
小
姓
に
昇
格
し
た
こ
と
に
よ
る

も
の
と
み
ら
れ
、「
藩
中
家
譜
」
が
載
録
に
あ
た
っ
て
一
定
の
職
位
以
上
に
限
定
す

る
な
ど
の
基
準
を
設
け
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。 

こ
の
ほ
か
、
分
限
帳
が
家
老
、
用
人
、
取
次
、
物
頭
と
い
っ
た
よ
う
に
藩
内
の

序
列
に
基
づ
く
順
番
通
り
に
整
列
さ
れ
た
表
記
を
採
る
の
に
対
し
、
「
藩
中
家
譜
」

に
は
そ
う
し
た
規
則
性
は
み
ら
れ
な
い
。 

家
老
が
原
則
先
頭
に
置
か
れ
る
以
外
、
用
人
等
の
上
位
役
職
の
人
物
が
先
に
来

る
傾
向
が
あ
る
も
の
の
一
貫
し
て
お
ら
ず
、
高
位
・
高
禄
の
者
で
も
下
級
藩
士
の

後
に
掲
載
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
散
見
す
る
。
他
方
、
普
遍
的
な
規
則
性
と
ま
で
は
言

え
な
い
が
、
親
子
関
係
に
あ
る
も
の
は
連
続
し
て
載
録
さ
れ
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。 

参
考
と
し
て
本
文
末
に
「
藩
中
家
譜
」
第
三
冊
所
収
の
藩
士
を
掲
載
順
に
一
覧

表
【
表
１
】
に
し
た
の
で
参
照
願
い
た
い
。 

そ
れ
で
は
「
藩
中
家
譜
」
の
事
績
書
上
げ
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。 

「
藩
中
家
譜
」
第
三
冊
か
ら
、
家
老
で
あ
っ
た
中
村
源
五
右
衛
門
勝
封
の
事
績

を
例
に
挙
げ
て
お
く
。 
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【
史
料
四
】
「
藩
中
家
譜
」
第
三
冊 

家
老
中
村
勝
封 

 
 

 

寛
政
元
年
己
酉
歳
書
出
候
節 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

中
村
源
五
右
衛
門 

 

…
① 

 
一
、
寛
政
二
年
庚
戌
十
二
月
十
一
日
、
秋
中
ゟ
安
太
夫
上
方
江 

…
② 

御
用
ニ
付
罷
登
候
跡
、
一
人
勤
、
其
上
御
勝
手
方
相
兼 

太
儀
被 

思
召
候
段
、
御
懇
之
蒙 

御
意
候
上
、
小
刀
柄
壱
本
拝
領
之 

一
、
同
三
年
辛
亥
四
月
、
日
光
御
祭
礼
奉
行
被
為
蒙 

 
 

仰
候
節
、
御
供
被 

仰
付
、
御
発
駕
前
御
紋
単
御
羽
織 

 
 

拝
領
之
、
従 

御
隠
居
様
綿
入
御
羽
織
被
下
置
、
彼 

 
 

表
余
寒
強
候
間
相
用
候
様
厚 

思
召
ニ
而
被
下
之 

一
、
御
祭
礼
之
節 

神
輿
供
奉
仕
候
、
且 
御
帰
府
之
上
、 

 
 

此
度
御
用
向
出
精
仕
無
御
滞
被
為
済
候
為
御
祝
儀 

 
 

白
銀
二
枚
拝
領
之 

一
、
延
享
元
甲
子
年
被
召
出
、
当
子
年
迄
四
十
九
年
相
勤
、 

…
③ 

 
 

当
職
被 

仰
付
八
ヶ
年
相
勤
申
候 

 
 

右
之
通
御
座
候
以
上 

 

 
 

寛
政
四
年
壬
子
年
十
二
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

中
村
源
五
右
衛
門
勝
封
㊞[

花
押] 

  
 

「
藩
中
家
譜
」
に
お
け
る
各
藩
士
に
よ
る
事
績
の
書
き
上
げ
に
は
一
定
の
書
式

が
あ
り
、
い
ま
挙
げ
た
中
村
勝
封
の
事
例
の
よ
う
に
内
容
は
概
ね
大
き
く
四
つ
に

分
け
ら
れ
る
。 

①
：
書
上
げ
開
始
年
の
前
年
末
時
点
で
の
当
該
藩
士
の
役
職
、
禄
高
と
氏
名
（
基

本
的
に
前
冊
に
お
け
る
書
上
げ
の
最
後
と
合
致
す
る
） 

②
：
藩
士
の
当
該
期
間
内
に
お
け
る
事
績 

③
：
出
仕
を
開
始
し
た
年
な
ら
び
に
在
職
年
数
お
よ
び
現
職
の
就
任
期
間 

④
：
調
書
書
上
げ
作
成
時
点
の
年
月
・
作
成
時
点
の
役
職
と
氏
名
２
１

、
年
齢
、
な

ら
び
に
用
印
・
花
押 

 

人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
内
容
の
粗
密
が
あ
る
ほ
か
、
①
か
ら
④
の
全

項
目
を
記
載
し
て
い
な
い
場
合
も
あ
る
な
ど
、
藩
士
に
よ
っ
て
記
述
内
容
が
一
定

し
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
原
則
は
前
掲
の
書
式
に
則
っ
た
形
で
作
成
さ
れ

て
い
る
。 

そ
の
た
め
、
藩
士
の
現
職
・
禄
高
と
い
っ
た
情
報
の
ほ
か
に
、
年
齢
、
奉
職
期

間
、
ま
た
通
称
と
と
も
に
諱
名
及
び
花
押
・
用
印
が
明
ら
か
に
な
る
点
、
そ
し
て

分
限
帳
で
は
窺
い
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
各
藩
士
の
事
績
が
明
ら
か
に
な
る

点
は
大
き
い
。 

事
例
と
し
て
挙
げ
た
中
村
勝
封
に
つ
い
て
い
え
ば
、
寛
政
四
年
当
時
、
延
享
元

年
（
一
七
四
四
）
か
ら
岡
部
藩
に
出
仕
し
て
四
十
九
年
間
奉
職
の
六
十
七
歳
。
八

年
間
現
職
在
任
と
あ
る
こ
と
か
ら
家
老
職
に
は
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
五
十
九

歳
の
時
に
就
任
し
、
菊
池
武
昭
（
安
太
夫
）
と
同
時
期
の
家
老
と
し
て
寛
政
二
年

に
武
昭
の
上
方
出
張
に
伴
う
江
戸
藩
邸
留
守
勤
め
、
翌
三
年
に
は
安
部
信
亨
の
日

光
祭
礼
奉
行
へ
の
供
奉
を
勤
め
る
な
ど
し
て
い
た
。 

事
績
の
な
か
で
は
そ
れ
ら
の
勤
務
ぶ
り
に
対
す
る
褒
賞
・
礼
物
等
の
拝
受
に
関

す
る
記
録
を
つ
ぶ
さ
に
留
め
て
い
る
が
、
こ
れ
は
勝
封
に
限
ら
ず
「
藩
中
家
譜
」

の
書
上
げ
に
み
ら
れ
る
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。 

御
家
老
職 

髙
百
五
十
石 

御
役
料
五
十
石 

御
家
老
職 

髙
百
五
十
石 

御
役
料
五
十
石 

当
子
ノ
六
十
七
歳

…
④ 
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こ
の
よ
う
に
多
く
の
内
容
を
有
す
る
「
藩
中
家
譜
」
で
は
あ
る
が
、
一
方
で
欠

点
も
あ
る
。 

「
藩
中
家
譜
」
で
は
、
本
来
掲
載
す
べ
き
職
位
に
い
な
が
ら
何
ら
か
の
理
由
で

載
録
さ
れ
て
い
な
い
人
物
が
い
る
こ
と
２
２

、
ま
た
出
仕
か
ら
死
歿
ま
で
の
全
期
間

が
完
備
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、
事
績
に
抜
け
が
存
在
す
る
人
物
も
多
い
。 

と
り
わ
け
最
末
期
の
書
上
げ
が
存
在
し
な
い
藩
士
は
多
く
、
こ
れ
は
数
年
間
隔

で
求
め
ら
れ
る
事
績
書
上
げ
の
提
出
時
点
で
存
命
で
な
い
、
ま
た
は
隠
居
な
ど
に

て
現
役
で
な
く
な
っ
た
人
物
が
載
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
と
み
ら
れ
、

そ
の
最
期
が
判
明
し
な
い
例
も
多
い
２
３

。 

な
お
、
あ
ま
り
例
は
多
く
な
い
が
、
本
稿
で
取
り
あ
げ
る
菊
池
武
昭
な
ど
は
、

「
藩
中
家
譜
」
第
六
冊
の
事
績
提
出
時
点
で
は
歿
し
て
い
た
も
の
の
、
嫡
男
武
貞

が
父
の
代
筆
と
し
て
事
績
を
記
し
た
た
め
、
幸
い
に
も
最
期
ま
で
事
績
を
追
う
こ

と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 

以
上
、「
藩
中
家
譜
」
の
概
要
か
ら
所
収
内
容
に
つ
い
て
大
ま
か
な
が
ら
こ
こ
ま

で
述
べ
て
き
た
。
本
資
料
は
、
そ
の
内
容
か
ら
藩
士
の
動
向
を
窺
う
に
は
恰
好
の

資
料
で
あ
り
、
ま
た
遺
墨
の
ほ
と
ん
ど
現
存
し
な
い
岡
部
藩
士
ら
の
筆
跡
を
特
定

す
る
た
め
の
基
準
作
と
も
な
り
え
る
、
今
後
の
岡
部
藩
お
よ
び
そ
の
家
臣
団
研
究

に
お
い
て
非
常
に
有
益
な
情
報
を
内
包
す
る
も
の
で
あ
る
。 

次
節
以
後
、
本
稿
の
主
題
と
な
る
菊
池
家
を
掘
り
下
げ
て
い
く
と
と
も
に
、
こ

の
「
藩
中
家
譜
」
を
活
用
し
て
家
老
菊
池
武
昭
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
く
こ
と
と

す
る
。 

 

二 

岡
部
藩
家
老
と
菊
池
家 

（
一
）
岡
部
藩
家
老
の
変
遷 

 

本
章
で
は
主
題
と
な
る
菊
池
武
昭
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
し
、
可
能
な
限
り
そ
の
事
績
の
掘
り
下
げ
を
試
み
た
い
と
思
う
。 

 

菊
池
武
昭
が
安
部
信
亨
時
代
の
家
老
で
あ
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
そ
も

そ
も
岡
部
藩
家
老
は
果
た
し
て
ど
こ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
今
日
最
も

知
ら
れ
る
の
は
幕
末
期
に
家
中
騒
動
の
当
事
者
と
な
っ
た
家
老
朝
倉
只
之
進
貴
恭

２
４

で
は
な
い
か
と
推
察
す
る
が
、
そ
の
貴
恭
に
し
て
も
生
涯
は
明
ら
か
と
さ
れ
て

お
ら
ず
、
菊
池
家
を
含
め
て
岡
部
藩
の
歴
代
家
老
た
ち
の
実
相
は
謎
に
包
ま
れ
て

い
る
と
い
っ
て
よ
い
。 

そ
の
た
め
、
ま
ず
は
菊
池
家
の
藩
内
に
お
け
る
立
ち
位
置
を
明
確
に
す
る
た
め

に
も
、
岡
部
藩
に
お
け
る
家
老
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
就
任
者
を
追
っ
て
み
た
い
。 

岡
部
藩
の
家
老
を
追
う
う
え
で
参
考
に
す
べ
き
資
料
と
し
て
、
先
ず
は
文
書
館

収
蔵
の
「
摂
津
国
御
拝
地
以
来
御
役
人
附
２
５

」
を
挙
げ
て
お
く
。 

同
資
料
は
、
安
部
信
盛
が
大
坂
定
番
就
任
に
よ
っ
て
摂
津
国
内
に
所
領
を
拝
し

て
大
名
の
席
次
に
列
し
た
慶
安
年
間
か
ら
、
第
七
代
藩
主
安
部
信
允
の
治
政
で
あ

る
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
に
至
る
ま
で
の
岡
部
藩
の
家
老
、
郡
代
、
代
官
を
列

記
し
た
も
の
で
あ
る
。
信
盛
が
定
番
に
就
任
し
て
摂
津
国
に
所
領
を
拝
し
た
年
次

を
慶
安
二
年
（
一
六
四
七
）
で
は
な
く
、
元
年
と
す
る
な
ど
の
誤
り
も
見
受
け
ら

れ
る
が
、
岡
部
藩
に
お
け
る
江
戸
時
代
前
・
中
期
の
重
職
の
変
遷
を
辿
る
う
え
で

は
参
照
す
べ
き
資
料
と
な
る
。 

こ
の
ほ
か
、
藩
に
関
わ
る
出
来
事
、
家
臣
の
出
処
進
退
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
を
記

録
し
た
藩
政
日
記
「
為
後
録
２
６

」
も
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
。 

現
存
す
る
の
は
、
寛
政
十
二
年
（
一
八
〇
〇
）
正
月
か
ら
享
和
三
年
（
一
八
〇

三
）
十
二
月
ま
で
を
収
め
た
第
十
三
冊
を
は
じ
め
と
し
て
、
安
政
五
年
（
一
八
五

八
）
正
月
か
ら
万
延
二
年
（
一
八
六
一
）
十
月
ま
で
の
記
事
を
載
録
し
た
第
二
十
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八
冊
ま
で
で
、
途
中
に
欠
本
が
あ
る
た
め
全
十
一
冊
と
な
っ
て
い
る
。
概
ね
四
年

間
を
一
冊
に
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
存
の
冊
番
号
か
ら
推
し
て

そ
の
作
成
は
宝
暦
年
間
頃
に
始
ま
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

本
稿
に
お
い
て
「
為
後
録
」
が
重
要
な
の
は
、
内
容
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
江
戸

藩
邸
に
滞
在
し
た
家
老
が
月
番
で
記
録
を
作
成
し
て
い
た
点
に
あ
り
、
各
月
の
下

部
に
記
さ
れ
た
記
録
作
成
者
で
あ
る
家
老
名
（
た
だ
し
、
無
記
名
の
月
も
多
い
）

を
追
う
こ
と
で
そ
の
時
期
の
家
老
を
部
分
的
に
だ
が
明
ら
か
と
で
き
る
。 

例
え
ば
、
菊
池
武
昭
存
命
時
唯
一
の
「
為
後
録
」
と
な
る
第
十
三
冊
が
所
収
す

る
寛
政
十
二
年
か
ら
享
和
三
年
の
間
の
記
録
者
は
以
下
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。 

 

・
寛
政
十
二
年 

正
月
～
十
二
月 
小
林
五
郎
太
夫 

 

・
享
和
元
年 

 

正
月
～
十
二
月 

小
林
五
郎
太
夫 

※
九
・
十
月
は
記
事
無
し 

 

・
享
和
二
年 

 

正
月
～
十
二
月 

小
林
五
郎
太
夫 

・
享
和
三
年 

 

正
月
～
五
月 

 

小
林
五
郎
太
夫 

 

六
・
七
月 

 
 

菊
池
安
太
夫 

※
大
坂
か
ら
江
戸
下
向
中 

 
 

八
月
～
十
二
月 

朝
倉
元
之
進 

※
六
月
に
家
老
昇
進
（
江
戸
勤
） 

 

第
十
三
冊
で
は
当
時
江
戸
勤
め
の
小
林
五
郎
太
夫
安
能
が
執
筆
の
大
半
を
担
い
、

菊
池
安
太
夫
武
昭
は
藩
主
信
亨
の
大
坂
勤
番
に
同
行
し
て
在
坂
し
て
い
た
た
め
一

時
的
に
江
戸
へ
と
下
向
し
た
期
間
の
み
の
執
筆
を
担
当
。
ま
た
、
武
昭
が
江
戸
を

離
れ
た
後
は
、
朝
倉
元
之
進
貴
恒
が
そ
の
後
任
を
引
き
継
い
で
い
る
。 

書
上
げ
提
出
時
に
は
歿
し
て
い
た
た
め
か
こ
の
期
間
の
「
藩
中
家
譜
」
で
あ
る

第
六
冊
に
小
林
・
朝
倉
両
名
の
事
績
が
載
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
当
時
の
様
相

は
「
藩
中
家
譜
」
だ
け
か
ら
で
は
不
明
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、「
為
後
録
」
に
よ
っ
て
、

当
時
の
家
老
が
菊
池
・
小
林
・
朝
倉
ら
三
名
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。 

 

こ
の
ほ
か
、
こ
の
「
為
後
録
」
に
は
家
臣
ら
の
進
退
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
当
然
家
老
の
人
事
も
記
録
さ
れ
て
お
り
、「
為
後
録
」
第
十
三
冊
で
言
え
ば
享

和
三
年
六
月
の
小
林
安
能
の
引
退
な
ら
び
に
朝
倉
貴
恒
の
家
老
就
任
の
事
実
２
７

も
合
わ
せ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

以
上
、
現
状
で
は
こ
の
「
為
後
録
」
に
よ
っ
て
の
み
判
明
す
る
こ
と
も
多
く
、

本
節
で
取
り
あ
げ
た
家
老
は
も
と
よ
り
、
断
片
的
に
な
り
が
ち
な
岡
部
藩
士
の
動

向
を
追
う
う
え
で
大
変
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。 

こ
の
「
摂
津
国
御
拝
地
以
来
御
役
人
附
」
な
ら
び
に
「
為
後
録
」
、
そ
し
て
「
藩

中
家
譜
」
に
登
場
す
る
家
老
就
任
者
を
抜
き
出
す
こ
と
で
、
岡
部
藩
内
に
お
け
る

家
老
の
お
お
よ
そ
の
変
遷
を
辿
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
い
ま
そ
れ
ぞ
れ
の
資
料

に
み
え
る
家
老
就
任
者
を
抜
き
出
し
一
覧
化
し
た
も
の
を
、【
表
２
】
な
ら
び
に
【
表

３
】
２
８

と
し
て
本
文
末
に
掲
載
す
る
。 

岡
部
藩
の
家
老
は
最
大
で
五
名
も
の
人
物
が
同
時
に
就
く
時
期
も
あ
っ
た
よ
う

だ
が
、
得
て
し
て
平
均
概
ね
三
名
前
後
の
就
任
が
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の

ほ
か
、
【
表
２
】
【
表
３
】
で
列
挙
し
た
歴
代
家
老
職
の
面
々
を
み
て
い
く
こ
と
で

浮
き
彫
り
と
な
る
の
は
、
代
々
家
老
に
就
任
す
る
世
襲
家
老
家
の
存
在
で
あ
ろ
う
。 

岡
部
藩
政
初
期
に
藩
政
を
支
え
た
神
谷
家
の
ほ
か
、
鳥
井
家
２
９

、
馬
場
家
な
ど

か
ら
も
複
数
の
家
老
就
任
者
が
出
て
い
る
が
、
世
襲
家
老
家
と
呼
称
し
て
差
し
支

え
が
な
い
の
は
、
前
掲
幕
末
の
家
中
騒
動
に
よ
り
知
ら
れ
た
朝
倉
家
、
そ
し
て
武

昭
を
生
ん
だ
菊
池
家
で
あ
り
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
両
家
か
ら
は
多
数
の
家
老
が

生
ま
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
判
明
す
る
範
囲
で
も
他
の
家
老
が
二
〇
〇
石
未
満
の
禄
高
に
留
ま
る
の

に
対
し
て
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
菊
池
・
朝
倉
の
両
家
は
家
老
就
任
時
に
は
そ
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れ
ら
を
上
回
る
三
〇
〇
石
を
給
さ
れ
る
地
位
に
あ
り
、
待
遇
面
か
ら
み
て
も
他
の

家
老
を
輩
出
し
た
家
と
比
し
て
頭
一
つ
抜
け
た
存
在
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
ら
か
ら
菊
池
家
・
朝
倉
家
は
、
同
じ
藩
家
老
の
な
か
で
も
一
線
を
画
す
存

在
で
あ
り
、
両
家
を
し
て
岡
部
藩
に
お
け
る
「
筆
頭
家
老
家
」
の
地
位
に
あ
っ
た

と
称
し
て
も
過
言
で
は
あ
る
ま
い
３
０

。 

な
お
、
岡
部
藩
の
家
老
の
変
遷
を
提
示
す
る
に
あ
た
り
、
末
尾
な
が
ら
断
ら
ね

ば
な
ら
な
い
の
は
江
戸
時
代
に
お
け
る
大
名
、
幕
臣
ら
の
紳
士
録
で
あ
る
「
武
鑑
」

に
つ
い
て
で
、
本
来
で
あ
れ
ば
適
宜
参
照
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
比
較
の
途
上
で

各
種
武
鑑
類
と
前
掲
の
岡
部
藩
内
で
作
成
さ
れ
た
資
料
群
と
の
間
に
家
老
就
任
人

数
や
人
名
な
ど
異
同
が
多
数
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
本
稿
で
は
混
乱
を
避
け

る
観
点
か
ら
表
作
成
に
あ
た
っ
て
武
鑑
類
の
記
載
を
反
映
し
て
い
な
い
。 

例
え
ば
、
慶
安
四
年
に
中
野
仁
兵
衛
に
よ
り
版
行
さ
れ
た
「
（
御
大
名
武
士
鑑
）
」

で
は
、
安
部
丹
波
守
信
之
の
家
老
と
し
て
神
谷
太
郎
左
衛
門
と
と
も
に
「
依
田
三

郎
左
衛
門
」
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。【
表
３
】
の
と
お
り
、
岡
部
藩
内
で
作
成
さ

れ
た
資
料
に
こ
の
名
が
み
え
な
い
一
方
で
、
こ
の
依
田
な
る
家
老
は
「
御
紋
尽
」

（
寛
文
八
年
版
行
）
ま
で
各
種
武
鑑
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
も
、
慶

応
四
年
時
点
で
の
岡
部
藩
家
老
は
豊
泉
善
左
衛
門
、
馬
場
兵
右
衛
門
で
あ
る
べ
き

と
こ
ろ
、
当
該
年
の
「
武
鑑
」
で
は
馬
場
兵
右
衛
門
の
代
わ
り
に
「
朝
倉
只
之
進
」

を
記
載
す
る
な
ど
、
と
か
く
岡
部
藩
内
で
作
成
さ
れ
た
諸
資
料
と
の
間
に
は
食
い

違
い
が
生
じ
て
い
る
。 

菊
池
家
に
つ
い
て
も
、
武
鑑
類
に
岡
部
藩
家
老
と
し
て
そ
の
名
が
登
場
す
る
の

は
、
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
の
「
御
林
武
鑑
」
が
初
出
で
あ
り
、
「
摂
津
国
御

拝
地
以
来
御
役
人
附
」
の
元
禄
六
年
（
一
六
九
三
）
と
比
し
て
大
分
遅
く
な
っ
て

い
る
。 

こ
れ
ら
の
異
同
の
原
因
と
比
較
考
察
に
つ
い
て
は
今
後
の
検
討
事
項
と
し
た
い
。 

 （
二
）
岡
部
藩
家
老
菊
池
家
に
つ
い
て 

前
節
に
て
岡
部
藩
に
お
け
る
家
老
を
概
観
し
た
こ
と
で
、
改
め
て
菊
池
家
が
藩

内
で
有
し
た
地
位
の
高
さ
が
明
確
化
さ
れ
た
が
、
続
け
て
岡
部
藩
筆
頭
家
老
を
担

っ
た
菊
池
家
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。 

現
在
、
県
立
文
書
館
が
収
蔵
す
る
岡
部
藩
・
安
部
家
関
係
の
資
料
を
は
じ
め
、

管
見
の
範
囲
で
は
諸
資
料
内
に
菊
池
家
の
系
図
類
、
由
緒
書
の
類
を
目
す
る
機
会

は
得
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
経
歴
を
具
体
的
に
辿
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。 

断
片
的
と
な
る
こ
と
は
承
知
の
う
え
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
に
見
出
し
得
た

幾
つ
か
の
資
料
を
基
に
菊
池
家
の
来
歴
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。 

第
一
に
菊
池
家
の
出
自
に
つ
い
て
だ
が
、
前
掲
の
と
お
り
そ
れ
を
示
す
直
接
的

な
資
料
は
見
い
だ
せ
て
い
な
い
も
の
の
、
二
本
松
藩
士
成
田
頼
直
（
一
七
六
九
？

䢣
一
八
三
三
）
が
記
し
た
「
積
達
館
基
考
３
１

」
に
そ
の
一
端
を
示
す
記
述
が
み
え

て
い
る
。 

筆
者
で
あ
る
成
田
頼
直
は
、
通
称
弥
義
右
衛
門
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
の

二
本
松
藩
へ
の
出
仕
以
後
、
郡
奉
行
、
郡
代
か
ら
城
代
（
禄
高
三
〇
〇
石
）
ま
で

累
進
し
、
一
方
で
確
斎
と
も
号
し
て
頼
山
陽
、
小
宮
山
楓
軒
ら
文
化
人
と
も
交
友

の
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
頼
直
が
記
し
た
「
積
達
館
基
考
」
は
、
二
本
松
藩

内
各
郡
の
古
城
等
に
対
し
て
、
自
ら
が
見
聞
・
調
査
し
た
古
書
・
古
文
書
を
基
に

精
査
考
証
を
加
え
た
書
物
で
、
文
政
年
間
に
成
立
し
た
。 

同
書
所
収
の
「
西
安
達
郡
」
の
冒
頭
で
は
、
「
二
本
松
霧
ヶ
城
」
を
挙
げ
、
そ

の
旧
主
・
畠
山
高
国
（
一
三
〇
五
䢣
一
三
五
一
）
以
後
の
連
枝
の
系
図
を
掲
げ
る
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の
だ
が
、
こ
の
畠
山
系
図
に
連
な
る
一
人
、
畠
山
政
泰
に
次
の
よ
う
な
追
記
が
付

さ
れ
て
い
る
。 

 
【
史
料
五
】
「
積
達
館
基
考
」
（
西
安
達
郡
之
部
） 

畠
山
系
図 

追
加 

○
高
倉
近
江
守

（
頼
之
）

ノ
曽
孫
高
倉
安
太
郎
武
房
、
継
母
之
家
号
ヲ
冒
シ
テ
菊
池
安
太

夫
ト
称
シ
安
部
家
ニ

摂
津

守

仕
ヘ
代
々
老
職
タ
リ
。
其
家
ノ
説
ニ
満
盛
ノ
子
ヲ
忠

泰
ト
云
、
高
倉
館
ニ
移
住
ス
。
幼
名
徳
万
丸
ト
云
々
、
政
泰
ハ
政
国
ノ
コ
ト

也
。
政
国
後
政
泰
ト
改
ム
云
々
。   

※
傍
線
部
は
筆
者
。
以
下
、
同
。 

 

畠
山
政
泰
を
巡
る
系
図
上
の
位
置
づ
け
は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
は
系
図
の
異
説

と
し
て
引
か
れ
て
い
る
菊
池
家
の
説
に
着
目
し
た
い
。 

こ
の
菊
池
家
は
、
安
部
摂
津
守
に
仕
え
て
代
々
の
老
職
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
言

う
ま
で
も
な
く
岡
部
藩
家
老
の
菊
池
家
を
指
し
、
し
た
が
っ
て
史
料
中
に
登
場
す

る
高
倉
近
江
守
の
曾
孫
菊
池
安
太
夫
武
房
こ
そ
岡
部
藩
家
老
菊
池
家
の
祖
に
あ
た

る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。 

続
け
て
同
書
で
は
畠
山
氏
か
ら
分
か
れ
出
た
分
派
の
系
図
を
示
し
つ
つ
、
当
該

の
高
倉
氏
の
系
図
を
挙
げ
た
と
こ
ろ
で
「
菊

地
（
マ
マ
）

ニ
伝
ル
高
倉
系
左
之
通
」
と
し

て
菊
池
家
伝
来
の
高
倉
氏
の
系
譜
を
掲
載
し
て
い
る
。 

 

「
積
達
館
基
考
」
に
記
録
さ
れ
た
菊
池
家
伝
来
の
高
倉
氏
系
図
か
ら
、
簡
潔
に

菊
池
家
の
系
図
を
起
こ
す
と
左
記
の
と
お
り
と
な
る
。 

 

 

清
和
天
皇
…
足
利
義
純
…
畠
山
高
国
䢣
国
氏
䢣
国
詮
䢣
満
泰
䢣
満
盛
䢣
䢣
䢳 

䢱
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢷 

䢵
高
倉
忠
泰
３
２

䢣
頼
泰
䢣
治
泰
䢣
頼
房
（
治
部
少
輔
）
䢣
頼
之
（
近
江
守
） 

䢳 

䢱
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢭
䢷 

䢵
頼
高
䣁
高
房
䢣
武
房
（
菊
池
安
太
夫
） 

䢵
義
高
䢭
義
起 

 

菊
池
家
本
の
系
図
末
尾
に
は
「
天
文
廿
一
年
壬
子
十
一
月
被
召
加
供
衆
、
翌
年

二
月
廿
七
日
自
義
輝
公
御
内
書
ヲ
賜
フ
、
子
孫
持
伝
、
京
都
之
儀
連
々
馳
走
之
由

神
妙
、
仍
召
加
供
衆
候
、
量
忠
可
申
也
。
十
一
月
廿
七
日 

義
輝
花
押 

高
倉
治

部
少
輔
殿
」
と
も
添
え
ら
れ
て
お
り
、
菊
池
家
の
先
祖
高
倉
治
部
少
輔
こ
と
高
倉

頼
房
が
室
町
将
軍
義
輝
の
供
衆
と
し
て
仕
え
る
な
ど
武
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

こ
と
を
伝
え
て
い
る
。 

成
田
頼
直
が
「
積
達
館
基
考
」
の
編
さ
ん
に
あ
た
っ
て
岡
部
藩
家
老
菊
池
家
伝

来
の
文
書
ら
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
も
注
目
に
値
す
る
が
、
な
に
よ
り
「
積
達
館

基
考
」
に
よ
っ
て
、
菊
池
家
が
奥
州
畠
山
氏
の
傍
流
に
あ
た
る
高
倉
氏
を
出
自
に

持
ち
、
ま
た
そ
の
初
代
が
安
太
夫
武
房
と
特
定
で
き
た
点
は
大
き
い
３
３

。 

「
積
達
館
基
考
」
で
は
高
倉
武
房
が
継
母
方
の
家
名
を
と
っ
て
菊
池
と
称
し
た

と
あ
る
が
、
そ
の
家
名
を
名
乗
り
始
め
た
の
は
い
つ
頃
な
の
か
考
え
て
み
た
い
。 

結
論
か
ら
言
う
と
、
武
房
が
「
菊
池
」
と
名
乗
り
始
め
た
の
は
江
戸
時
代
前
期

頃
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。 

と
い
う
の
も
、
「
積
達
館
基
考
」
所
収
の
菊
池
家
本
の
高
倉
系
図
で
は
、
武
房

の
祖
父
高
倉
頼
高
を
「
天
正
十
三
年
十
月
八
日
属
義
継
粟
巣
ニ
於
テ
死
」
ん
だ
と

記
し
て
い
る
た
め
で
、
畠
山
義
継
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
天
正
十
三
年
（
一

五
八
五
）
の
伊
達
輝
宗
拉
致
事
件
「
粟
之
巣
の
変
」
に
よ
っ
て
祖
父
が
戦
死
し
た

の
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
か
ら
計
算
し
て
、
頼
高
の
孫
で
あ
る
武
房
が
独
立
し
て
菊
池
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を
名
乗
る
に
は
、
世
代
的
に
み
て
三
～
四
十
年
程
度
下
っ
た
時
期
が
当
て
は
ま
る

も
の
と
推
察
す
る
。 

こ
の
ほ
か
、
「
積
達
館
基
考
」
に
拠
れ
ば
武
房
は
菊
池
安
太
夫
を
称
し
て
「
安

部
摂
津
守
」
に
仕
え
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
接
点
は
安
部
信
盛
が
摂
津
守
に

任
じ
ら
れ
た
元
和
五
年
（
一
六
一
九
）
以
降
で
あ
ろ
う
か
。
安
部
信
盛
が
摂
津
守

を
名
乗
る
の
は
隠
居
し
た
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
ま
で
で
、
そ
の
子
信
之
（
一

六
〇
四
䢣
一
六
八
三
）
は
丹
波
守
で
摂
津
守
に
は
任
官
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、

家
名
の
名
乗
り
と
菊
池
家
の
安
部
家
へ
の
仕
官
時
期
の
下
限
も
自
ず
か
ら
絞
ら
れ

よ
う
。 

菊
池
家
の
初
代
が
武
房
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
の
事
績

に
つ
い
て
も
掘
り
下
げ
て
い
き
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
残
念
な
が
ら
武
房
を
含
め
た

菊
池
家
歴
代
の
動
向
に
つ
い
て
は
寛
政
年
間
の
「
藩
中
家
譜
」
に
武
昭
が
登
場
す

る
ま
で
ほ
と
ん
ど
詳
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。 

そ
う
し
た
状
況
で
は
あ
る
が
、
菊
池
家
歴
代
に
係
る
江
戸
時
代
前
期
の
資
料
が

数
点
な
が
ら
あ
る
た
め
、
後
世
に
裨
益
す
る
と
こ
ろ
を
信
じ
て
掲
載
し
て
お
く
こ

と
と
す
る
。 

一
つ
は
、
安
部
元
真
（
一
五
一
三
䢣
一
五
八
七
）
の
養
子
と
な
っ
て
本
苗
海
野

を
継
ぎ
、
代
々
駿
河
国
安
倍
郡
井
川
（
現
静
岡
県
静
岡
市
）
に
住
し
た
海
野
家
３
４

に
伝
来
し
た
文
書
群
に
含
ま
れ
て
い
る
。 

同
家
に
は
安
部
信
之
（
一
六
〇
四
䢣
一
六
八
三
）
か
ら
送
ら
れ
た
七
通
の
書
状

が
伝
来
し
て
お
り
、
以
下
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
。 

 

【
史
料
六
】
安
部
丹
波
守
信
之
書
状
３
５ 

御
状
殊
羚
羊
皮
■
■
饋
給
忝
存
候
、
其
元
御
無
事
之
由
、
珍
重
存
候
、
此
方

性
都
一
段
無
為
御
座
候
、
猶
又
安
兵
衛
儀
、
則
呼
出
申
候
間
、
是
又
可
御
心

安
候
、
猶
重
而
可
申
達
候
、
恐
惶
謹
言 

 
 

 
 

 
 

 

安
部
丹
波
守 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

信
之
（
花
押
） 

十
二
月
八
日 

海
野
松
山
様 

 
 

 

御
報 

 本
書
状
は
、
宛
先
に
記
さ
れ
た
海
野
松
山
こ
と
海
野
弥
兵
衛
元
重
３
６

が
歿
し
た

の
が
寛
文
五
年
（
一
六
六
五
）
で
あ
る
こ
と
、
本
文
中
に
寛
文
二
年
に
致
仕
し
て

出
家
し
た
安
部
信
盛
の
法
名
「
性
都
」
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
寛
文
二
～
五
年
の
間

の
筆
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
用
向
き
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、

書
状
文
中
に
み
え
る
安
兵
衛
は
姓
を
欠
く
も
の
の
菊
池
安
兵
衛
と
推
察
さ
れ
て
い

る
３
７

。 

【
表
２
】【
表
３
】
に
み
え
る
菊
池
家
歴
代
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
菊
池
家
で
は

家
督
を
継
ぐ
者
が
「
安
太
夫
」「
安
兵
衛
」
を
交
互
に
名
乗
っ
て
お
り
、
ま
た
岡
部

藩
と
の
関
係
性
を
鑑
み
れ
ば
、
藩
主
の
書
状
に
み
え
る
安
兵
衛
が
菊
池
家
の
人
物

で
あ
る
可
能
性
は
大
い
に
あ
る
。 

こ
の
ほ
か
、
今
一
つ
参
考
と
な
る
同
時
期
の
資
料
を
挙
げ
て
お
く
。
仙
台
藩
士

で
あ
っ
た
大
槻
文
彦
（
一
八
四
七
䢣
一
九
二
八
）
が
、
諸
資
料
を
基
に
寛
文
年
間

に
仙
台
藩
で
発
生
し
た
「
伊
達
騒
動
」
の
実
相
に
つ
い
て
明
ら
か
と
し
た
『
伊
達

騒
動
実
録
３
８

』
が
そ
れ
で
あ
る
。 
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以
下
は
、
同
著
第
三
十
五
篇
、
寛
文
七
年
（
一
六
六
七
）
四
月
二
十
二
日
、
仙

台
目
付
と
し
て
仙
台
に
下
向
し
た
幕
臣
神
尾
若
狭
守
元
珍
（
元
鎮
）
、
安
部
主
膳
正

信
秀
の
両
使
を
仙
台
藩
に
て
饗
応
し
た
際
の
記
述
で
あ
る
。 

 

【
史
料
七
】
『
伊
達
騒
動
実
録
』
第
三
十
五
篇 

御
目
付
衆
、
御
下
向
之
事
、
並
伊
東
采
女
、
座
席
品
相
違
之
事
、 

寛
文
七
年
、
四
月
十
三
日
、
仙
台
為
御
目
付
、
左
之
御
両
人
、
御
下
向
被
成
、

同
年
十
二
月
十
二
日

（

十

月

十

三

日

）

江
戸
へ
御
登
、 

神
尾
若
狭
守
殿 

御
家
来

澤
村
甚
兵
衛 

原
田
又
右
衛
門 

御
馳
走
人

中
津
川
太
左
衛
門

松
坂
甚
左
衛
門 

阿

部

（
安
部
）

主
膳
正
殿 

御
家
来

菊
池
安
太
夫 

吉
村
藤
右
衛
門 

御
馳
走
人

増
田
伝
右
衛
門

矢

野

内

記  

右
御
両
人
、
御
下
着
以
後
、
於
御
城
御
饗
応
有
リ
（
後
略
） 

 

安
部
信
秀
は
安
部
信
盛
の
五
男
と
し
て
生
ま
れ
、
寛
文
二
年
に
は
信
盛
の
嫡
男
・

信
之
か
ら
一
〇
〇
〇
石
の
分
知
を
受
け
、
旗
本
と
し
て
幕
府
に
仕
え
た
人
物
で
あ

る
が
、
こ
こ
で
は
安
部
家
の
分
家
筋
に
あ
た
る
安
部
主
膳
正
信
秀
の
家
臣
と
し
て

菊
池
安
太
夫
の
名
が
登
場
す
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。 

 

い
ま
菊
池
の
名
が
見
え
る
二
つ
の
資
料
を
挙
げ
た
が
、
菊
池
家
の
祖
で
あ
る
武

房
の
通
称
が
「
安
太
夫
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
信
之
書
状
に
登
場
す
る
「
安

兵
衛
」
は
そ
の
息
子
で
あ
ろ
う
か
、
ま
た
分
家
筋
に
仕
え
た
「
安
太
夫
」
を
ど
の

よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
な
ど
、
特
定
し
き
れ
な
い
課
題
が
表
出
す
る
も
の
の
、
武

房
の
出
仕
以
後
、
寛
文
年
間
に
お
け
る
菊
池
家
と
安
部
家
と
の
接
点
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
よ
う
。 

 

「
摂
津
国
御
拝
地
以
来
御
役
人
附
」
を
除
け
ば
、
菊
池
家
が
岡
部
藩
に
仕
え
て

い
た
こ
と
を
確
実
に
示
す
資
料
は
次
に
掲
げ
る
元
禄
十
四
年
（
一
七
〇
一
）
に
書

さ
れ
た
安
部
信
友
（
一
六
三
八
䢣
一
七
〇
一
）
の
遺
言
状
３
９

と
な
る
。 

 

信
友
の
遺
言
状
に
は
次
の
一
文
が
登
場
す
る
。 

 

【
史
料
八
】
安
部
信
友
遺
言
状
（
抄
出
） 

一
、
な
る
事
諸
事
奉
公
ふ
り
能
勤
候
間
、
娘
並
子
共
扴
保
の
た
め
、
似
合
敷
扶

持
方
切
米
等
合
力
可
被
致
候
、
娘
儀
能
々
お
い
立
候
様
に
、
菊
池
安
兵
衛

祝
言
已
後
迄
頼
置
申
候
、
外
に
役
目
は
少
々
被
致
用
捨
御
遣
可
有
候 

 

こ
こ
で
登
場
す
る
「
な
る
」
は
信
友
の
側
室
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、
信
友
の
遺

言
で
は
「
な
る
」
の
一
家
、
と
り
わ
け
「
な
る
」
の
娘
の
婚
姻
以
後
ま
で
の
後
見

人
と
し
て
菊
池
安
兵
衛
が
選
ば
れ
て
い
る
。 

「
摂
津
国
御
拝
地
以
来
御
役
人
附
」
を
み
る
に
、
安
兵
衛
は
元
禄
六
年
に
は
家

老
の
一
人
に
名
を
連
ね
て
お
り
、
本
書
状
で
も
側
室
な
が
ら
藩
主
の
近
親
者
の
後

見
を
直
に
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
菊
池
家
は
こ
の
安
兵
衛
の
時
代
、
元
禄

年
間
よ
り
少
し
遡
る
こ
ろ
ま
で
に
は
岡
部
藩
内
に
お
け
る
確
固
た
る
基
盤
を
確
立

す
る
に
至
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。 

わ
ず
か
に
三
点
の
資
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
ま
で
元
禄
年
間
ま
で
の
菊
池

家
と
安
部
家
、
岡
部
藩
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い
て
追
っ
て
み
た
。
み
て
き
た
と
お

り
、
菊
池
家
歴
代
の
細
か
な
事
績
が
判
然
と
し
な
い
こ
と
は
も
と
よ
り
、
武
房
以

外
は
そ
の
諱
名
さ
え
も
不
明
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。 
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続
け
て
享
保
年
間
か
ら
武
昭
ま
で
の
菊
池
家
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
と
す
る

が
、
こ
の
間
に
存
在
す
る
菊
池
安
太
夫
、
安
兵
衛
の
二
名
に
つ
い
て
も
残
念
な
が

ら
そ
の
事
績
は
ほ
ぼ
分
か
ら
な
い
。 

し
か
し
、
幸
い
な
こ
と
に
両
名
に
つ
い
て
は
諱
名
と
生
年
だ
け
は
明
ら
か
に
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。 

  

【
史
料
九
】
「
信
復
聞
書
４
０

」
第
一
冊 

武
州
榛
沢
郡
岡
部 

 
 

 

安
部
丹
波
守
殿
家
中 

 
 

 
 

当
時
隠
居
料
五
十
石 

俗
名
安
大
夫 

辛
卯 

 

安
兵
衛
父 

菊
池
兎
睡 

八
十
九
歳 

 
 

 
 

 

武
真 

 
 

 

家
老
三
百
石 

辛
卯 

 
 

 
 

 

菊
池
安
兵
衛 

六
十
二
歳 

 
 

 
 

 

武
村 

 
 

 

用
人 

 
 

 

安
兵
衛
せ
か
れ 

辛
卯 

 
 

 
 

 

菊
池
安
大
夫 

二
十
五
歳 
 

 
 

 
 

武
昭 

 【
史
料
九
】
は
、
「
信
復
聞
書
」
と
い
う
番
外
含
め
て
十
九
冊
か
ら
な
る
資
料

に
所
収
さ
れ
た
岡
部
藩
家
老
菊
池
家
三
代
を
記
し
た
箇
所
で
あ
る
。 

筆
者
は
柳
沢
吉
保
の
孫
・
信
鴻
（
一
七
二
四
䢣
一
七
九
二
）
の
次
男
で
あ
る
柳

沢
信
復
（
一
七
四
七
䢣
一
八
二
二
）
。
異
母
弟
で
あ
る
保
光
（
一
七
五
三
䢣
一
八

一
七
）
が
家
督
を
継
ぎ
、
信
復
は
大
和
郡
山
の
国
元
で
人
生
を
送
っ
た
が
、
父
信

鴻
と
同
じ
く
大
変
な
文
化
人
と
し
て
知
ら
れ
、
か
つ
筆
ま
め
な
人
物
で
あ
っ
た
。 

「
信
復
聞
書
」
は
明
和
二
年
（
一
七
六
五
）
か
ら
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
ま

で
の
五
十
数
年
間
に
渡
っ
て
信
復
が
書
き
連
ね
た
人
名
録
で
、
自
身
が
気
に
留
め

た
、
あ
る
い
は
耳
に
入
っ
た
膨
大
な
人
物
た
ち
に
つ
い
て
古
今
東
西
、
社
会
各
層

に
拘
る
こ
と
な
く
出
自
や
出
仕
先
、
時
に
略
歴
等
を
書
き
留
め
て
い
る
。 

同
書
中
に
は
全
国
の
大
名
家
の
家
臣
も
多
数
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
が
、
岡
部

藩
家
中
と
し
て
唯
一
登
場
す
る
の
が
【
史
料
九
】
に
掲
げ
た
、
当
時
の
岡
部
藩
家

老
菊
池
安
兵
衛
武
村
、
そ
の
父

安
太
夫
武
真
（
兎
睡
４
１

）
、
そ
し

て
子
の
安
太
夫
武
昭
の
三
名
で

あ
る
。
当
時
の
岡
部
藩
主
安
部

丹
波
守
は
信
允
が
該
当
す
る
。 

史
料
内
に
み
え
る
「
辛
卯
」

の
干
支
は
第
一
冊
目
が
載
録
す

る
明
和
二
年
か
ら
八
年
ま
で
の

期
間
の
う
ち
、
最
後
の
明
和
八

年
（
一
七
七
一
）
に
あ
た
り
、

そ
こ
か
ら
【
表
２
】
に
登
場
す

る
菊
池
家
と
【
史
料
九
】
の
菊

池
家
三
代
と
を
対
照
さ
せ
て
い

く
と
、
享
保
十
三
年
か
ら
宝
暦

二
年
に
渡
っ
て
家
老
を
勤
め
た

「
安
太
夫
」
が
菊
池
武
真
、
宝

諱名 通称 生没年 岡部藩職 

／禄高 

（不明） 安兵衛 不詳 家老 

武真 安太夫 1683-1771 以後 家老 

武村 安兵衛 1710-1771 以後 家老/300 石 

武昭 安太夫 1747-1807 家老/300 石 

武貞 安兵衛 1766-1834 家老/300 石 

武懿 安太夫 1801-1838 以後 家老/300 石 

武珍 慕 1830-1872 以後 給人/70 石 

【表２】【表３】にみえる菊池家歴代概略 
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暦
三
年
か
ら
少
な
く
と
も
安
永
三
年
ま
で
家
老
を
勤
め
た
「
安
兵
衛
」
が
菊
池
武

村
と
な
る
。 

安
部
家
と
柳
沢
家
は
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
安
部
信
允
の
娘
・
武
子
が

柳
沢
信
鴻
の
子
・
里
之
（
越
後
三
日
市
藩
主 

一
七
五
八
䢣
一
八
〇
四
）
に
嫁
い

だ
こ
と
で
縁
戚
、
両
敬
の
間
柄
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
縁
に
通
じ
る
背
景
が

両
家
の
婚
姻
に
先
ん
じ
る
こ
と
十
数
年
前
か
ら
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
菊
池
家

三
代
に
何
か
信
復
の
琴
線
に
触
れ
る
事
績
が
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
名
が
「
聞
書
」

に
書
き
留
め
ら
れ
た
正
確
な
理
由
は
分
か
り
か
ね
る
も
の
の
、
岡
部
藩
の
家
老
菊

池
家
の
名
が
当
時
遠
く
大
和
国
ま
で
聞
こ
え
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。 

さ
て
、
こ
こ
ま
で
菊
池
家
に
つ
い
て
、
出
自
か
ら
家
名
の
起
こ
り
、
武
昭
に
至

る
ま
で
の
歴
代
に
つ
い
て
み
て
き
た
。
江
戸
時
代
中
期
ま
で
は
残
念
な
が
ら
点
々

と
情
報
が
残
る
の
み
で
そ
の
具
体
的
な
事
績
に
つ
い
て
明
ら
か
と
な
る
と
こ
ろ
は

乏
し
い
４
２

。 

た
だ
、
次
代
の
菊
池
武
昭
以
後
は
、
残
存
す
る
「
藩
中
家
譜
」
か
ら
あ
る
程
度

ま
と
ま
っ
た
形
で
当
人
の
事
績
を
辿
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

 

三 

家
老
・
菊
池
武
昭
に
つ
い
て 

 

本
章
で
紹
介
す
る
菊
池
武
昭
は
、
菊
池
家
歴
代
の
な
か
で
子
の
武
貞
と
並
ん
で

生
歿
年
が
判
明
し
て
い
る
。
そ
の
生
年
は
延
享
四
年
（
一
七
四
七
）
、
歿
年
は
文
化

四
年
（
一
八
〇
七
）
で
あ
り
、
安
部
信
允
、
信
亨
ら
岡
部
藩
に
お
い
て
文
化
華
や

か
な
り
し
時
代
の
藩
主
の
傍
で
長
期
に
渡
り
家
老
を
勤
め
て
い
た
。 

前
掲
の
「
信
復
聞
書
」
よ
り
、
武
昭
は
二
十
六
歳
時
点
で
御
用
人
に
就
い
て
い

た
こ
と
が
分
か
る
一
方
、
そ
の
前
半
生
に
つ
い
て
は
資
料
が
乏
し
い
。
そ
う
し
た

な
か
ま
と
ま
っ
た
形
で
残
る
の
が
「
藩
中
家
譜
」
で
は
あ
る
の
だ
が
、
同
資
料
も

第
一
、
二
冊
を
欠
い
て
い
る
た
め
、
現
在
武
昭
の
足
跡
が
辿
れ
る
の
は
寛
政
二
年

（
一
七
九
〇
）
か
ら
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
ま
で
、
四
十
四
歳
か
ら
六
十
一
歳

ま
で
の
後
半
生
、
十
八
年
分
の
事
績
と
な
る
。 

「
藩
中
家
譜
」
で
は
第
三
、
四
、
五
、
六
冊
の
四
冊
に
渡
っ
て
武
昭
の
事
績
を

留
め
る
が
、
ま
ず
は
第
三
冊
か
ら
武
昭
の
花
押
と
用
印
を
掲
載
、
次
い
で
、
そ
の

生
涯
の
概
略
が
分
か
る
、「
藩
中
家
譜
」
第
六
冊
の
事
績
書
上
げ
末
尾
部
分
を
挙
げ

て
お
く
。 

 

      

【
史
料
十
】
「
藩
中
家
譜
」
第
六
冊 

菊
池
武
昭 

一
、
被
召
出
候
而
当
卯
年
迄
五
十
一
ヶ
年
相
勤
、
当 

 
 

職
三
十
ヶ
年
相
勤
申
候 

 

右
之
通
御
座
候
以
上 

 
 

 
 

 

文
化
四
丁
卯
年
十
一
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

菊
池
安
太
夫
武
昭 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

右
者
、
父
安
太
夫
武
昭
文
化
四
丁
卯
年
十
月
中
迄
相
勤
候
之
処
、 

同
十
一
月
二
日
病
死
仕
候
ニ
付
勤
書
認
、
私
ヨ
リ
差
出
置
申
候
、
以
上 

 
 

 
文
化
六
年
己
巳
年
十
二
月 

菊
池
安
兵
衛
武
貞
㊞
（
花
押
） 

御
家
老
職 

髙
三
百
石 

十
人
扶
持 

卯
六
十
一
歳 

【
菊
池
武
昭
署
名
】 

 
 

 
 

 

【
用
印
「
武
昭
」
】
【
花
押
】 
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【
史
料
十
】
の
署
名
後
ろ
に
あ
る
注
記
を
見
て
分
か
る
と
お
り
、
第
六
冊
の
武

昭
事
績
は
武
昭
本
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
書
上
げ
提
出
ま
で
に
病
死
し
た
父
に

代
わ
っ
て
息
子
武
貞
が
執
筆
４
３

し
て
い
る
。 

こ
の
武
貞
の
代
筆
に
よ
っ
て
武
昭
の
生
涯
の
キ
ャ
リ
ア
の
概
略
を
追
う
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
武
昭
は
そ
の
六
十
一
年
間
の
人
生

に
お
い
て
、
岡
部
藩
へ
の
奉
職
五
十
一
年
の
長
き
に
渡
り
、
そ
の
出
仕
は
宝
暦
七

年
（
一
七
五
七
）
十
一
歳
の
時
に
ま
で
遡
る
。
特
筆
す
べ
き
は
安
永
七
年
（
一
七

七
八
）
の
家
老
就
任
以
後
、
出
仕
期
間
の
半
分
以
上
に
あ
た
る
三
十
年
間
を
同
職

で
勤
め
た
こ
と
で
、
こ
れ
だ
け
で
も
当
時
に
あ
っ
て
藩
政
を
支
え
続
け
た
重
臣
の

地
位
に
い
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ
う
。 

 

武
昭
の
事
績
書
上
げ
が
残
る
寛
政
二
年
以
後
の
岡
部
藩
の
状
況
は
、
藩
主
に
安

部
信
亨
が
い
た
ほ
か
、
天
明
二
年
（
一
七
八
二
）
に
信
亨
に
家
督
を
譲
っ
て
隠
居

し
た
大
殿
の
信
允
（
法
名
：
法
雲
）
が
存
命
で
あ
り
、
寛
政
二
年
九
月
に
は
信
亨

の
子
、
後
の
藩
主
・
信
操
（
一
七
九
〇
䢣
一
八
二
五
）
が
誕
生
し
て
い
る
。
ま
た

当
主
の
信
亨
が
寛
政
七
年
か
ら
文
化
元
年
に
か
け
て
大
坂
定
番
と
し
て
十
年
に
渡

っ
て
在
坂
す
る
な
ど
、
藩
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
大
き
な
変
化
が
あ
っ
た
時
期
で

あ
る
。 

 

武
昭
と
同
時
期
の
家
老
と
し
て
は
、
前
掲
の
中
村
源
五
右
衛
門
勝
封
（
禄
高
一

五
〇
石
）
が
い
た
ほ
か
、
寛
政
二
年
ま
で
は
馬
場
兵
右
衛
門
正
武
（
禄
高
一
三
〇

石
）
、
次
い
で
寛
政
四
年
か
ら
小
林
五
郎
太
夫
安
能
（
禄
高
一
七
〇
石
）
が
加
わ
る

な
ど
し
て
、
三
名
体
制
で
藩
政
を
取
り
し
き
っ
て
い
た
。 

 （
一
）
「
藩
中
家
譜
」
に
み
る
菊
池
武
昭
の
事
績
～
藩
政
へ
の
関
与 

い
ま
「
藩
中
家
譜
」
が
伝
え
る
寛
政
二
年
か
ら
文
化
四
年
ま
で
の
後
半
生
を
中

心
に
、
ほ
か
県
立
文
書
館
収
蔵
の
岡
部
藩
関
係
文
書
群
か
ら
補
足
で
き
る
事
績
を

付
け
加
え
て
、
【
菊
池
武
昭
後
半
生
年
譜
稿
】
と
し
て
本
文
末
に
掲
載
し
た
。 

紙
面
の
都
合
か
ら
そ
の
事
蹟
を
逐
一
追
う
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、
子
細
は
年

譜
稿
を
参
照
願
い
た
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
な
か
か
ら
「
藩
政
に
お
け
る
活
動
」

「
藩
主
と
の
関
係
」
の
二
点
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
て
取
り
あ
げ
て
い
き
た
い
。 

第
一
に
武
昭
の
藩
政
に
お
け
る
活
動
事
績
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
と
す
る
が
、

ま
ず
掲
げ
る
べ
き
事
項
と
し
て
藩
主
の
大
坂
勤
番
へ
の
同
行
が
挙
げ
ら
れ
る
。
武

昭
は
、
藩
主
安
部
信
亨
の
大
坂
城
京
橋
口
定
番
就
任
に
伴
い
、
寛
政
七
年
（
一
七

九
五
）
か
ら
文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）
ま
で
の
十
年
間
、
晩
年
な
が
ら
に
藩
主
に

同
行
し
て
大
坂
で
の
勤
務
に
就
い
て
い
る
。 

在
坂
中
、
家
老
と
し
て
武
昭
が
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
の
か
に
つ
い
て
、「
藩

中
家
譜
」
内
で
は
、
わ
ず
か
に
大
坂
城
代
の
江
戸
参
府
に
伴
う
留
守
を
預
か
る
定

番
大
名
の
家
老
と
し
て
万
事
滞
り
な
き
よ
う
勤
め
て
い
た
こ
と
が
複
数
回
４
４

に

渡
り
記
さ
れ
る
に
留
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
詳
細
は
判
然
と
し
な
い
。 

た
だ
、
大
坂
勤
番
の
う
ち
、
一
年
限
り
の
勤
務
で
あ
る
加
番
と
は
異
な
り
、
定

番
は
就
任
期
間
も
不
定
で
、
藩
主
、
藩
士
と
も
妻
子
同
行
の
う
え
で
十
年
近
く
の

在
坂
と
な
る
た
め
、
定
番
と
な
っ
た
藩
主
に
近
侍
し
て
長
期
間
大
坂
で
職
務
の
輔

弼
に
あ
た
っ
た
家
老
の
重
要
性
は
い
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
か
つ
、
岡
部

藩
で
は
大
坂
勤
番
時
に
は
本
来
家
老
二
人
体
制
で
在
坂
す
る
と
こ
ろ
、
寛
政
年
間

の
信
亨
定
番
時
に
は
菊
池
武
昭
一
人
で
の
同
行
と
さ
れ
、
そ
の
職
責
は
な
お
の
こ

と
重
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
後
述
）
。 

な
お
、
武
昭
の
大
坂
勤
番
に
伴
う
在
坂
は
寛
政
年
間
の
定
番
就
任
時
が
初
め
て

で
は
な
く
、
安
部
信
亨
と
も
親
交
の
あ
っ
た
大
坂
の
商
人
木
村
蒹
葭
堂
（
一
七
三
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六
䢣
一
八
〇
二
）
の
日
記
４
５

に
そ
の
名
が
留
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
天
明
六

年
（
一
七
八
六
）
か
ら
同
七
年
に
か
け
て
信
亨
が
大
坂
城
加
番
を
勤
め
た
際
に
も

同
行
し
て
上
坂
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。 

武
昭
は
少
な
く
と
も
信
亨
が
藩
主
の
時
代
に
二
度
に
渡
っ
て
大
坂
勤
務
を
経
験

し
て
い
た
が
、
ほ
か
に
先
代
藩
主
信
允
に
よ
る
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
か
ら
天

明
元
年
（
一
七
八
一
）
ま
で
の
定
番
勤
務
時
に
も
同
行
し
て
在
坂
し
て
い
た
可
能

性
は
あ
る
。
こ
ち
ら
は
現
時
点
で
は
資
料
が
見
い
だ
せ
な
い
た
め
そ
の
指
摘
の
み

に
留
め
て
お
く
が
、
信
允
の
定
番
就
任
期
間
中
は
、
武
昭
が
御
用
人
か
ら
家
老
へ

と
昇
任
（
安
永
七
年
）
し
て
い
た
時
期
で
も
あ
り
、
藩
の
要
職
に
あ
っ
た
武
昭
が

藩
主
の
在
坂
に
同
行
し
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

岡
部
藩
の
大
坂
勤
番
と
家
老
を
巡
っ
て
は
、
安
部
信
亨
以
後
定
番
に
就
い
た
藩

主
が
出
な
か
っ
た
た
め
、
寛
政
年
間
の
武
昭
の
同
行
を
も
っ
て
家
老
に
よ
る
定
番

勤
務
は
最
後
と
な
り
、
以
後
、
家
老
の
在
坂
は
藩
主
の
加
番
就
任
時
に
限
ら
れ
た
。 

武
昭
以
後
は
、
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
安
部
信
任
（
一
八
〇
九
䢣
一
八
二

八
）
加
番
就
任
時
に
武
昭
の
息
子
武
貞
、
天
保
十
三
年
（
一
八
四
二
）
の
安
部
信

古
（
一
八
一
五
䢣
一
八
四
二
）
の
時
に
は
朝
倉
貴
恭
が
同
行
し
た
こ
と
が
そ
れ
ぞ

れ
の
「
藩
中
家
譜
」
の
書
上
げ
に
み
え
て
い
る
。 

大
坂
勤
番
同
行
に
よ
る
在
坂
勤
務
の
ほ
か
、
家
老
菊
池
武
昭
と
藩
政
を
巡
っ
て

は
、
上
方
銀
主
と
の
交
渉
を
中
心
と
し
た
藩
財
政
へ
の
関
与
が
目
立
っ
て
い
る
。 

「
藩
中
家
譜
」
で
は
武
昭
が
複
数
回
に
わ
た
り
、
上
方
、
恐
ら
く
大
坂
の
銀
主

に
対
し
て
勝
手
向
の
た
め
の
調
達
金
に
つ
い
て
交
渉
に
臨
ん
で
い
た
こ
と
が
記
さ

れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
窮
乏
す
る
藩
財
政
の
切
り
盛
り
に
も
奔
走
し
て
い

た
よ
う
で
、
そ
れ
ら
の
働
き
に
対
し
て
藩
主
信
亨
か
ら
は
直
々
に
労
い
と
と
も
に

下
賜
品
が
下
さ
れ
て
い
る
。 

 

【
史
料
十
一
】
寛
政
二
年
八
月
九
日
条 

「
藩
中
家
譜
」
第
三
冊 

一
、
同
八
月
九
日
上
方
銀
主
申
談
御
用
被 

仰
付
罷
登
り
候
、
出
立
前
単
御
羽

織
被
下
置
候 

 

【
史
料
十
二
】
寛
政
四
年
一
月
八
日
条 

「
藩
中
家
譜
」
第
三
冊 

一
、
寛
政
四
壬
子
正
月
八
日
、
後
藤
清
乗
作
御
小
道
具
大
小
分
被
下
置
候 

 
 

 
 

御
意 

 
 

 
 

 
 

勝
手
向
一
人
ニ
而
相
勤
、
旧
冬
領
分
損
耗
有
之
家
中
手
当
も
如
何

と
存
事
処
、
無
滞
相
済
満
足
ニ
候
存
寄
有
之
候
得
共
、
可
断
申
候

ニ
付
、
此
品
相
贈
候
。 

 

こ
れ
ら
か
ら
は
岡
部
藩
の
藩
財
政
が
寛
政
年
間
に
は
既
に
借
銀
に
頼
る
状
況
で

あ
っ
た
こ
と
を
知
り
え
る
が
、
そ
の
用
立
て
は
家
老
に
限
ら
ず
藩
家
中
を
挙
げ
て

行
わ
れ
て
い
た
。 

武
昭
と
同
時
期
に
家
老
を
勤
め
た
小
林
安
能
な
ど
は
、
家
老
職
に
補
さ
れ
る
以

前
の
御
用
人
席
時
代
か
ら
「
摂
丹
御
郡
代
銀
主
掛
」
と
し
て
上
方
銀
主
と
の
調
達

金
折
衝
、
領
内
で
の
頼
母
子
講
取
り
立
て
な
ど
の
金
策
に
あ
た
っ
て
お
り
、
同
じ

く
馬
場
正
矩
も
家
老
以
前
の
御
用
人
・
武
上
三
州
郡
代
を
兼
帯
し
て
い
た
時
期
か

ら
金
策
に
奔
走
し
て
い
た
こ
と
が
「
藩
中
家
譜
」
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。 

こ
う
し
た
大
坂
銀
主
と
武
昭
の
交
渉
の
内
実
が
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
不
明
だ
が
、

息
子
武
貞
、
孫
武
懿
の
家
老
時
代
の
大
坂
銀
主
と
の
談
判
か
ら
当
時
の
交
渉
内
容

が
類
推
で
き
る
。 

「
藩
中
家
譜
」
の
武
貞
の
書
上
げ
に
よ
れ
ば
、
武
貞
は
銀
主
か
ら
二
度
に
渡
っ
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て
借
銀
を
行
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
〇
両
、
三
〇
〇
〇
両
を
手
配
４
６

、
次

代
の
武
懿
も
銀
主
と
談
判
の
う
え
で
同
程
度
の
額
の
借
銀
調
達
を
し
て
い
る
。
こ

れ
に
加
え
、
武
懿
の
時
代
に
は
借
り
て
き
た
借
銀
の
返
済
を
踏
み
倒
し
た
う
え
、

よ
り
金
利
の
安
い
銀
主
か
ら
の
調
達
に
切
り
替
え
る
な
ど
、
か
な
り
強
硬
な
金
策

を
執
る
に
至
っ
て
い
る
４
７

。 

武
昭
の
時
代
に
借
銀
の
踏
み
倒
し
ま
で
行
っ
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
子

孫
の
事
例
か
ら
察
す
る
に
、
武
昭
も
上
坂
の
折
に
は
千
両
単
位
の
借
銀
の
折
衝
を

ま
と
め
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

武
昭
の
息
子
武
貞
は
「
藩
中
家
譜
」
に
出
仕
時
点
か
ら
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
が
、
借
銀
の
事
績
を
書
き
上
げ
る
よ
う
に
な
る
の
は
家
老
時
代
か
ら
で
、
そ
れ

以
前
の
御
用
人
時
代
に
は
銀
主
と
の
折
衝
を
事
績
に
残
し
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

武
昭
の
場
合
も
調
達
金
の
手
配
等
の
た
め
に
銀
主
と
の
談
判
に
赴
く
よ
う
に
な
っ

た
の
は
家
老
時
代
か
ら
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
の
役
廻
り
も
、
他
藩
の
事
例
な
ど
を

み
る
に
家
老
就
任
以
前
か
ら
銀
談
に
携
わ
っ
て
い
た
前
掲
小
林
、
馬
場
ら
の
実
務

派
上
が
り
の
家
老
達
と
は
異
な
り
、
一
か
ら
ま
と
め
よ
う
と
す
る
交
渉
で
は
な
く
、

家
中
の
銀
主
掛
や
大
坂
留
守
居
役
ら
に
よ
る
事
前
の
下
交
渉
を
基
に
家
中
の
重
臣

と
し
て
最
後
の
詰
め
の
交
渉
役
と
し
て
赴
い
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
４
８

。 

以
上
、
二
つ
の
事
績
の
ほ
か
に
、「
藩
中
家
譜
」
以
外
か
ら
も
武
昭
が
藩
政
に
携

わ
っ
た
こ
と
を
示
す
文
書
が
幾
つ
か
県
立
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
の
で
関
連

事
績
と
し
て
あ
わ
せ
て
挙
げ
て
お
く
。 

寛
政
元
年
（
一
七
八
九
）
七
月
、
岡
部
藩
で
は
「
安
家
制
度
４
９

」
と
名
付
け
ら

れ
た
家
中
の
定
め
を
記
し
た
掟
書
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
御
前
ニ
而
之
取
計

伺
書
」「
御
家
中
家
督
其
外
諸
事
御
定
書
」「
御
家
中
御
宛
行
御
定
書
」「
諸
士
席
順

之
事
」
な
ど
十
五
条
に
渡
っ
て
家
中
に
お
け
る
様
々
な
規
則
、
取
り
決
め
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。 

こ
の
掟
書
を
定
め
た
の
は
、
当
時
家
老
で
あ
っ
た
菊
池
武
昭
、
中
村
勝
封
、
馬

場
正
武
の
三
家
老
で
あ
っ
た
。
そ
の
序
文
５
０

に
よ
れ
ば
、
家
老
三
人
で
相
談
の
う

え
、
過
去
の
定
書
の
ほ
か
「
為
後
録
」
等
に
記
録
さ
れ
た
先
例
を
参
照
し
な
が
ら

新
た
な
家
中
制
度
と
し
て
立
て
、
藩
主
信
亨
と
も
諮
っ
た
う
え
で
定
め
た
と
し
て

い
る
。
作
成
に
あ
た
り
、
序
文
で
は
三
人
合
議
の
う
え
と
あ
る
が
、
武
昭
が
家
老

筆
頭
と
し
て
主
導
的
な
立
場
に
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

序
文
で
は
本
定
書
を
以
降
も
改
定
し
て
い
く
べ
き
旨
を
記
し
て
い
る
が
、
そ
の

と
お
り
こ
の
定
書
は
以
後
も
岡
部
藩
家
中
を
支
え
る
規
則
と
し
て
長
ら
く
引
き
継

が
れ
て
い
っ
た
。 

同
資
料
内
に
は
多
数
の
朱
筆
に
よ
る
追
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に

は
天
保
十
二
年
（
一
八
四
〇
）
の
年
記
を
有
す
る
書
き
込
み
も
み
え
、
武
昭
ら
が

作
成
し
た
家
中
の
定
書
が
書
き
継
ぎ
さ
れ
な
が
ら
少
な
く
と
も
五
十
年
間
に
渡
っ

て
運
用
さ
れ
続
け
た
と
い
う
事
実
は
武
昭
の
果
た
し
た
役
割
の
大
き
さ
を
物
語
る

も
の
で
あ
る
。 

な
お
、
武
昭
ら
の
序
文
に
続
け
て
、
文
化
四
年
十
二
月
改
定
時
の
菊
池
安
兵
衛

武
貞
、
鳥
井
仲
右
衛
門
徳
隣
５
１

に
よ
る
序
文
が
付
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
家

督
に
係
る
条
文
の
改
定
を
巡
り
、
不
用
に
な
っ
た
旧
条
文
を
削
除
す
る
の
で
は
な

く
朱
線
引
き
を
施
し
て
残
し
て
お
く
方
針
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
武
昭
ら
が
定
め

た
規
則
が
先
規
と
し
て
尊
重
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
５
２

。 

最
後
に
、
次
節
に
掲
げ
る
藩
主
と
の
関
係
と
も
関
連
す
る
が
、
外
向
き
の
藩
政

の
み
な
ら
ず
、
藩
主
ま
わ
り
に
関
わ
る
内
向
き
の
事
柄
に
も
家
老
の
立
場
で
深
く

携
わ
っ
て
い
た
点
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
。 

「
藩
中
家
譜
」
に
は
以
下
の
藩
主
家
族
の
儀
式
に
携
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
記
録
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さ
れ
て
い
る
。 

 
・
寛
政
六
年
十
一
月
十
八
日 

信
操
の
御
袴
着
の
儀 

 

…
…
…
武
昭
が
腰
当
役
を
勤
め
る
。 

・
寛
政
九
年
十
二
月
十
三
日 

信
亨
女
蓑
姫
の
鉄
醤
初 

…
…
…
武
昭
妻
が
鉄
醤
親
を
勤
め
る
。 

・
文
化
二
年
十
二
月
（
日
付
不
明
） 

 

信
操
元
服
（
御
半
髪
・
御
袖
留
）
…
…
…
武
昭
が
烏
帽
子
親
を
勤
め
る
。 

 

御
袴
着
の
儀
は
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
七
五
三
の
儀
に
あ
た
り
、
男
児
が
五
歳
に

な
っ
た
折
に
袴
を
着
せ
る
祝
い
の
儀
式
で
、
腰
当
役
は
そ
の
場
に
あ
っ
て
男
児
の

肩
衣
・
袴
着
用
の
介
添
え
を
行
う
役
柄
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
武
家
に
と
っ
て
重

要
事
で
あ
る
元
服
（
成
人
）
の
儀
式
で
あ
る
御
半
髪
・
御
袖
留
の
儀
、
ま
た
、
女

子
が
初
め
て
お
歯
黒
を
つ
け
る
鉄
醤
始
の
儀
に
お
い
て
武
昭
な
ら
び
に
妻
が
烏
帽

子
親
、
鉄
醤
親
を
そ
れ
ぞ
れ
勤
め
て
い
る
意
義
は
大
き
く
、
加
冠
を
受
け
る
側
・

お
歯
黒
を
施
さ
れ
る
側
と
擬
制
的
な
親
子
関
係
を
結
ん
で
仮
親
と
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
両
役
回
り
の
重
要
性
は
言
わ
ず
も
が
な
、
岡
部
藩
で
は
家
老
職
に
あ
る
も

の
が
そ
れ
ら
の
任
に
あ
た
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。 

こ
の
ほ
か
に
も
、「
藩
中
家
譜
」
に
拠
れ
ば
菊
池
武
貞
も
安
部
信
古
（
一
八
一
五

䢣
一
八
四
二
）
の
烏
帽
子
親
を
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
に
勤
め
、
天
保
十
四
年

（
一
八
四
三
）
に
は
家
老
朝
倉
貴
恭
が
安
部
信
宝
（
一
八
三
九
䢣
一
八
六
三
）
の

御
袴
着
の
儀
で
腰
当
役
を
勤
め
る
な
ど
、
岡
部
藩
で
は
家
老
が
藩
主
の
儀
礼
に
大

き
く
携
わ
っ
て
い
た
。 

武
昭
は
こ
の
ほ
か
に
も
藩
主
安
部
氏
の
「
由
緒
」
に
関
す
る
事
柄
に
も
関
わ
っ

て
い
る
。 

県
立
文
書
館
に
は
複
数
の
安
部
氏
の
系
図
が
収
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
つ
に
「
安

部
氏
系
図
写
５
３

」
が
あ
る
。
同
系
図
写
は
武
昭
の
手
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
が
、

単
な
る
系
図
を
書
き
写
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
次
に
掲
げ
た
武
昭
の
奥
書

が
物
語
っ
て
い
る
。 

 

【
史
料
十
三
】
「
安
部
氏
系
図
」
（
写
） 

菊
池
武
昭
奥
書 

右
御
系
図
本
書
者
信
友
公
御
自
書
也
、
在
岡
部
源
勝
院
之
信
盛
公
御
木
像
之

中
、
天
明
八
戊
申
年
信
亨
公
御
在
邑
之
節
、
初
而
御
拝
見
、
乃
写
之
、
御
本

書
者
復
蔵
源
勝
院
矣
、
寛
政
元
己
酉
歳
四
月
五
日 

奉 

信
亨
公
之
命
写
之 

 
 

 

大
夫
臣
菊
武
昭 

 
 

 
 

 
 

㊞ 

㊞
５
４ 

  

 

天
明
八
年
（
一
七
八
八
）
、
藩
主
で
あ
る
信
亨
が
岡
部
陣
屋
に
在
所
の
折
、
安
部

家
歴
代
の
菩
提
寺
で
あ
る
源
勝
院
に
奉
納
さ
れ
た
先
祖
信
盛
の
尊
像
内
に
安
部
信

友
（
一
六
三
八
䢣
一
七
〇
一
）
自
筆
の
系
図
５
５

を
見
出
し
た
。
系
図
は
信
亨
閲
覧

後
に
は
元
の
通
り
像
内
に
安
置
す
る
べ
く
源
勝
院
に
戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、

藩
主
の
手
元
に
置
い
て
お
く
た
め
の
控
え
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
写

し
の
制
作
が
菊
池
武
昭
の
手
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。 

系
図
と
い
う
藩
主
の
「
由
緒
」
に
関
わ
る
品
に
つ
い
て
、
そ
れ
も
藩
祖
の
木
像

内
か
ら
み
つ
か
っ
た
当
代
藩
主
に
よ
る
自
筆
の
系
図
を
写
す
と
い
う
こ
と
の
意
味

が
ど
れ
ほ
ど
重
い
も
の
で
あ
っ
た
か
は
想
像
に
難
く
な
い
。 

こ
れ
は
、
当
時
四
十
二
歳
で
家
老
の
地
位
に
あ
っ
た
菊
池
武
昭
が
如
何
に
藩
主

信
亨
か
ら
の
信
任
を
受
け
て
い
た
か
を
明
ら
か
と
す
る
資
料
と
い
え
る
。 
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な
お
、
本
系
図
に
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七
）
の
年
記
が
入
っ
た
包
紙
が
付
属

す
る
。
包
紙
に
は
当
時
の
家
老
菊
池
武
貞
の
墨
書
５
６

と
と
も
に
封
印
が
あ
り
、
武

昭
に
よ
る
写
し
で
は
あ
っ
た
も
の
の
歴
代
藩
主
が
関
わ
っ
た
由
緒
あ
る
品
と
し
て

藩
内
で
丁
重
な
扱
い
を
う
け
て
伝
世
し
た
。 

同
様
の
事
例
と
し
て
、
遠
祖
安
部
元
真
（
一
五
一
三
䢣
一
五
八
七
）
が
そ
の
軍

功
に
よ
り
徳
川
家
康
か
ら
拝
領
し
た
判
物
「
山
中
感
状
５
７

」
に
付
属
す
る
包
紙
に

も
、
歴
代
の
家
老
ら
の
手
に
よ
る
封
印
５
８

が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
岡

部
藩
で
は
藩
主
の
「
由
緒
」
に
関
わ
る
品
々
、
な
か
で
も
特
に
重
ん
ぜ
ら
れ
た
品

は
家
老
に
よ
る
厳
重
な
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。 

 

（
二
）
「
藩
中
家
譜
」
に
み
る
菊
池
武
昭
の
事
績
～
藩
主
と
の
関
係 

前
節
で
み
て
き
た
藩
政
へ
の
関
り
で
は
、
武
昭
の
事
績
は
定
番
時
の
大
坂
同
行

を
含
め
て
家
老
の
職
務
と
し
て
他
の
家
老
ら
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
武
昭

唯
一
と
い
っ
た
特
徴
的
な
も
の
は
み
ら
れ
な
い
。
一
方
、
本
節
で
み
る
藩
主
と
の

人
間
関
係
か
ら
は
、
武
昭
個
人
が
際
立
っ
た
地
位
に
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
が

浮
き
彫
り
と
な
る
。 

岡
部
藩
士
は
勤
め
を
果
た
す
な
か
で
、
時
節
の
祝
儀
ほ
か
格
別
の
出
精
等
に
て

多
く
の
褒
賞
を
手
に
し
て
い
る
。
無
論
、
武
昭
も
そ
の
例
に
漏
れ
ず
、
家
老
勤
め

に
対
す
る
功
労
ほ
か
、
時
節
の
祝
儀
な
ど
に
て
多
く
の
品
を
受
領
し
て
い
る
の
だ

が
、
折
に
つ
け
て
当
主
信
亨
、
先
代
当
主
信
允
か
ら
直
々
に
拝
領
し
て
い
る
例
が

目
立
つ
。
金
銭
の
類
は
と
も
か
く
、
下
賜
品
の
内
容
を
み
て
も
、
刀
・
脇
差
の
大

小
を
は
じ
め
、
下
羽
織
、
小
袖
や
裃
の
ほ
か
多
種
多
様
に
渡
っ
て
い
る
。 

し
か
し
、
そ
れ
ら
下
賜
品
の
ほ
か
に
特
記
す
べ
き
が
、
武
昭
が
「
藩
中
家
譜
」

に
添
え
た
藩
主
信
亨
、
先
代
藩
主
信
允
か
ら
の
「
御
意
」
で
あ
る
。 

前
掲
【
史
料
十
二
】
も
御
意
を
示
し
た
記
事
で
あ
る
の
で
あ
わ
せ
て
参
照
願
い

た
い
が
、
こ
こ
で
は
武
昭
が
藩
主
信
亨
の
大
坂
城
京
橋
口
定
番
就
任
に
伴
う
大
坂

随
行
に
際
し
て
藩
主
自
筆
を
も
っ
て
在
坂
中
の
加
増
が
告
げ
ら
れ
た
際
の
記
録
を

挙
げ
て
お
く
。 

 

【
史
料
十
四
】
寛
政
七
年
九
月
十
九
日
条 

「
藩
中
家
譜
」
第
四
冊 

一
、
同
年
九
月
十
九
日 

御
懇
之
御
意
之
上
、
御
自
筆
を
以
、
在
勤
中
十
人
口

被
下
置
候 

 
 

其
方
義
、
自
分
家
督
後
十
年
余
も
勤
、
度
々
勤
功
も
有
之
候
ニ
付
加
増

等
差
遣
度
存
念
に
有
之
候
所
、
時
節
柄
類
焼
等
ニ
而
無
其
義
候
、
此
度

不
存
寄 

御
役
儀
蒙 

仰
、
病
中
も
不
厭
供
申
付
候
而
大
儀
ニ
候
、
此

表
ニ
而
ハ
一
人
勤
、
其
上
御
役
先
物
入
等
多
く
候
事
ニ
存
候
。
右
ニ
付

自
分
当
表
在
勤
中
十
人
口
之
役
扶
持
差
遣
候
、
兼
々
江
戸
表
ニ
而
内
々

申
聞
候
筋
も
有
之
候
得
共
、
自
分
と
て
も
御
役
中
三
千
俵
之
御
役
米
拝

領
之
事
ニ
候
得
者
外
々
江
之
無
遠
慮
申
請
候
様
存
候 

御
城
入
も
無
滞

万
事
首
尾
好
相
済
候
事
ニ
候
得
者
、
祝
儀
与
存
申
請
候
様
ニ
存
候
、
先

達
而
可
申
達
と
存
候
へ
と
も
引
込
中
ニ
候
間
、
此
節
致
出
勤
候
ニ
付
申

達
候 

 
 

 
 

卯
九
月
十
九
日 

 

度
々
勲
功
の
あ
っ
た
武
昭
に
対
し
本
来
で
あ
れ
ば
加
増
に
て
報
い
た
い
と
思
っ

て
い
た
が
出
費
の
増
加
等
を
受
け
て
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
体
調
優
れ

ぬ
な
か
で
の
在
坂
勤
務
と
な
る
こ
と
に
対
し
て
謝
意
を
示
し
つ
つ
、
定
番
就
任
に

よ
る
大
坂
京
橋
口
入
城
の
手
続
き
も
無
事
済
ん
だ
祝
儀
も
兼
ね
、
家
老
一
名
体
制
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で
の
在
坂
勤
務
の
手
当
と
し
て
在
坂
中
の
十
人
口
加
増
を
行
う
、
と
の
意
を
認
め

た
信
亨
自
筆
書
状
の
控
え
で
あ
る
。 

大
坂
勤
番
に
家
老
一
人
で
の
同
行
と
な
る
際
、
十
人
口
の
加
増
が
な
さ
れ
る
の

は
文
化
十
年
、
天
保
十
三
年
の
加
番
同
行
に
際
し
て
も
み
ら
れ
る
が
、
実
は
そ
れ

ら
の
先
例
と
な
っ
た
の
が
寛
政
七
年
の
こ
の
武
昭
へ
の
加
増
で
あ
る
５
９

。
当
時
に

あ
っ
て
異
例
と
も
な
る
厚
遇
は
、
信
亨
に
よ
る
武
昭
へ
の
信
頼
感
、
そ
の
重
用
ぶ

り
を
示
す
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。 

概
し
て
信
亨
と
武
昭
と
の
間
柄
は
親
密
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
く
、
武
昭
の
没

年
に
あ
た
る
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
十
月
、
武
昭
が
病
に
倒
れ
た
際
に
は
医
師

と
見
舞
い
の
使
者
が
送
ら
れ
、
翌
月
そ
の
死
歿
に
際
し
て
は
信
亨
・
信
操
か
ら
前

例
の
な
い
御
高
配
と
し
て
香
典
金
二
〇
〇
疋
の
下
賜
が
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
事
実

を
裏
付
け
て
い
る
６
０

。 

こ
の
ほ
か
、
特
に
藩
主
信
亨
と
武
昭
と
の
関
係
性
の
中
で
指
摘
し
て
お
き
た
い

の
は
唐
物
を
巡
る
贈
答
で
あ
る
。 

信
亨
が
唐
物
愛
好
大
名
で
あ
っ
た
こ
と
は
拙
稿
に
て
言
及
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、

武
昭
は
寛
政
六
年
五
月
三
日
に
信
亨
よ
り
唐
本
の
『
前
後
漢
書
』
及
び
清
人
陸
宙

種
（
生
歿
年
不
詳
）
の
画
軸
を
拝
領
し
て
い
る
６
１

。 

逆
に
、
武
昭
か
ら
藩
主
へ
の
献
上
に
あ
た
っ
て
も
唐
物
が
用
立
て
ら
れ
て
お
り
、

在
坂
時
の
菊
池
家
宅
に
藩
主
信
亨
お
よ
び
嫡
男
信
操
が
赴
い
た
折
に
は
、
武
昭
か

ら
信
亨
へ
唐
物
箱
一
つ
、
信
操
へ
唐
筆
一
箱
（
当
時
清
か
ら
輸
入
さ
れ
て
い
た
水

筆
の
類
と
思
わ
れ
る
）
が
献
上
さ
れ
て
い
る
６
２

。 

「
藩
中
家
譜
」
か
ら
窺
え
る
事
例
は
多
く
は
な
い
が
、
武
昭
に
中
国
文
化
へ
の

理
解
６
３

が
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
こ
れ
ら
の
贈
答
の
背
景
に
は
藩
主
信
亨

と
同
じ
く
少
な
か
ら
ず
唐
物
趣
向
を
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
み
て

よ
い
の
で
は
な
い
か
。
藩
主
信
亨
と
の
間
に
唐
物
を
介
し
た
贈
答
が
行
わ
れ
て
い

た
事
実
を
み
る
に
、
信
亨
の
少
な
か
ら
ざ
る
厚
遇
の
理
由
の
一
端
も
そ
こ
に
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

信
亨
と
武
昭
と
の
関
係
性
に
加
え
、「
藩
中
家
譜
」
で
は
武
昭
が
先
代
の
信
允
と

も
昵
懇
の
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
と
す
る
。 

信
允
が
家
督
を
継
い
だ
の
が
寛
延
三
年
（
一
七
五
〇
）
、
武
昭
が
出
仕
し
た
の
が

宝
暦
七
年
（
一
七
五
七
）
で
あ
る
か
ら
、
藩
士
と
し
て
武
昭
は
長
年
の
勤
め
を
信

允
と
と
も
に
過
ご
し
て
き
た
。
そ
の
間
柄
が
非
常
に
親
密
で
あ
っ
た
こ
と
は
以
下

の
史
料
が
端
的
に
示
し
て
い
よ
う
。 

 

【
史
料
十
五
】
寛
政
七
年
六
月
二
日
条 

「
藩
中
家
譜
」
第
四
冊 

一
、
同
年
六
月
二
日 

 

御
隠
居
様
御
手
自
御
小
サ
刀
被
下
置
候
、
右
ハ
御
七

十
之
御
賀
之
節
者
大
坂
在
勤
中
与
思
召
候
ニ
付
、
此
節
御
餞
別
旁
被
下
置

候
、
出
雲
守
吉
武
作 

 

こ
れ
は
、
寛
政
七
年
に
六
十
八
歳
を
迎
え
る
信
允
が
、
信
亨
の
大
坂
勤
番
に
同

行
し
て
上
坂
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
武
昭
に
対
し
て
、
二
年
後
の
自
身
の
古
希
の

折
に
は
相
見
え
ら
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
慮
っ
た
う
え
で
餞
別
と
し
て
出

雲
守
吉
武
作
の
小
刀
を
下
賜
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。 

た
だ
、
こ
こ
で
の
「
餞
別
」
に
は
、
二
年
後
の
七
十
の
賀
を
前
倒
し
た
祝
儀
と

し
て
の
み
な
ら
ず
、
両
名
の
今
生
の
別
れ
に
備
え
た
形
見
分
け
の
意
味
も
多
分
に

含
ま
れ
て
い
よ
う
。 

実
際
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
五
月
五
日
に
信
允
は
無
事
七
十
歳
を
迎
え
、

在
坂
中
の
武
昭
か
ら
も
祝
儀
の
品
が
献
上
さ
れ
る
な
ど
し
た
も
の
の
、
寛
政
十
年
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十
二
月
五
日
に
は
信
允
大
病
の
報
せ
が
大
坂
に
も
た
ら
さ
れ
、
早
急
に
江
戸
へ
と

出
立
し
た
武
昭
で
あ
っ
た
が
そ
の
死
に
際
に
は
間
に
合
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

や
む
な
く
武
昭
は
江
戸
着
後
に
家
老
と
し
て
信
允
葬
儀
の
差
配
に
加
わ
っ
て
い
る
。 

本
記
事
は
信
允
と
武
昭
の
長
い
君
臣
関
係
の
う
ち
に
培
わ
れ
た
関
係
性
の
深
さ

を
垣
間
見
せ
る
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

信
允
と
武
昭
を
巡
っ
て
は
、
ほ
か
に
武
昭
の
祖
父
武
真
に
触
れ
た
も
の
が
あ
る

の
で
こ
の
機
に
掲
げ
て
お
く
。 

 

【
史
料
十
六
】
寛
政
四
年
八
月
廿
九
日
条 

「
藩
中
家
譜
」
第
三
冊 

一
、
同
八
月
廿
九
日 

御
隠
居
様
ゟ
袷
御
羽
織
被
下
置
候
、 

御
意 

 
 

 

其
方
祖
父
兎
睡
物
好
ニ
而
附
ケ
候
紋
所
、
我
等
も
年
ニ
あ
や
か
り

候
様
附
申
候
、
其
方
も
兎
睡
ニ
あ
や
か
り
候
様
ニ
と
相
贈
候 

 

兎
睡
は
前
掲
「
信
復
聞
書
」
で
も
登
場
し
た
武
昭
の
祖
父
菊
池
武
真
を
指
す
が
、

信
允
か
ら
武
昭
に
下
賜
さ
れ
た
袷
羽
織
に
は
武
真
（
兎
睡
）
が
用
い
た
紋
が
附
さ

れ
て
い
た
。 

紋
所
を
巡
る
背
景
や
信
允
の
意
図
は
掴
み
が
た
い
が
、
武
昭
の
祖
父
武
真
は
信

允
に
と
っ
て
思
い
出
深
い
数
寄
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
そ
の
例
に
あ
や
か
っ
て
と

わ
ざ
わ
ざ
武
真
の
用
い
た
紋
を
配
し
た
袷
羽
織
を
拵
え
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
武

昭
の
み
な
ら
ず
武
真
が
藩
主
と
親
密
な
関
係
性
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
看
取
で
き

る
だ
ろ
う
。 

こ
こ
ま
で
菊
池
武
昭
を
巡
り
、
藩
政
面
な
ら
び
に
藩
主
と
の
関
係
性
の
両
面
か

ら
雑
駁
な
が
ら
幾
つ
か
の
記
録
を
「
藩
中
家
譜
」
か
ら
抄
出
し
て
示
し
て
き
た
。 

お
せ
じ
に
も
全
体
像
を
明
ら
か
と
し
え
た
も
の
で
は
な
い
が
、
採
り
あ
げ
た
幾

つ
か
の
事
例
か
ら
み
て
も
、
武
昭
を
含
め
て
菊
池
家
と
当
代
藩
主
の
間
に
は
極
め

て
良
好
な
関
係
性
が
築
か
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
殊
に
武
昭
は
存
命

当
時
岡
部
藩
に
と
っ
て
重
き
を
置
か
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
も

の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

 

お
わ
り
に 

以
上
、
本
稿
で
は
、
岡
部
藩
家
臣
団
研
究
の
端
緒
と
し
て
、
藩
家
老
に
焦
点
を

当
て
江
戸
時
代
中
後
期
に
家
老
で
あ
っ
た
菊
池
武
昭
の
事
績
に
つ
い
て
言
及
し
て

き
た
。 

前
段
と
し
て
菊
池
武
昭
を
生
ん
だ
菊
池
家
の
出
自
か
ら
安
部
家
と
の
接
点
な
ら

び
に
歴
代
に
つ
い
て
も
触
れ
つ
つ
、
岡
部
藩
に
お
け
る
菊
池
家
の
立
ち
位
置
を
相

対
化
す
る
べ
く
可
能
な
限
り
の
藩
家
老
就
任
者
を
追
っ
て
み
た
が
、
い
ず
れ
も
断

片
的
な
提
示
と
な
っ
た
こ
と
は
承
知
し
な
が
ら
も
特
に
岡
部
藩
内
に
お
け
る
菊
池

家
の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
、
筆
頭
家
老
家
と
し
て
朝
倉
家
と
並
立
す
る
存
在
感
の

大
き
さ
が
明
示
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。 

後
段
で
は
菊
池
武
昭
に
つ
い
て
「
藩
中
家
譜
」
を
中
心
に
そ
の
事
績
を
追
っ
た
。

た
だ
、
現
存
す
る
資
料
か
ら
で
は
前
半
生
を
追
え
ず
に
後
半
生
に
絞
っ
て
の
言
及

と
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の
全
体
像
を
明
ら
か
と
す
る
に
至
れ
な
か

っ
た
が
、
本
稿
で
挙
げ
た
後
半
生
の
断
片
的
な
事
績
の
う
ち
か
ら
も
、
岡
部
藩
家

老
の
職
掌
と
と
も
に
、
武
昭
が
藩
政
に
お
い
て
藩
家
老
と
い
う
枢
要
の
地
位
に
あ

っ
て
多
く
の
働
き
を
こ
な
し
、
ま
た
、
藩
主
安
部
家
の
当
主
ら
と
の
親
密
な
関
係

性
を
構
築
し
て
い
た
点
に
つ
い
て
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
に
明
ら
か
と
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は
な
い
か
。 
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そ
れ
ら
を
み
る
だ
け
で
も
、
菊
池
武
昭
が
江
戸
時
代
中
後
期
の
岡
部
藩
に
と
っ

て
際
立
っ
た
存
在
で
あ
り
、「
安
部
に
も
過
ぎ
た
る
も
の
が
二
つ
あ
る
菊
池
安
兵
衛

と
と
び
焼
の
瓶
」
と
称
さ
れ
る
に
足
る
菊
池
家
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
っ
た
と
言

っ
て
も
差
し
支
え
は
な
い
も
の
と
思
う
。 

本
稿
で
採
り
上
げ
た
「
藩
中
家
譜
」
は
、
藩
士
の
履
歴
書
と
し
て
の
側
面
が
強

く
、
藩
士
ら
の
個
別
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
子
細
に
捉
え
が
た
い
と
こ
ろ
が

あ
る
。
し
か
し
、
本
文
中
に
て
も
述
べ
た
よ
う
に
分
限
帳
と
は
比
較
に
な
ら
な
い

多
く
の
情
報
を
有
し
て
お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
岡
部
藩
士
の
動
向
を
追
う
上
で
の

根
本
的
な
資
料
と
位
置
付
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。 

ま
た
、「
藩
中
家
譜
」
と
と
も
に
本
文
中
に
て
紹
介
し
た
「
為
後
録
」
は
、
主
題

と
し
た
菊
池
武
昭
存
命
期
間
に
該
当
す
る
も
の
が
一
冊
し
か
な
か
っ
た
た
め
に
本

稿
で
参
照
す
る
機
会
に
乏
し
か
っ
た
が
、
家
老
に
よ
る
記
録
を
留
め
た
藩
の
公
的

な
日
記
だ
け
あ
っ
て
藩
士
の
動
向
、
冠
婚
葬
祭
や
年
中
行
事
・
年
中
儀
礼
、
ま
た

藩
政
に
ま
つ
わ
る
記
録
を
多
数
所
収
し
て
い
る
。
岡
部
藩
内
の
動
静
を
知
る
う
え

で
こ
ち
ら
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
資
料
と
い
え
る
も
の
で
あ
る
。 

本
稿
で
も
そ
の
多
く
を
両
資
料
に
依
拠
し
て
お
り
、
岡
部
藩
研
究
を
促
進
さ
せ

る
う
え
で
両
資
料
が
も
つ
有
用
性
に
つ
い
て
は
言
を
俟
た
な
い
。
今
後
こ
れ
ら
を

活
用
し
た
研
究
が
進
む
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

最
後
に
、「
安
部
に
過
ぎ
た
る
」
と
さ
れ
た
世
襲
家
老
家
菊
池
家
の
武
昭
以
後
の

動
向
に
つ
い
て
、
概
要
を
示
し
て
終
え
る
こ
と
と
し
た
い
。 

本
稿
で
も
度
々
そ
の
名
を
挙
げ
て
き
た
が
、
武
昭
の
息
子
武
貞
は
父
と
同
じ
く

家
老
ま
で
の
ぼ
り
、
藩
内
最
高
の
禄
高
三
〇
〇
石
を
拝
す
る
な
ど
し
て
大
い
に
活

躍
し
て
い
た
こ
と
が
「
藩
中
家
譜
」
等
の
諸
資
料
に
は
み
え
て
い
る
。 

武
貞
の
家
老
在
任
期
間
は
父
武
昭
を
上
回
る
三
十
二
年
を
数
え
、
そ
の
事
績
は

父
武
昭
の
跡
を
継
ぐ
に
相
応
し
い
も
の
と
い
え
、
武
昭
と
武
貞
二
代
に
渡
り
藩
の

楚
石
と
な
る
人
物
を
輩
出
し
た
菊
池
家
の
行
く
末
は
安
泰
か
に
み
え
た
。 

し
か
し
、
事
実
は
そ
う
は
な
ら
ず
、
菊
池
家
の
栄
華
は
こ
の
武
貞
ま
で
で
、
世

襲
家
老
家
の
地
位
は
武
貞
の
子
の
武
懿
の
代
で
終
焉
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

武
懿
は
幼
名
「
捨
五
郎
」
を
藩
主
か
ら
直
々
に
賜
る
な
ど
功
臣
菊
池
家
の
次
代

と
し
て
厚
遇
を
受
け
、
父
武
貞
が
歿
し
た
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
に
は
家
督
を

継
い
で
家
老
に
就
任
、
禄
高
も
三
〇
〇
石
に
達
す
る
な
ど
祖
父
・
父
に
続
い
て
盤

石
な
体
制
を
築
く
か
に
み
え
た
。 

し
か
し
、
転
機
が
お
と
ず
れ
た
の
は
、
武
懿
の
家
老
就
任
か
ら
三
年
後
の
天
保

十
二
年
（
一
八
四
一
）
で
、
家
老
菊
池
武
懿
お
よ
び
摂
津
桜
井
谷
陣
屋
代
官
田
淵

栄
次
郎
ら
の
不
正
を
糾
弾
す
る
訴
状
が
大
坂
東
町
奉
行
に
提
出
さ
れ
る
に
及
ん
だ
、

い
わ
ゆ
る
第
一
次
桜
井
谷
騒
動
に
よ
っ
て
武
懿
は
失
脚
し
た
６
４

。
武
懿
に
は
役
儀

御
免
と
隠
居
の
処
分
が
下
り
、
そ
れ
と
と
も
に
江
戸
藩
邸
を
引
き
払
っ
て
半
原
へ

の
居
住
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
の
武
懿
の
失
脚
を
も
っ
て
岡
部
藩
政
の
中
心
か
ら
菊

池
家
は
外
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

そ
の
子
・
慕
（
武
珍
）
が
、
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
に
禄
高
一
五
〇
石
の
給

人
と
な
っ
て
江
戸
藩
邸
勤
め
に
復
し
た
の
も
束
の
間
、
慕
も
ま
た
文
久
二
年
（
一

八
六
二
）
三
月
十
二
日
に
藩
主
の
意
向
に
よ
っ
て
八
十
石
を
召
し
上
げ
ら
れ
、
再

び
半
原
へ
の
異
動
を
命
ぜ
ら
れ
る
に
至
っ
て
い
る
６
５

。 

確
認
で
き
る
範
囲
で
も
六
名
も
の
家
老
を
生
ん
だ
世
襲
家
老
家
菊
池
家
は
、
武

懿
の
失
脚
以
後
、
失
っ
た
家
老
職
へ
の
復
職
は
な
く
、
慕
が
減
ぜ
ら
れ
た
時
の
禄

高
七
十
石
三
人
口
、
御
給
人
の
地
位
で
明
治
時
代
を
迎
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。 

現
在
、
大
正
時
代
に
建
て
ら
れ
た
菊
池
家
の
墓
碑
が
三
河
洞
雲
寺
（
愛
知
県
新

城
市
）
に
遺
さ
れ
て
い
る
。 
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【表１】「藩中家譜」第三冊載録藩士一覧 

家臣名 役職 禄高 家臣名 役職 禄高 家臣名 役職 禄高

71 松浦賢之進高稠 御右筆 高8両3人扶持 36 若森太左衛門久周
御物頭格
御広間勤

高90石3口 1 菊池安大夫武昭 家老職 高300石10人扶持

72 松下専右衛門綱典
御中小性
御広敷番

高金6両3人口 37 渡辺慥五郎重章 御近習見習 80石3人口 2 中村源五右衛門勝封 家老職
150石
役料50石

73 松井常八吉武 御中小性 高金7両2人扶持 38 神谷庄兵衛通虎
御納戸席
御儒者

高100石 3 小林五郎太夫安能 家老職
高150石
足高30石

74 松下専治綱孝
御次番格
書役見習

高金2両1人扶持 39 加藤助右衛門貞友
御給人席
■金御抱屋敷守

高60石3人扶持 4 菊池安兵衛武貞 御側御用人 高50俵3口

75 福嶋小一兵衛朝真
御取次
御従士頭

高110石 40 加藤助八郎貞休 御中小性
金7両
2人口

5 鈴木栄助勝博 御用人役
高100石3口
内10石足高

76 古澤陽右衛門邦宣
御近習
御奥附

高金9両3人口
御役料1人口

41 神谷三左衛門政孝
御中小性
御蔵方

高金8両2人口
御役料銀2枚金
200疋

6 小菅助左衛門清茂 御用人役
高100石
御役中3口

77 古川友之進景由 御近習 高50石3人扶持 42 吉橋丈右衛門茂済
御隠居様御附

御賄役

高12人口

御役扶持1人口
7 水原文太夫徳昆

御用人格摂

丹郡代

高90石3人扶持

御役料12俵

78 福嶋吉三郎朝一 御中小性 金7両2人口 43 吉野九郎治辰直 御納戸 高8両3口 8 石野三左衛門勝房 御元〆役
高60石3人扶持
御役料銀5枚

79 小林幸五郎安俊 御近習席
御鼻紙料金3両
2人口

44 吉村数右衛門貞通 摂丹御代官

高10両3人扶持

御役料5俵
銀主方御役料銀2
枚

9 猪野伊助貞栄 御近習 高40石3口

80 朝倉元之進貴恒 御取次 高300石 45 吉田善右衛門有義 御右筆 高金8両3人扶持 10 岩井順庵閏 御医師
高14口

薬種料金5両

81 朝倉直之進貴興 御取次 高150石 46 吉橋栄五郎茂承
和三郎様御附
御納戸格

高金7両2人口 11 飯嶋直太夫勝祢
御給人
御馬役

高9両3人扶持
御役料銀2枚

82 青木玄寿重喜
御賄次席
御医師

70石3口
御薬料金5両

47 吉田万吾政義
御中小性
書役

高金7両2人口 12 石井太助永孚
御隠居様御
附

御近習

高8人口

83 赤松代八善勝
御給人
御馬役見習

高金7両3口 48 吉村弁蔵景文
御中小性席
御蔵方

金5両2人扶持 13 井上伝右衛門士義
御近習同格
御儒者

高10人扶持

84 青木清左衛門好清 御中小性 金7両2口 49 高橋忠右衛門家能 御留守居
高70石3口

御役料金7両
14 伊原栄次勝則 御近習 高10口

85 斎藤嘉内重武 御使番 高50口3人扶持 50 反町伝蔵政郷 御給人 高9口 15 井上三十郎久敬
御隠居様御
附
御納戸

高7人口

86 坂本嘉平治嘉昌 御賄役
高金9両3人扶持
御役料銀3枚

51 曽田春東朝明 御次番 高金5両2人扶持 16 伊藤久次郎温徳
御隠居様御
附
御近習

高100石
御役中3口

87 斎藤謙輔重制 御納戸同格 高金7両2人扶持 52 中村源太夫勝承
御物頭同格
御側向頭取

高12人扶持 17 井指長左衛門公愷 摂丹御代官

15人扶持

銀主方御役料銀2
枚

88 水野藤九郎克忠 御給人次席 高8口 53 内藤半助元仁 御給人 高40石3口 18 長谷川常左衛門久充
郡奉行
御賄格

高60石3人扶持
御役料米5俵

89 柴山七郎兵衛方直 御物頭 高100石 54 中村文右衛門重直
御中小性同席
奥御勝手役
御台所目付兼帯

高金7両2人口
御役扶持1人口

19 長谷川恒五郎久豊 御代官
高金7両2人扶持
御役料銀2枚

90 志方伝左衛門広高 御使番
高50石3口
御役料銀3枚

55 中野左内喜直 御給人次席 高8人口 20

馬場駿次正矩

※父正武は家老
高130石役高50石

御近習見習 高130石

91 柴山十左衛門方慶 御近習 高9人口 56 中嶋元右衛門保高
御次番席

御台所目付

高金8両3人扶持
御役料銀2枚金

200疋

21 春名銀右衛門利邑
御隠居様御
附

御近習

高金9両3人口
御勝手相勤候御

役料銀1枚

92 志方左仲喜敬 御目付
金7両2口
御役料金3分

57 永田林助勝安
御次番席
御台所目付

高金6両2人扶持
御役料金200疋

22 春名又五郎邑高 御中小性 高金7両2人口

93 望月杢兵衛高文 御元〆武三御郡代兼帯
高70石3口

御役料12俵
58 向作之進長清

御使番席

御留守居添役
高40石3口 23 花村又三郎嘉珎 御給人 高40石3人扶持

94 望月十郎右衛門久雄 御給人 高10口 59 内山平右衛門尹寿 御賄役 高12人扶持 24 西村彦之丞喜重 御物頭 高60石3口

95 望月太兵衛久達 御給人 高8口 60 内山半七郎安充 御納戸役 高金7両2人口 25 丹波左膳正長 御中小性 高金7両2人扶持

96 師岡喜八郎英孝 御近習見習 高80口3人扶持 61 野沢清六正次 御中小性 高金8両2口 26 豊泉丹治正敏
御隠居様御
附

御近習

高120石

97 茂木元七光長
御台所目付
御中小性格

高金7両2人口
御役料金200疋

62 久地楽卯之助軌豊 御近習 高10石 27 鳥井仲右衛門徳成
御給人席
御目付介役

高70石3口

98 鈴木文強彊 御医師 高12口 63 久保田慶八郎勝興 御納戸 高金8両2人扶持 28 大野藤右衛門重好

御隠居様御

附
御納戸

高8両3人口

99 須藤幸太夫正永
御納戸格
岡部御作事方地方見

習

高8人扶持 64 倉光平助義隆 御給人 高10人口 29 小倉五郎兵衛方成 御給人次席 高9石

65 山崎五左衛門英貞
御隠居様御附
御近習

高9両3人扶持 30 小倉伝吾方知 御中小性 金7両2人扶持

66 山本茂左衛門高達
御給人

御作事奉行
高40石3人口 31 織田三郎兵衛延粛 岡部御代官 高13人扶持

67 山本武太郎元吉 御納戸 高金8両2口 32 尾崎甚左衛門昌豊 岡部御代官 高40石3人扶持

68 山崎三十郎元貞 御中小姓 高7両2人扶持 33 橋本八郎正発
三河国御領

分御代官

高9人扶持

御役料銀2枚

69 松本八郎右衛門武久
御近習頭取
御物頭格

高12口 34 岡本与左衛門利季 御給人次席 高金8両2人扶持

70 松本三之丞建旄
御納戸

御供方
高11口 35 岡本与八郎重矩

御中小性次

席
高金3両1人扶持

・「藩中家譜」第三冊より作成。 
・色塗り部分は禄高 100石を超える藩士。 
・載録した人名・役職・禄高は、事績が提 

出された寛政四年十二月時点のものに 
統一している。 
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・【表２】は「摂津国御拝地以来御役人附」を基に作成。 
・【表３】は「藩中家譜」「為後録」「分限帳附録」ならびに「小姓以上分限帳」（慶

応二丙寅年八月）、「御家中分限帳」（慶応四年）を基に作成。 
※【表３】は、上記資料に基づき作成した現時点での家老の一覧表であり、歴

代家老を網羅したものではない。 
※【表３】の網掛け部分は当該年次を記した「藩中家譜」が現存しない、また

は家老が登場しない期間。「藩中家譜」内の書上げから家老就任期間が判明

する場合は、（ ）付きで示した。 
※「為後録」の月番ならびに記事から家老在任中であったことが判明する場 

合には【 】内に収めて補った。 
  ※新城市富岡岡部藩鈴木家文書「分限帳附録」により家老在任時期が判明した 

者は［ ］で示した。 
・寛政元年の＜馬場兵右衛門＞、文化四年の＜鳥井仲右衛門＞は、「安家制度」か 

ら補った。 
・慶応二年、同四年の分限帳から補った者には先頭に※を附した。 

【表２】慶安元年～安永三年までの岡部藩家老一覧 【表３】安永四年以降の岡部藩家老一覧稿 
和暦 西暦 家老１ 家老２ 家老３ 家老４ 家老５

慶安1年 1648 神谷太郎左衛門 河内六左衛門 北嶋弥右衛門

慶安2年 1649 神谷太郎左衛門 河内六左衛門 北嶋弥右衛門

慶安3年 1650 神谷太郎左衛門 河内六左衛門 北嶋弥右衛門

慶安4年 1651 神谷太郎左衛門 河内六左衛門 北嶋弥右衛門

慶安5年/承応1年 1652 神谷太郎左衛門 河内六左衛門 北嶋弥右衛門

承応2年 1653 神谷太郎左衛門 河内六左衛門

承応3年 1654 神谷太郎左衛門 河内六左衛門

承応4年/明暦1年 1655 神谷太郎左衛門 河内六左衛門

明暦2年 1656 神谷太郎左衛門 河内六左衛門

明暦3年 1657 神谷太郎左衛門 河内六左衛門

明暦4年/万治1年 1658 神谷太郎左衛門 河内六左衛門

万治2年 1659 神谷太郎左衛門 河内六左衛門

万治3年 1660 神谷太郎左衛門 河内六左衛門

万治4年/寛文1年 1661 神谷太郎左衛門 河内六左衛門

寛文2年 1662 神谷太郎左衛門 河内六左衛門 神谷助之進

寛文3年 1663 朝倉弥刑部 神谷助之進

寛文4年 1664 朝倉弥刑部 神谷助之進

寛文5年 1665 朝倉弥刑部 神谷助之進

寛文6年 1666 朝倉弥刑部 神谷助之進

寛文7年 1667 朝倉弥刑部 神谷助之進

寛文8年 1668 朝倉弥刑部 神谷助之進

寛文9年 1669 朝倉弥刑部 神谷助之進

寛文10年 1670 朝倉弥刑部 神谷助之進

寛文11年 1671 朝倉弥刑部 手塚伊右衛門 神谷助之進

寛文12年 1672 朝倉弥刑部 手塚伊右衛門 神谷助之進

寛文13年/延宝1年 1673 手塚伊右衛門 神谷助之進

延宝2年 1674 手塚伊右衛門 神谷助之進

延宝3年 1675 神谷助之進

延宝4年 1676 神谷助之進

延宝5年 1677 神谷助之進

延宝6年 1678 朝倉弥刑部 神谷助之進

延宝7年 1679 朝倉弥刑部 神谷助之進

延宝8年 1680 朝倉弥刑部 神谷助之進

延宝9年/天和1年 1681 朝倉弥刑部 福嶋小一左衛門 神谷助之進

天和2年 1682 福嶋小一左衛門 神谷助之進

天和3年 1683 福嶋小一左衛門 神谷助之進

天和4年/貞享1年 1684 福嶋小一左衛門 神谷助之進

貞享2年 1685 小菅小左衛門 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

貞享3年 1686 小菅小左衛門 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

貞享4年 1687 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

貞享5年/元禄1年 1688 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄2年 1689 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄3年 1690 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄4年 1691 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄5年 1692 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄6年 1693 菊池安兵衛 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄7年 1694 菊池安兵衛 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄8年 1695 菊池安兵衛 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄9年 1696 菊池安兵衛 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄10年 1697 菊池安兵衛 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄11年 1698 菊池安兵衛 福嶋小一左衛門 神谷助之進 倉光十郎左衛門

元禄12年 1699 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平

元禄13年 1700 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平

元禄14年 1701 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平

元禄15年 1702 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平

元禄16年 1703 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平

元禄17年/宝永1年 1704 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門

宝永2年 1705 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

宝永3年 1706 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

宝永4年 1707 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

宝永5年 1708 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

宝永6年 1709 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

宝永7年 1710 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

宝永8年/正徳1年 1711 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

正徳2年 1712 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

正徳3年 1713 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

正徳4年 1714 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

正徳5年 1715 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

正徳6年/享保1年 1716 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

享保2年 1717 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

享保3年 1718 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

享保4年 1719 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

享保5年 1720 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

享保6年 1721 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

享保7年 1722 菊池安兵衛 朝倉只之進 鳥井森平 神谷又左衛門 里美竹右衛門

享保8年 1723 菊池安兵衛 飯田孫六 鳥井森平 神谷又左衛門

享保9年 1724 菊池安兵衛 飯田孫六 鳥井森平

享保10年 1725 菊池安兵衛 飯田孫六 鳥井森平

享保11年 1726 菊池安兵衛 飯田孫六 鳥井森平

享保12年 1727 菊池安兵衛 飯田孫六 鳥井森平

享保13年 1728 菊池安兵衛 飯田孫六 鳥井森平 菊池安太夫

享保14年 1729 菊池安兵衛 飯田孫六 鳥井森平 菊池安太夫

享保15年 1730 菊池安兵衛 飯田孫六 鳥井森平 菊池安太夫

享保16年 1731 菊池安兵衛 飯田孫六 鳥井森平 菊池安太夫

享保17年 1732 菊池安兵衛 鳥井森平 菊池安太夫

享保18年 1733 菊池安兵衛 鳥井森平 菊池安太夫

享保19年 1734 菊池安兵衛 鳥井森平 菊池安太夫

享保20年 1735 綱嶋波江 鳥井森平 菊池安太夫

享保21年/元文1年 1736 綱嶋波江 鳥井森平 菊池安太夫

元文2年 1737 神谷助之進 綱嶋波江 鳥井森平 菊池安太夫

元文3年 1738 神谷助之進 綱嶋波江 鳥井森平 菊池安太夫

元文4年 1739 神谷助之進 綱嶋波江 菊池安太夫

元文5年 1740 神谷助之進 綱嶋波江 菊池安太夫

元文6年/寛保1年 1741 神谷助之進 綱嶋波江 菊池安太夫

寛保2年 1742 神谷助之進 綱嶋波江 菊池安太夫

寛保3年 1743 神谷助之進 綱嶋波江 菊池安太夫

寛保4年/延享1年 1744 神谷助之進 綱嶋波江 菊池安太夫

延享2年 1745 神谷助之進 綱嶋波江 菊池安太夫

延享3年 1746 神谷助之進 綱嶋波江 菊池安太夫

延享4年 1747 神谷助之進 柴山七郎左衛門 菊池安太夫

延享5年/寛延1年 1748 神谷助之進 柴山七郎左衛門 菊池安太夫

寛延2年 1749 神谷助之進 柴山七郎左衛門 菊池安太夫

寛延3年 1750 神谷助之進 柴山七郎左衛門 菊池安太夫

寛延4年/宝暦1年 1751 神谷助之進 柴山七郎左衛門 菊池安太夫

宝暦2年 1752 神谷助之進 柴山七郎左衛門 菊池安太夫

宝暦3年 1753 神谷助之進 菊池安兵衛 柴山七郎左衛門

宝暦4年 1754 神谷助之進 菊池安兵衛

宝暦5年 1755 神谷助之進 菊池安兵衛 朝倉只之進

宝暦6年 1756 神谷助之進 菊池安兵衛 朝倉只之進

宝暦7年 1757 菊池安兵衛 朝倉只之進

宝暦8年 1758 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

宝暦9年 1759 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

宝暦10年 1760 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

宝暦11年 1761 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

宝暦12年 1762 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

宝暦13年 1763 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

宝暦14年/明和1年 1764 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

明和2年 1765 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

明和3年 1766 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

明和4年 1767 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

明和5年 1768 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

明和6年 1769 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

明和7年 1770 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

明和8年 1771 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

明和9年/安永1年 1772 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

安永2年 1773 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

安永3年 1774 鳥井治太夫 菊池安兵衛 朝倉只之進

菊池武真

菊池武村

和暦 西暦 家老１ 家老２ 家老３

安永4年 1775

安永5年 1776

安永6年 1777

安永7年 1778 （菊池安太夫）

安永8年 1779 （菊池安太夫）

安永9年 1780 （菊池安太夫）

安永10年/天明1年 1781 （菊池安太夫）

天明2年 1782 （菊池安太夫）

天明3年 1783 （菊池安太夫）

天明4年 1784 （菊池安太夫）

天明5年 1785 （菊池安太夫） （中村源五右衛門）

天明6年 1786 （菊池安太夫） （中村源五右衛門）

天明7年 1787 （菊池安太夫） （中村源五右衛門）

天明8年 1788 （菊池安太夫） （中村源五右衛門） 前歴不明

天明9年/寛政1年 1789 （菊池安太夫） （中村源五右衛門） <馬場兵右衛門>

寛政2年 1790 菊池安太夫 300石 中村源五右衛門 150石 馬場兵右衛門 130石隠居

寛政3年 1791 菊池安太夫 300石 中村源五右衛門 150石

寛政4年 1792 菊池安太夫 300石 中村源五右衛門 150石 小林五郎太夫 150石

寛政5年 1793 菊池安太夫 300石 （中村源五右衛門） 小林五郎太夫 150石

寛政6年 1794 菊池安太夫 300石 （中村源五右衛門）隠居 小林五郎太夫 150石

寛政7年 1795 菊池安太夫 300石 小林五郎太夫 170石

寛政8年 1796 菊池安太夫 300石 小林五郎太夫 170石

寛政9年 1797 菊池安太夫 300石 小林五郎太夫 170石

寛政10年 1798 菊池安太夫 300石 小林五郎太夫 170石

寛政11年 1799 菊池安太夫 300石 小林五郎太夫 170石

寛政12年 1800 菊池安太夫 300石 小林五郎太夫 170石

寛政13年/享和1年 1801 菊池安太夫 300石 【小林五郎太夫】

享和2年 1802 菊池安太夫 300石 【小林五郎太夫】

享和3年 1803 菊池安太夫 300石 菊池安兵衛 120石
【小林五郎太夫】隠居

【朝倉元之進】以後不明

享和4年/文化1年 1804 菊池安太夫 300石 菊池安兵衛 120石

文化2年 1805 菊池安太夫 300石 菊池安兵衛 120石

文化3年 1806 菊池安太夫 300石 菊池安兵衛 120石

文化4年 1807 菊池安太夫 300石歿 菊池安兵衛 300石 <鳥井仲右衛門>前歴不明

文化5年 1808 菊池安兵衛 300石

文化6年 1809 菊池安兵衛 300石

文化7年 1810 菊池安兵衛 300石

文化8年 1811 菊池安兵衛 300石 【鳥井仲右衛門】

文化9年 1812 菊池安兵衛 300石 【鳥井仲右衛門】

文化10年 1813 菊池安兵衛 300石 【鳥井仲右衛門】

文化11年 1814 菊池安兵衛 300石 【鳥井仲右衛門】

文化12年 1815 菊池安兵衛 300石 【鳥井森平】改名

文化13年 1816 馬場兵右衛門 130石 菊池安兵衛 300石 【鳥井森平】死去

文化14年 1817 馬場兵右衛門 130石 菊池安兵衛 300石

文化15年/文政1年 1818 馬場兵右衛門 130石 菊池安兵衛 300石

文政2年 1819 馬場兵右衛門 130石 菊池安兵衛 300石

文政3年 1820 馬場兵右衛門 130石 菊池安兵衛 300石

文政4年 1821 馬場兵右衛門 150石 菊池安兵衛 300石

文政5年 1822 馬場兵右衛門 150石 菊池安兵衛 300石

文政6年 1823 馬場兵右衛門 150石 菊池安兵衛 300石

文政7年 1824 馬場兵右衛門 150石 菊池安兵衛 300石

文政8年 1825 馬場兵右衛門 150石 菊池安兵衛 300石

文政9年 1826 馬場兵右衛門 150石 菊池安兵衛 300石

文政10年 1827 馬場兵右衛門 150石 菊池安兵衛 300石

文政11年 1828 馬場兵右衛門 150石 菊池安兵衛 300石

文政12年 1829 馬場兵右衛門 150石 菊池安兵衛 300石

文政13年/天保1年 1830 （菊池安兵衛）

天保2年 1831 （菊池安兵衛）

天保3年 1832 （菊池安兵衛）

天保4年 1833 （菊池安兵衛）

天保5年 1834 （菊池安兵衛）歿 菊池安太夫 300石

天保6年 1835 【馬場兵右衛門】 菊池安太夫 300石

天保7年 1836 【馬場兵右衛門】 菊池安太夫 300石

天保8年 1837 【馬場兵右衛門】隠居 （朝倉只之進） 菊池安太夫 300石

天保9年 1838 （朝倉只之進） 菊池安太夫 300石

天保10年 1839 朝倉只之進 300石 【菊池安太夫】

天保11年 1840 朝倉只之進 300石 【菊池安太夫】

天保12年 1841 朝倉只之進 300石 【菊池安太夫】失脚

天保13年 1842 福嶋周治 130石 朝倉只之進 300石

天保14年 1843 福嶋周治 130石 朝倉只之進 300石

天保15年/弘化1年 1844 福嶋周治 130石 朝倉只之進 300石

弘化2年 1845 福嶋周治 130石 朝倉只之進 300石

弘化3年 1846 福嶋周治 130石 朝倉只之進 300石

弘化4年 1847 福嶋周治 130石 朝倉只之進 300石

弘化5年/嘉永1年 1848 【福嶋周治】 【朝倉只之進】

嘉永2年 1849 【福嶋周治】 【朝倉只之進】引退

嘉永3年 1850 【福嶋周治】 ※嘉永2年の藩中抗争による

嘉永4年 1851 【福嶋周治】

嘉永5年 1852 【福嶋周治】歿 【朝倉善太夫】昇任

嘉永6年 1853 【朝倉善太夫】

嘉永7年/安政1年 1854 ［朝倉善太夫］

安政2年 1855 ［朝倉只之進］復帰 ［朝倉善太夫］

安政3年 1856 ［朝倉只之進］ ［朝倉善太夫］

安政4年 1857 ［朝倉只之進］ ［朝倉善太夫］

安政5年 1858 【朝倉只之進】 【朝倉善太夫】

安政6年 1859 【朝倉只之進】 【朝倉善太夫】

安政7年/万延1年 1860 【豊泉善左衛門】昇任 ［朝倉只之進］歿 【朝倉只之進】改名

万延2年/文久1年 1861 【豊泉善左衛門】 【朝倉只之進】

文久2年 1862 ※豊泉善左衛門 150石 ［朝倉只之進］

文久3年 1863 ［朝倉只之進］

文久4年/元治1年 1864 ［朝倉只之進］

元治2年/慶応1年 1865 ［朝倉只之進］

慶応2年 1866 ［朝倉只之進］失脚

慶応3年 1867

慶応4年 1868 ※豊泉善左衛門 200石 ※馬場兵右衛門 180石

菊池武昭

菊池武貞

菊池武懿

「藩中家譜」第10冊には

家老が載録されていない。

菊池武懿のみ

天保5～9年

の事績を書き上げる。

中村勝封

馬場正武

小林安能
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…
…
…

？
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…
…
…
…
…
…
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朝倉貴道

豊泉正瞭

…
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…

？

馬場某

馬場正矩は

文化6～文政12年

の事績を書き上げる。
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年号 西暦 年齢 事 績 

・延享 4 年（1747）：菊池安兵衛武村の子として誕生。 
・宝暦 7 年（1757）：11 歳で岡部藩に出仕。 
・明和 8 年（1771）：25 歳時点で御用人として勤務。【信復聞書】 
・安永 7 年（1778）：32 歳で家老就任。 
・天明 6 年（1786）：安部信亨の加番就任に伴い大坂勤務。【蒹葭堂日記】 
・天明 8 年（1788）：3 月に海野弥兵衛信包から献上された安部元真具足を受け取る。【安部家№448】 
・寛政元年（1789）：4 月 5 日、天明 8 年に源勝院の安部信盛木像のなかから発見された安部信友自筆の安部家系図を

安部信亨の命により書写する。【安部家№184-1】〉 
7 月（日付無し）、家老中村勝封・馬場正武とともに家中制度（「安家制度」）を定める。※文化 4
年に家老武昭息武貞・鳥井徳隣により改訂。【池田氏収集№11】〉 

寛政 2 1790 44 ・1 月 7 日：御隠居（信允）より年始の御祝儀として七草。※天明 7 年以来毎年拝領。 
・8 月 9 日：上方銀主との交渉の御用を仰せ付けられ上坂。出立前に単御羽織を拝領。 
・9 月 1 日：信亨御男子（信操）誕生。安三郎と命名されるに付き、菊池父子（安太夫・

安兵衛）の改名について伺う。※改名不要との仰せだが、憚って息子武貞は「真兵衛」

と改名。 
・11 月 3 日、信操が庭（上屋敷か）の稲荷参詣の折、菊池家私宅に立ち寄る。※肴を拝

領 
・11 月 23 日：御隠居（信允）より裏付きの御上下を拝領。※上方への用向きにて度々出

向の功への労い。平生より着用すべき旨承る。 
・12 月 11 日：『晋書』一箱及び白銀三枚を拝領。※上方への用向きにて当年の勝手向（藩

財政）に功あるを以って贈られる。 

寛政 3 1791 45 （記述なし） 

寛政 4 1792 46 ・1 月 8 日：後藤清乗作の御小道具（刀装具）付きの大小を拝領。※勝手向（藩財政）に

つき尽力があったため、また旧冬の損毛にて家中手当も危ぶまれるところ滞りなく済

ませた功を以って贈られる。 
・3 月 16 日：上方御用（銀主交渉か）につき上坂。出立前に羽二重一反拝領。 
・8 月 29 日：御隠居（信允）より袷・羽織拝領。※武昭の祖父兎睡が好んだ紋意匠をあ

しらい、着用するよう御意を賜る。 

寛政 5 1793 47 ・1 月 7 日：小袖一着、白銀七枚拝領。※勝手向（藩財政）にかねてから取り計らいがあ

ったことで昨年暮の振合も宜しく、また本年も上坂あるにつき贈られる。 
・8 月 19 日：上方御用仰せ付けられ、24 日に羽織一着拝領。同月 25 日出立。 
・11 月朔日：上方御用向き滞りなく相済み帰府。 
・12 月 15 日：上方御用向き滞りなく勤めるにつき銀五枚拝領 
・12 月（日付無し）：安三郎（信操）が若殿となるにあたり、名を「休太夫」と改名。 

寛政 6 1794 48 ・1 月 10 日：麹町より出火、類焼あり。 
・3 月 2 日：四谷下屋敷に在住の折、小袖を拝領。 
・5 月 3 日：唐本の『前後漢書』並びに明（※清人）の陸宙種の画の掛物を拝領。 
〈5 月より 8 月：武昭病につき、息武貞が御家老衆御用向取扱方を勤める。【「藩中家譜」

四 菊池武貞】〉 
・8 月 15 日：若殿（信操）から御用人衆の使者があり、名前の一文字「安」を拝領。「安

太夫」への改名を仰せ付けられる。 
・11 月 18 日：若殿（信操）御袴着の儀において御腰当役を勤めた功により、若殿より麻

御上下を拝領。 

寛政 7 1795 49 〈3 月：児玉空々ら空々琴社、春木南湖・十時梅厓ら長島藩士出席の詩会に参加【安部家

№196】〉 
・4 月 14 日：藩主信亨の大坂京橋口定番拝命に伴い、15 日に上方引越しのお供を仰せ付

けられる。金数十両を拝領。 
・6 月 2 日：御隠居（信允）自らより御小サ刀拝領。※信允七十の賀の節（信允は本年 68

歳）には武昭が大坂在勤中と見越し、餞別として下賜される（出雲守吉武作）。 
・6 月 17 日：大坂発駕前に御単羽織を拝領。 
・9 月 19 日：御懇ろの御意の上、信亨自筆をもって大坂在勤中十人口を拝領。※信亨が

家督を継いでより十年余に渡って勲功あるなど、格別の配慮を以って加増する旨、信

亨からの上意あり。 

寛政 8 1796 50 ・3 月 22 日：小袖一着拝領。 
・8 月 15 日：大坂城代の留守中滞りなく勤務が相済んだため、御祝儀として時の御上下

を拝領。 
・12 月 26 日：懇ろの御意につき、裏付きの御上下・銀二枚を拝領。 

【菊池武昭後半生年譜稿】 
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年号 西暦 
武昭 

年齢 
事 績 

寛政 9 1797 51 ・3 月 7 日：信亨・若殿（信操）、大坂の菊池宅へお見え。八丈縞の御召物一着拝領。武

昭の息・武貞（真兵衛）へ郡内縞一反、母・妻へ綿一包ずつ、孫三人へ縮緬御襦袢をく

ださる。信亨へ唐物箱一つ、若殿（信操）へ唐筆一箱ほか献上。 
・3 月晦日：信亨室・蓑姫（信亨娘）、菊池宅へお見え。三つ引御紋付表一反、武貞へ御

袴地一反、武昭妻・武貞妻へ御服紗、母・孫共へ御包物を下さる。蓑姫より郡内縞一

反、そのほかへ御包物等を下さる。信亨室へ花見箪笥、蓑姫へ組硯箱を献上。 
・5 月 5 日：御隠居（信允）七十の年賀に付き、御上下一具、御紋単物一着拝領。武昭母

妻へ御帷子一着ずつ並びに武貞妻、孫共へも下賜品あり。※江戸表より差し上らせた

うえ、下賜される。 
武昭の母 78 歳となるにつき、御祝儀として城内定番屋敷へ召され、信亨より御紋御

単物一着拝領。信允への御祝儀として舞扇子三本、武昭の母妻より寿饅頭を献上。 
・12 月 13 日：信亨四十の年賀につき御祝儀として御紋付表一反拝領。別に内々に裏付

き御上下一具を下される。信亨四十の賀の御祝儀として南京組猪口十ヶを献上。 
蓑姫の鉄醤初に付き、武昭妻が鉄醤親を仰せ付けられる。鉄醤道具一式を献上。蓑姫

より武昭妻へ御小袖料金一〇〇〇疋を下賜。武昭母・武貞も御綿を拝領。信亨室より

武昭妻へ御紋付き小袖一着を下賜。 

寛政 10 1798 52 ・12 月 5 日：信允大病の旨、江戸より急報。信亨より早速出立すべく仰せ付けられ、綿

入御羽織一着拝領。 
・12 月 6 日：江戸表へ罷る途上、御逝去に付き江戸にて御葬式御用向きを取り計らう。 

寛政 11 1799 53 ・1 月（日付無し）：信允御遺物として、備前則光御小サ刀一腰、御羽織一着拝領。武昭

母・妻・娘へも御召物を下される。 
・1 月 25 日：信允御葬儀など済み、大坂へ帰着。 
・2 月 28 日：延引されていた暮れの御褒美として、信允の葬儀にて江戸表へ罷り越した

こととあわせ、御意をもって御小袖一着、銀五枚拝領。 
・4 月 14 日：大坂城代留守中、滞りなく相勤めた功により、御祝儀として御肩衣一着、

銀二枚拝領。 
・12 月 28 日：暮れの御褒美に付き、裏付き御上下一具、銀二枚を御意を以って拝領。 

寛政 12 1800 54 ・12 月 28 日：暮れの御褒美につき、御意をもって小袖一着、銀二枚拝領 

享和元 1801 55 ・3 月 1 日：大坂城代留守中、滞りなく相勤めた功により、御祝儀として御肩衣一着、銀

二枚拝領。 
・3 月 4 日：信操の疱瘡快癒につき、信操より御祝儀として小袖一着拝領。 
・8 月 6 日：武昭の孫男子（武懿）出生につき、12 日の七夜に、厚く思し召しをもって

信亨より「捨五郎」の名前を拝領す。御単物一重拝領。信操・信亨室・蓑姫よりも御反

物等拝領。 
・12 月 28 日：暮の御褒美につき、御意をもって御小袖一着、白銀二枚拝領。 

享和 2 1802 56 ・12 月暮：暮の御褒美につき、御意をもって御小袖一着、白銀二枚拝領。 

享和 3 1803 57 ・2 月 17 日：大坂城代留守中、出精相勤めるにつき、御意をもって八丈島一反、銀二枚

を拝領。 
・4 月（日付無し）：江戸御用向き仰せ付けられ下向。 

※9 月 14 日：帰坂。 
・12 月 27 日：（暮れの御褒美として）御意をもって小袖一着、銀二枚拝領。 

文化元 1804 58 ・5 月 20 日：信亨の江戸参府御供につき、絽御羽織一着拝領 
・5 月 24 日：蓑姫付き添いとして大坂を出立。 

※6 月 9 日：江戸着。 
・11 月 26 日：信允七回忌につき、晦日に岡部表（源勝院）へ信亨代拝仰せつかる。御熨

斗目一着、麻上下一具を拝領。 
※27 日出立。12 月 4 日帰着。 

・12 月 28 日：（暮れの御褒美として）御意をもって小袖一着拝領。 

文化 2 1805 59 ・12 月（日付無し）：信操の御半髪・御袖留（元服）にあたり、烏帽子親を仰せつかる。

粟穂金紋の二所物（刀装具）を差し上げる。御祝儀として御小袖一着拝領。 
・12 月 26 日：於民（信亨の娘）の酒井縫殿頭との婚姻にあたり、御引き移しの御用多

く勤めるにつき御祝儀下賜の御意を以って 28 日に銀二枚拝領。 
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年号 西暦 

武昭 

年齢 
事 績 

文化 3 1806 60 ・1 月 11 日：信亨の隠居・信操の家督相続御用掛仰せ付けられる。 
・5 月 15 日：蓑姫の増山備中守正寧との御婚姻成立につき、御用多く相勤める功により、

御祝儀下賜の御意を以って銀二枚拝領。 
・8 月 6 日：信操の御乗出（元服）・信亨の隠居・信操家督相続の御祝儀並びに出精相勤

める功により、厚く御意を以って殿様（信操）より長御上下一具・銀二枚を拝領。御隠

居（信亨）よりも御紋付御単物一着拝領。信操・信亨へ干鯛一折ずつ献上。 
・8 月 15 日：信亨隠居・信操家督相続の御用掛相勤めるにつき、信操より銀二枚、信亨

より次御上下一具、厚く御意をもって拝領。 
・10 月朔日：大坂表銀主向御用を仰せ付けられ上坂するにより、御意をもって縮緬綿入

れ御羽織拝領。信亨よりも拝領物仰せ付けられ、2 日に出立。 
・12 月 26 日：大坂より帰着。 
・12 月 27 日：年男を仰せ付けられる。 
・12 月 28 日：信操の家督相続後、未だ下賜無きにつき、御意を以って長御上下一具拝

領。あわせて信操家督相続後初めての歳暮につき金五〇〇疋拝領。年男勤めるに付き、

祝いの席において御熨斗目一着拝領。 

文化 4 1807 61 ・1 月 11 日：旧冬、大坂表にて銀主方へ掛け合い出精勤める功により、厚く御意をもっ

て御小袖一着、銀五枚を拝領。信操より御紋付晒御帷子一着拝領。※同役勤めたもの一

同拝領。 
・8 月 2 日：御在所（岡部）への御供仰せ付けられる。 
・9 月 4 日：御在所（岡部）への御供につき、綿入御羽織一着拝領。 
・9 月 14 日：御在所（岡部）への御発駕につき御供。 
・10 月中：岡部表において病臥のところ、信操からの厚い思し召しを以って御出入の医

師吉益衛門を招いて治療にあたらせる。信亨よりも厚い思し召しをもって武昭と続柄

である藩中の綱島波江を看病人として岡部へ遣わされ、武昭妻とともに 13 日に岡部表

へ出立。 
・10 月 17 日：武昭病に付き江戸表への帰着を願い奉り、綱嶋波江・武昭妻ら一同江戸

表へ帰着。信亨より武昭病につきお尋ねあり。 
・10 月 29 日：武昭病気中症（中風）の容態にて、たとえ快復したとしても回復が覚束

ないため、隠居を願い奉り、息安兵衛武貞への家督相続を仰せ付けられたいとの願書

を差出す。信操留守中につき、信亨差留めのうえ、願書は御在所（岡部）へ御一覧とし

て遣わされるべき旨仰せられる。 
・11 月 2 日：病気により万一合い果てた場合には、不調法者ではあるが武貞に家督仰せ

付けられたき旨の願書を差し出す。同日、願書差出ののち武昭死去。 
死去に伴い、信亨より武貞へお悔やみとして近習使が遣わされる。別段御懇意の旨を

もって御用人の久地楽甚助（御隠居様御附）を菊池家宅まで遣わされ、御香典金二〇

〇疋を下賜。久地楽甚助は信亨代香として菊池家へ。※誠に別段の思し召しにて前例

の無い御高配。 
信操より隠居差留につき願書を差し戻されていたが、行き違いにより死歿後となった

ため、武貞まで御用人衆をもって仰せ渡される。 
・11 月 7 日：信操よりも御香典金二〇〇疋を拝領。※別段の御懇意により、前例のない

御高配。 
・召し出されてより当年まで 51 年相勤め、家老職 30 年を勤める。 

・「藩中家譜」第三冊から第六冊を基に、他の安部家関係文書を参照して作成した。 

・表中にみえる区切りの線は、「藩中家譜」の冊の変わり目を示す。 
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て

指
摘
す
る
。 

 

３ 

『
新
編
埼
玉
県
史
』
通
史
編
３
近
世
１
（
埼
玉
県
、
一
九
八
八
年
）
、
同
通
史
編
４
近
世
２

（
一
九
八
九
年
）
。
陣
屋
が
置
か
れ
た
桜
井
谷
、
半
原
に
つ
い
て
は
『
新
修
豊
中
市
史
』
第
１

巻
通
史
１
（
豊
中
市
、
二
〇
〇
九
年
）
、
同
第
８
巻
社
会
経
済
（
二
〇
〇
五
年
）
、
『
新
城
市

誌
』
（
新
城
市
、
一
九
六
三
年
）
等
が
あ
る
。
藩
教
育
で
は
『
埼
玉
県
教
育
史
』
第
２
巻
（
埼

玉
県
教
育
委
員
会
、
一
九
六
九
年
）
が
、
特
に
藩
校
に
つ
い
て
詳
述
す
る
。 

こ
の
ほ
か
、
岡
部
藩
士
高
橋
家
に
伝
来
し
た
文
書
（
埼
玉
県
立
文
書
館
収
蔵 

高
橋
家
（
岡
部

藩
安
部
家
家
中
）
文
書 

※
以
下
、
高
橋
家
文
書
）
を
基
に
半
原
陣
屋
と
役
人
た
ち
の
様
相
を

記
し
た
、
神
谷
智
『
江
戸
時
代
の
地
方
役
人
と
村
人
の
日
常
的
日
々
䢣
「
三
河
国
八
名
郡
岡
部

藩
半
原
陣
屋
御
用
状
留
を
読
む
」
䢣
』
（
株
式
会
社
シ
ン
プ
リ
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
る
ほ
か
、

同
氏
に
よ
る
半
原
陣
屋
御
用
状
留
の
翻
刻
成
果
が
「
【
史
料
紹
介
】
三
河
国
八
名
郡
岡
部
藩
半

原
陣
屋
御
用
状
留
」
（
一
～
十
四
）
と
し
て
『
愛
大
史
学
』
（
愛
知
大
学
文
学
部
人
文
社
会
学

科
歴
史
・
地
理
学
コ
ー
ス
）
に
連
載
さ
れ
て
い
る
。 

４ 

拙
稿
「
文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
䢣
長
島
藩
・
空
々
琴

社
と
の
交
流
」
（
『
文
書
館
紀
要
』
三
十
三
号 

埼
玉
県
立
文
書
館
、
二
〇
二
〇
年
）
、
「
岡

部
藩
主
安
部
家
と
異
国
文
化
を
巡
っ
て
」
（
同
三
十
四
号
、
二
〇
二
一
年
）
参
照
。 

５ 

前
註
４
「
文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
䢣
長
島
藩
・
空
々

琴
社
と
の
交
流
」
参
照
。
藩
主
安
部
信
亨
の
別
業
新
築
祝
い
の
宴
席
で
両
名
も
漢
詩
を
寄
せ
て

い
る
。 

 

６ 

『
八
名
郡
志
』
（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
七
年 

※
一
九
二
六
年
刊
行
『
八
名
郡
誌
』
の
復

刊
本
）
参
照
。
本
謡
の
言
い
回
し
に
は
異
説
が
あ
り
、
「
阿
（
安
）
部
摂
津
の
守
に
は
過
ぎ
た

る
も
の
が
二
つ
あ
る
。
表
御
門
に
菊
池
安
兵
衛
」
と
す
る
も
の
が
あ
る
（
「
神
津
カ
ン
ナ
の
私

家
版
・
家
計
帖
㈡ 

何
故
、
我
が
家
の
女
は
自
立
し
て
る
の
か
」
（
『
青
春
と
読
書
』
第
一
一

三
号 

集
英
社
、
一
九
八
六
年
）
所
収
）
。
筆
者
で
あ
る
文
筆
家
の
神
津
カ
ン
ナ
は
女
優
中
村

メ
イ
コ
の
娘
で
菊
池
家
の
末
裔
に
あ
た
る
。 

参
考
：
「
特
集
中
村
メ
イ
コ
さ
ん
の
こ
と
」
（
富
岡
ふ
る
さ
と
会
館
編
） 

h
ttp://tom

ioka-aich
i.jp/isan

/sen
sou

taiken
/pdf-taik

en
/m

eik
o-1.pdf 

７ 

県
立
文
書
館
で
は
、
藩
主
関
係
文
書
の
ほ
か
、
藩
士
で
あ
っ
た
高
橋
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
「
高

橋
家
文
書
」
を
収
蔵
す
る
。
こ
の
ほ
か
、
半
原
に
は
藩
士
鈴
木
家
伝
来
の
文
書
（
一
部
が
県
立

文
書
館
県
史
編
さ
ん
資
料
内
に
紙
焼
き
複
製
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
『
新
城
市
史
』
等
に
所
収
。 

※
以
下
、
鈴
木
家
文
書
）
、
桜
井
谷
で
は
地
役
人
と
し
て
陣
屋
役
所
向
書
方
助
役
に
取
り
立
て

ら
れ
た
安
田
家
伝
来
文
書
（
『
新
修
豊
中
市
史
』
ほ
か
所
収
）
等
が
現
存
す
る
。 

な
お
、
県
立
文
書
館
収
蔵
の
藩
主
安
部
家
に
関
す
る
二
種
類
の
文
書
「
岡
部
藩
主
安
部
家
文

書
」
「
池
田
氏
収
集
岡
部
藩
安
部
家
文
書
」
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
そ
れ
ぞ
れ
安
部
家
文
書
、

池
田
氏
収
集
文
書
と
記
す
。 

８ 

県
立
文
書
館
収
蔵 

高
橋
家
文
書
№
３
１
。
埼
玉
県
史
調
査
報
告
書
『
分
限
帳
集
成
』
（
埼
玉

県
県
民
部
県
史
編
さ
ん
室
、
一
九
八
七
年
）
所
収
。
こ
の
ほ
か
、
米
田
博
藤
『
小
藩
大
名
の
家

臣
団
と
陣
屋
町
３
䢣
南
関
東
・
中
部
䢣
』
（
ク
レ
ス
出
版
、
二
〇
二
一
年
）
で
は
、
岡
部
藩
の

分
限
帳
と
し
て
慶
応
二
年
の
「
小
姓
以
上
分
限
帳
」
「
大
小
姓
以
下
分
限
帳
」
（
池
田
氏
収
集

文
書
№
５
４
、
同
№
５
５
）
、
明
治
三
年
の
「
従
前
分
限
帳
扣
」
（
前
註
７
鈴
木
家
文
書
）
を

挙
げ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
桜
井
谷
陣
屋
役
人
で
あ
っ
た
安
田
家
に
も
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
作
成
と
み
ら
れ

る
「
御
家
中
分
限
帳
」
が
存
在
す
る
（
未
見
）
。
『
新
修
豊
中
市
史
』
第
５
巻 

古
文
書
・
古
記

録
（
豊
中
市
、
二
〇
〇
一
年
）
に
部
分
翻
刻
が
あ
る
。 

９ 

藩
士
の
脇
付
に
は
留
守
居
や
郡
奉
行
代
官
な
ど
の
名
称
も
み
え
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
分
限

帳
内
で
見
出
し
と
な
る
職
名
に
拠
っ
た
。 

１
０ 

「
小
姓
以
上
分
限
帳
」（
池
田
氏
収
集
文
書
№
５
４ 

縦
一
五
・
七
×
横
二
三
・
四
ｃ
ｍ
）
、

「
大
小
姓
以
下
分
限
帳
」
（
同
№
５
５
。
縦
一
五
・
五
×
横
二
二
・
〇
ｃ
ｍ
）
と
も
茶
色
染
紙

の
包
紙
な
ら
び
に
表
紙
を
有
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
年
記
が
あ
る
。 

両
冊
は
慶
応
四
年
の
分
限
帳
に
比
し
て
あ
ま
り
言
及
さ
れ
な
い
資
料
だ
が
、
前
註
８
の
米
田

氏
論
著
に
言
及
が
あ
る
。
氏
に
よ
れ
ば
、
両
冊
か
ら
窺
え
る
家
臣
総
数
二
六
七
人
は
や
や
小
規

模
で
、
一
〇
〇
石
以
上
の
高
禄
者
（
七
名
）
は
二
万
石
大
名
と
し
て
は
平
均
的
規
模
。 

 

同
氏
の
整
理
は
家
臣
団
の
概
要
を
掴
む
に
益
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
い
が
、
本
分
限
帳
に
多
数

残
る
綴
じ
か
ら
外
れ
た
短
冊
の
位
置
づ
け
を
誤
っ
て
い
る
節
が
見
受
け
ら
れ
る
の
で
留
意
す
る
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必
要
が
あ
る
。
氏
の
作
成
し
た
表
で
は
禄
高
一
〇
石
未
満
の
「
小
役
人
」
内
に
一
五
〇
石
の
人

物
を
置
く
が
、
こ
れ
は
未
綴
の
家
老
豊
泉
善
左
衛
門
の
短
冊
に
拠
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

１
１ 
現
在
綴
じ
か
ら
外
れ
た
短
冊
は
す
べ
て
一
括
し
て
「
大
小
姓
以
下
分
限
帳
」
に
収
め
ら
れ
、

伝
来
の
過
程
で
職
禄
に
関
わ
ら
ず
に
ま
と
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

旧
短
冊
の
一
例
と
し
て
家
老
格 

織
田
六
郎
兵
衛
の
「
用
人
留
守
居
兼
帯
」（
禄
高
一
一
〇
石
・

足
高
十
石
）
職
時
代
の
も
の
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
短
冊
で
は
、
慶
応
二
年
九
月
十
六
日
付
の

加
増
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
分
限
帳
作
成
後
程
な
く
使
用
さ
れ
た
短
冊
と
み
ら
れ
、

明
治
二
年
の
家
老
格
昇
進
に
伴
い
差
し
替
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。 

 

な
お
、
慶
応
四
年
の
分
限
帳
で
の
同
人
は
御
用
人 

禄
高
一
三
〇
石
で
あ
る
。 

１
２ 

本
文
中
後
掲
の
「
為
後
録
」
に
は
安
政
七
年
（
一
八
六
〇
）
一
月
に
豊
泉
善
左
衛
門
が
家
老

格
に
昇
格
し
た
記
事
が
あ
る
た
め
、
短
冊
中
の
進
席
は
家
老
格
か
ら
家
老
へ
の
昇
格
を
指
す
と

み
ら
れ
る
。
慶
応
四
年
の
「
御
家
中
分
限
帳
」
の
禄
高
と
本
分
限
帳
の
そ
れ
と
を
比
較
す
る
と
、

前
者
の
禄
高
は
本
高
と
足
高
を
合
わ
せ
た
合
計
の
数
字
を
記
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

１
３ 

前
註
８
の
米
田
氏
の
挙
げ
た
「
従
前
分
限
帳
扣
」
（
明
治
三
年
十
二
月
）
の
ほ
か
、
明
治
時

代
に
半
原
県
に
な
っ
て
以
後
の
分
限
帳
で
あ
る
「
半
原
県
貫
属
分
限
帳
」
（
明
治
四
年
七
月
）
、

幕
末
か
ら
明
治
極
初
期
ま
で
の
藩
士
の
事
績
を
簡
単
に
記
し
た
「
分
限
帳
附
録
」
（
全
八
冊
）

が
残
る
。
い
ず
れ
も
県
立
文
書
館
収
蔵
の
県
史
編
さ
ん
資
料
内
に
紙
焼
き
本
が
あ
る
ほ
か
、「
従

前
分
限
帳
扣
」
は
齊
藤
伊
勢
松
『
岡
部
藩
始
末
』
（
齊
藤
伊
勢
松
、
一
九
九
七
年
）
に
全
文
翻

刻
が
あ
る
。 

１
４ 

大
正
三
年
に
挙
行
が
予
定
さ
れ
た
安
部
氏
の
菩
提
寺
源
勝
院
で
の
法
要
に
あ
わ
せ
て
制
作

さ
れ
た
ガ
リ
版
刷
り
の
小
冊
子
。
参
列
す
る
旧
半
原
藩
士
に
配
布
す
る
目
的
で
岡
部
陣
屋
の
記

憶
を
筆
述
す
る
。
私
家
版
、
大
正
二
年
版
。
埼
玉
県
立
熊
谷
図
書
館
に
て
閲
覧
可
能
。 

１
５ 

「
藩
中
家
譜
」
の
諸
元
は
以
下
の
通
り
、 

 
 

タ
テ
（
ｃ
ｍ
） 

ヨ
コ
（
ｃ
ｍ
） 

① 

第
三
冊 

 

二
六
・
八  

二
〇
・
〇 

② 

第
四
冊 

二
七
・
〇  

二
〇
・
一 

③ 

第
五
冊 

 

二
六
・
〇  

二
〇
・
〇 

④ 

第
六
冊 

二
六
・
八  

一
九
・
四 

⑤ 

第
七
冊 

二
七
・
〇  

一
九
・
五 

⑥ 

第
八
冊 

二
六
・
九  

一
九
・
六 

⑦ 

第
九
上
冊 

二
六
・
八  

一
九
・
三 

⑧ 

第
九
下
冊 

二
六
・
七  

一
九
・
四 

⑨ 

第
十
上
冊 

二
七
・
〇  

一
九
・
三 

⑩ 

第
十
下
冊 

二
六
・
八  

一
九
・
五 

  

１
６ 

第
五
冊
題
簽
（
雲
紙 

一
九
・
〇
×
五
・
〇
ｃ
ｍ
）
。 

 

第
九
冊
題
簽
（
素
紙 

一
六
・
九
×
三
・
八
ｃ
ｍ
） 

 

こ
の
ほ
か
、
第
四
冊
の
み
紺
紙
表
紙
な
が
ら
空
刷
が
施
さ
れ
て
い
な
い
料
紙
が
用
い
ら
れ
て

い
る
。 

１
７ 

計
八
冊
が
現
存
す
る
。
い
ず
れ
も
県
立
文
書
館
収
蔵
の
県
史
編
さ
ん
資
料
「
新
城
市
富
岡

岡
部
藩
鈴
木
家
文
書
」
所
収
。
同
書
冊
１
２
、
１
３
参
照
。 

１
８ 

基
本
的
に
記
述
に
は
一
致
を
み
る
が
、
「
藩
中
家
譜
」
第
七
冊
に
載
録
さ
れ
る
鈴
木
繁
翰
の

書
上
げ
と
鈴
木
家
文
書
内
の
書
上
げ
に
は
若
干
の
相
違
が
あ
る
。
鈴
木
家
文
書
の
書
上
げ
（
「
書

上
勤
書
合
冊
扣
」
）
で
は
祖
父
勝
博
の
簡
略
な
事
績
が
冒
頭
に
置
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
「
藩

中
家
譜
」
で
は
削
除
さ
れ
て
い
る
。
ほ
か
用
語
に
も
僅
か
に
相
違
が
み
ら
れ
る
。 

１
９ 

い
ず
れ
も
前
註
１
７
「
新
城
市
富
岡
岡
部
藩
鈴
木
家
文
書
」
書
冊
１
２
所
収
。 

２
０ 

「
新
城
市
富
岡
岡
部
藩
鈴
木
家
文
書
」
書
冊
１
２
所
収
の
「
覚
」「
［
系
図
］（
勤
仕
書
上
）
」

が
該
当
す
る
。
前
者
は
出
仕
時
か
ら
天
明
六
年
六
月
ま
で
の
期
間
一
冊
分
の
事
績
書
上
げ
だ
が
、

後
者
は
寛
政
十
二
年
ま
で
の
鈴
木
勝
博
の
「
藩
中
家
譜
」
四
冊
分
の
書
上
げ
を
一
冊
に
ま
と
め

た
も
の
で
、
第
三
冊
か
ら
第
五
冊
と
合
致
す
る
書
上
げ
の
ほ
か
に
、
冒
頭
に
現
存
の
「
藩
中
家

譜
」
に
は
存
在
し
な
い
、
天
明
六
年
五
月
か
ら
寛
政
元
年
十
二
月
ま
で
を
記
し
た
も
の
が
み
ら

れ
る
。
こ
れ
が
「
藩
中
家
譜
」
の
第
二
冊
に
該
当
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。 

２
１ 

本
人
の
改
名
、
養
子
入
り
な
ど
で
①
時
点
と
④
と
で
名
前
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
載
録
期
間
内
で
死
去
、
隠
居
な
ど
に
よ
り
家
督
の
交
代
が
あ
っ
た
場
合
、
途
中
か
ら
新

た
に
家
督
を
引
き
継
い
だ
者
が
書
上
げ
を
記
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
み
ら
れ
る
。 

２
２ 
最
も
顕
著
な
例
で
は
、
第
十
冊
に
は
前
掲
の
豊
泉
善
左
衛
門
ら
家
老
就
任
者
が
一
切
登
場

し
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
現
時
点
で
は
理
由
は
不
明
だ
が
、
岡
部
藩
で
は
嘉
永
二
年

（
一
八
四
九
）
に
当
時
の
家
老
朝
倉
貴
恭
排
斥
の
藩
内
抗
争
が
生
じ
て
お
り
、
そ
の
影
響
か
。 

２
３ 

こ
の
ほ
か
、
一
冊
抜
か
し
て
事
蹟
を
書
上
げ
て
い
る
者
、
本
来
書
上
げ
る
べ
き
期
間
と
は

異
な
る
期
間
の
事
績
（
主
と
し
て
前
冊
で
書
き
上
げ
る
べ
き
期
間
）
を
書
上
げ
て
い
る
者
も
み
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ら
れ
る
。
例
え
ば
、
第
九
冊
上
で
は
、
菊
池
安
太
夫
武
懿
の
み
一
冊
前
の
書
上
げ
期
間
に
あ
た

る
天
保
元
年
（
一
八
三
〇
）
か
ら
同
九
年
（
一
八
三
八
）
ま
で
の
事
績
を
記
し
て
い
る
。
類
似

の
例
で
は
、
第
八
冊
に
載
録
さ
れ
る
馬
場
兵
右
衛
門
正
矩
も
本
来
記
す
べ
き
期
間
の
み
な
ら
ず
、

一
冊
前
の
書
上
げ
期
間
か
ら
書
き
始
め
て
い
る
。
本
来
の
第
七
冊
に
は
正
矩
が
載
録
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
次
冊
で
二
冊
分
を
ま
と
め
て
書
上
げ
た
と
み
ら
れ
る
。 

２
４ 

嘉
永
二
年
に
当
時
家
老
の
一
人
で
あ
っ
た
朝
倉
只
之
進
貴
恭
の
排
斥
運
動
が
発
生
し
た
こ

と
が
つ
と
に
知
ら
れ
る
。
こ
の
運
動
に
よ
り
朝
倉
側
か
ら
藩
に
は
御
役
御
免
・
隠
居
願
い
が
出

さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。 

な
お
、
朝
倉
家
歴
代
に
つ
い
て
は
改
め
て
別
稿
に
ま
と
め
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
本
稿
を

成
す
に
あ
た
っ
て
諸
資
料
を
参
照
し
た
と
こ
ろ
、
幕
末
に
登
場
す
る
「
朝
倉
只
之
進
」
が
貴
恭
、

貴
道
の
父
子
二
名
の
名
乗
り
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
注
記
し
て
お
く
（
い
ず
れ
も
家
老

就
任
）
。
父
貴
恭
は
前
掲
の
藩
中
抗
争
に
よ
り
一
時
引
退
し
た
が
、
後
に
復
帰
し
て
万
延
元
年

（
一
八
六
〇
）
に
歿
し
、
息
子
貴
道
は
父
の
死
歿
に
伴
い
当
初
の
名
乗
り
善
太
夫
か
ら
只
之
進

へ
と
改
名
し
て
い
る
。 

前
註
３
『
新
編
埼
玉
県
史
』
通
史
５
近
世
２
で
は
、
嘉
永
二
年
の
家
中
抗
争
の
中
心
に
あ
っ

た
只
之
進
と
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
の
水
戸
天
狗
党
一
党
を
撃
退
し
た
只
之
進
を
同
一
人
物

と
み
て
い
る
が
、
前
者
は
貴
恭
、
後
者
は
息
子
貴
道
で
あ
る
。
岡
部
藩
と
水
戸
天
狗
党
一
件
に

つ
い
て
は
前
註
１
４
『
岡
部
藩
始
末
』
に
詳
し
い
（
同
著
で
は
朝
倉
只
之
進
を
正
し
く
貴
道
と

表
記
し
て
い
る
）
。 

２
５ 

安
部
家
文
書
№
３
。 

２
６ 

池
田
氏
収
集
文
書
№
１
３
～
２
３
。
残
存
冊
は
、
第
十
三
・
第
十
七
～
二
十
一
・
第
二
十
三

～
二
十
六
・
第
二
十
八
冊
。 

２
７ 

「
為
後
録
」
第
十
三
冊
中
、
享
和
三
年
六
月
十
五
日
条
に
小
林
安
能
の
隠
居
、
同
二
十
一
日

条
に
朝
倉
貴
恒
の
家
老
昇
格
の
記
事
が
み
え
る
。
朝
倉
貴
恒
は
享
和
三
年
六
月
当
時
大
坂
表
で

の
勤
務
で
あ
っ
た
が
、
家
老
に
昇
進
し
て
江
戸
藩
邸
勤
め
を
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。 

２
８ 

諸
資
料
を
基
に
作
成
し
た
が
、
根
幹
と
し
た
「
為
後
録
」
「
藩
中
家
譜
」
と
も
欠
落
期
間
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
後
者
に
は
載
録
さ
れ
て
い
な
い
者
、
記
載
の
な
い
時
期
が
あ
る
者
が
い
る
た

め
、
歴
代
家
老
全
員
を
網
羅
で
き
た
も
の
で
は
な
い
の
で
そ
の
点
に
は
留
意
さ
れ
た
い
。 

 

な
お
、
歴
代
菊
池
家
を
含
め
、
諱
名
が
判
明
す
る
人
物
は
表
中
に
て
反
映
さ
せ
た
。 

２
９

「
藩
中
家
譜
」
第
七
冊
に
お
け
る
文
政
三
年
の
鳥
井
折
吉
徳
善
の
書
上
げ
に
よ
れ
ば
、
曾
祖

父
鳥
井
森
平
が
安
部
信
峯
時
代
に
禄
高
二
〇
〇
石
と
し
て
家
老
を
勤
め
て
い
た
ほ
か
、
祖
父
も

同
様
に
禄
高
二
〇
〇
石
の
家
老
、
父
は
禄
高
一
三
〇
石
（
ほ
か
に
足
高
七
〇
石
）
の
家
老
で
あ

っ
た
と
す
る
。
曾
祖
父
・
祖
父
は
【
表
２
】
に
み
え
る
森
平
、
治
大
夫
が
該
当
す
る
と
み
ら
れ
、

父
は
「
藩
中
家
譜
」
第
五
冊
に
み
え
る
徳
隣
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
徳
隣
は
第
五
冊
時
点
で
は

御
取
次
役
（
禄
高
八
〇
石
）
ど
ま
り
で
、
か
つ
次
冊
に
は
載
録
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
家
老
に

至
っ
た
か
は
「
藩
中
家
譜
」
か
ら
は
確
定
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
「
安
家
制
度
」
の

文
化
四
年
の
後
序
に
は
菊
池
武
貞
と
並
ん
で
「
徳
隣
」
印
を
押
す
鳥
井
仲
右
衛
門
の
署
名
が
あ

る
こ
と
か
ら
こ
の
こ
ろ
に
は
家
老
を
勤
め
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。 

３
０ 

【
表
２
】
【
表
３
】
で
は
表
出
し
な
い
が
、
菊
池
家
が
家
老
就
任
に
よ
り
三
〇
〇
石
に
至
る

の
に
対
し
、
朝
倉
家
は
用
人
、
給
人
、
物
頭
の
時
点
で
三
〇
〇
石
の
禄
高
を
拝
す
る
者
が
複
数

出
る
な
ど
、
菊
池
家
を
上
回
る
待
遇
を
受
け
て
い
た
。 

 

な
お
、
江
戸
時
代
中
後
期
以
後
の
家
老
の
最
大
禄
高
は
三
〇
〇
石
だ
が
、
前
註
６
『
八
名
郡

誌
』
で
は
江
戸
時
代
前
期
の
家
老
手
塚
伊
右
衛
門
の
禄
高
を
五
〇
〇
石
と
伝
え
る
ほ
か
、
慶
安

か
ら
寛
文
年
間
の
武
鑑
類
で
は
岡
部
藩
家
老
の
神
谷
太
郎
左
衛
門
を
五
〇
〇
石
と
す
る
記
載
が

み
ら
れ
る
。 

な
お
本
稿
で
は
、
武
鑑
類
に
つ
い
て
は
深
井
雅
海
ら
編
『
江
戸
幕
府
大
名
武
鑑
編
年
集
成
』

（
東
洋
書
林
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
年
）
を
参
照
し
た
。 

３
１ 

「
積
達
館
基
考
」
に
つ
い
て
は
、
『
二
本
松
市
史
』
第
三
巻 

原
始
・
古
代
・
中
世 

資
料

編
１
（
二
本
松
市
、
一
九
八
一
年
）
を
参
照
し
た
。
同
書
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
本

を
底
本
と
す
る
。 

３
２ 

「
積
達
館
基
考
」
所
収
の
他
の
高
倉
系
図
で
は
満
盛
の
子
を
政
泰
と
す
る
。 

３
３ 

成
田
頼
直
が
「
積
達
館
基
考
」
編
さ
ん
に
あ
た
り
、
菊
池
家
伝
来
文
書
を
参
照
し
た
の
は
菊

池
家
の
出
自
が
奥
州
に
あ
っ
た
た
め
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
に
、
菊
池
家
と
奥
羽
縁
の
人
物

と
の
交
遊
に
つ
い
て
は
、
林
博
士
遺
著
刊
行
会
編
『
林
鶴
一
博
士
和
山
研
究
集
録
』
下
（
東
京

開
成
館
、
一
九
三
七
年
）
所
収
の
「
岩
磐
兩
羽
ノ
和
算
家
ニ
就
テ
」
が
触
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
羽
州
山
形
宮
町
出
身
の
和
算
家
武
田
量
左
衛
門
定
周
は
菊
池
氏
の
下
に
遊
事
し
、
永
田

馬
場
の
岡
部
藩
上
屋
敷
に
居
住
し
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
藩
内
の
門
人
ら
と
と
も
に
武
州
白
銀
清

正
社
に
算
額
を
奉
納
し
た
と
も
伝
え
て
い
る
。 

菊
池
氏
の
出
自
を
巡
っ
て
は
藤
原
氏
と
し
て
紹
介
す
る
向
き
も
あ
る
。
菊
池
美
光
「
空
白
の

系
譜
」
（
『
歴
史
研
究
』
第
一
〇
一
号 

新
人
物
往
来
社
、
一
九
六
九
年
）
で
は
、
菊
池
家
の

家
系
を
藤
原
氏
、
九
州
菊
池
氏
の
末
流
と
し
、
宗
良
親
王
に
従
い
信
濃
国
に
移
住
し
て
安
部
家

の
家
臣
と
な
っ
た
後
、
と
も
に
駿
河
に
移
住
し
た
譜
代
の
家
臣
と
し
て
い
る
。
菊
池
氏
の
記
述

は
典
拠
資
料
が
不
明
で
内
容
も
小
説
が
か
っ
て
い
る
が
、
参
考
に
紹
介
し
て
お
く
。 

３
４ 

海
野
家
は
由
緒
書
に
よ
れ
ば
、
安
部
元
真
の
も
と
に
養
子
に
入
っ
た
海
野
弥
兵
衛
本
定
を

先
祖
と
し
て
お
り
、
そ
の
出
自
か
ら
江
戸
時
代
を
通
じ
て
安
部
家
と
往
来
が
あ
っ
た
。
幕
末
の

当
主
信
茂
は
岡
部
藩
江
戸
上
屋
敷
に
も
赴
い
て
い
た
ほ
か
、
藩
士
と
も
度
々
応
対
し
て
い
た
こ

と
が
そ
の
日
記
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
海
野
家
に
係
る
資
料
は
『
史
料
編
年
井
川
村
史
』

別
巻
一
「
海
野
信
茂
日
記
」
（
井
川
村
史
刊
行
会
、
一
九
七
八
年
）
、
『
史
料
編
年
井
川
村
史
』

第
二
巻
（
井
川
村
史
刊
行
会
、
一
九
七
五
年
）
等
に
載
録
さ
れ
る
。 

３
５ 

前
註
３
４
『
史
料
編
年
井
川
村
史
』
第
二
巻
所
収 

№
二
〇
五
五
。 

３
６ 

海
野
弥
兵
衛
本
定
の
長
男
。
前
註
３
４
『
史
料
編
年
井
川
村
史
』
別
巻
一
「
海
野
信
茂
日
記
」

所
収
「
由
緒
取
調
申
上
書
付
控
」
参
照
。 
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３
７ 

前
註
３
５
解
説
参
照
。 

３
８ 

原
著
は
明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）
刊
行
。
本
稿
は
『
伊
達
騒
動
実
録
』
（
名
著
出
版
、

一
九
七
〇
年
）
に
拠
っ
た
。 

３
９ 
埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
所
蔵
「
安
部
摂
津
守
信
友
自
筆
遺
言
状
」
（
資
料
番
号
：

S
P

M
1979-0039

）
。
本
遺
言
状
に
つ
い
て
は
、
日
本
書
誌
学
大
系
『
渡
辺
刀
水
集 

四
』
（
青

裳
堂
書
店
、
一
九
八
九
年
）
所
収
「
安
部
摂
津
守
信
友
の
遺
言
書
」
に
詳
し
い
。
初
出
は
『
埼

玉
史
談
』
第
七
巻
四
号
（
埼
玉
郷
土
会
、
一
九
三
六
年
）
。 

４
０ 

柳
沢
文
庫
所
蔵
。
本
稿
で
は
、
大
学
共
同
利
用
機
関
法
人
人
間
文
化
研
究
機
構 

国
文
学
研

究
資
料
館
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
参
照
し
た
。 

４
１ 

兎
睡
は
隠
居
後
の
号
と
思
わ
れ
る
。 

４
２ 

菊
池
家
で
は
安
太
夫
・
安
兵
衛
の
通
称
を
交
互
に
名
乗
る
こ
と
か
ら
、
菊
池
武
房
の
祖
父

頼
高
の
戦
死
時
か
ら
菊
池
安
太
夫
武
真
ま
で
、
試
し
に
敢
え
て
そ
の
間
の
菊
池
家
歴
代
を
当
て

は
め
て
み
た
い
。
仮
に
頼
高
の
戦
死
を
四
十
歳
、
菊
池
家
歴
代
の
嫡
男
出
生
を
二
十
か
ら
二
十

五
歳
頃
に
あ
て
て
並
べ
て
い
く
と
、
菊
池
安
太
夫
武
房
の
子
が
寛
文
年
間
の
安
兵
衛
に
あ
た
り
、

孫
安
太
夫
（
家
老
未
就
任
か
。
あ
る
い
は
安
部
信
秀
と
仙
台
に
赴
い
た
の
は
こ
の
安
太
夫
か
）
、

元
禄
六
年
に
家
老
と
な
っ
た
曾
孫
安
兵
衛
、
そ
し
て
安
太
夫
武
真
と
繋
げ
る
こ
と
が
可
能
で
は

あ
る
。 

４
３ 

「
藩
中
家
譜
」
の
う
ち
、
菊
池
武
昭
の
事
績
を
載
録
す
る
四
冊
に
つ
い
て
は
、
筆
跡
か
ら
武

昭
自
筆
と
な
る
の
は
第
三
、
四
冊
の
み
で
第
五
、
六
冊
は
署
名
を
含
め
て
武
貞
の
筆
に
か
か
る
。

事
績
書
上
げ
を
記
す
前
に
没
し
た
た
め
第
六
冊
が
武
貞
の
筆
に
な
っ
た
こ
と
は
末
尾
の
注
記
か

ら
明
ら
か
だ
が
、
武
昭
が
第
五
冊
を
自
筆
で
作
成
し
な
か
っ
た
理
由
は
不
明
。
本
文
中
で
触
れ

る
が
、
寛
政
七
年
の
大
坂
勤
番
同
行
時
に
は
「
病
中
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
体

調
が
優
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

４
４ 

『
藩
中
家
譜
』
第
四
冊
、
寛
政
八
年
十
五
日
条
「
今
度 

御
城
代
様
之
御
留
守
中
無
滞
相
済

候
、
為
御
祝
儀
時
之
御
上
下
被
下
置
候
」
ほ
か
、
安
部
信
亨
の
定
番
在
任
中
、
寛
政
十
一
年
四

月
十
四
日
、
享
和
元
年
三
月
一
日
、
享
和
三
年
二
月
十
七
日
に
同
様
の
記
録
が
残
る
。 

４
５ 

『
蒹
葭
堂
日
記 

完
本
』
（
藝
華
書
院
、
二
〇
〇
九
年
）
参
照
。
同
日
記
天
明
七
年
二
月
十

六
日
条
に
「
菊
地
安
大
夫

渡
辺
次
右
衛
門

武

者

彦

次

郎

」
と
し
て
登
場
す
る
。
割
書
に
登
場
す
る
渡
辺
、
武
者
と
も

岡
部
藩
士
。 

４
６ 

「
藩
中
家
譜
」
第
六
冊 

菊
池
武
貞
書
上
げ
の
文
化
六
年
四
月
に
「
銀
主
向
談
金
千
両
相

整
」
。
同
第
八
冊 

文
政
九
年
八
月
十
八
日
に
「
御
元
〆
御
用
人
青
木
清
左
衛
門
同
道
罷
登
、

桜
井
谷
御
陣
屋
詰
同
役
馬
場
兵
右
衛
門
一
同
申
談
、
銀
主
向
懸
合
金
三
千
両
相
整
」
と
あ
る
。 

４
７ 

「
藩
中
家
譜
」
第
九
冊
上 

菊
池
武
懿 

天
保
八
年
十
月
朔
日
条
に
「
銀
主
向
懸
合
金
二
千

両
、
出
金
三
千
両
余
之
構
相
調
」
と
あ
る
ほ
か
、
同
九
年
九
月
二
十
三
日
条
に
は
「
大
坂
御
銀

談
向
御
銀
主
萬
屋
伊
太
郎
・
萬
屋
仁
兵
衛
累
年
御
月
賄
金
九
朱
之
利
ニ
而
、
出
銀
并
御
古
借
向

八
九
千
両
程
御
座
候
処
相
断
、
其
年
桜
井
谷
御
収
納
金
三
千
両
余
、
右
両
人
江
可
相
渡
処
、
是

又
相
断
、
御
月
賄
金
七
朱
利
安
之
方
、
御
銀
主
鹿
嶋
屋
作
次
郎
江
振
替
候
」
と
み
え
て
い
る
。

他
藩
の
例
に
漏
れ
ず
、
天
保
年
間
で
は
岡
部
藩
財
政
の
窮
乏
が
進
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
。 

４
８ 

岡
部
藩
で
は
桜
井
谷
陣
屋
役
人
ら
と
と
も
に
大
坂
に
も
複
数
の
藩
士
を
置
い
て
い
た
。「
藩

中
家
譜
」
第
三
冊
に
御
蔵
方
と
し
て
載
る
神
谷
三
左
衛
門
政
孝
、
吉
村
弁
蔵
景
文
、
中
嶋
元
右

衛
門
保
高
ら
が
そ
れ
で
、
な
か
で
も
吉
村
景
文
は
前
註
４
５
で
挙
げ
た
「
蒹
葭
堂
日
記
」
に
多

数
登
場
す
る
。 
 

大
坂
在
坂
役
人
と
銀
主
と
の
交
渉
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
金
森
正
也
「
大
名
家
在
坂
役
人
と

上
方
銀
主
・
そ
の
交
流
と
交
渉
䢣
天
保
飢
謹
時
の
秋
田
藩
を
通
し
て
䢣
」
が
参
考
と
な
る
。
同

論
考
は
秋
田
藩
の
在
坂
役
人
介
川
通
景
に
よ
る
大
坂
銀
主
と
の
交
流
の
過
程
を
浮
き
彫
り
に
す

る
も
の
で
、
介
川
に
よ
る
根
回
し
後
に
家
老
小
野
岡
が
出
坂
し
て
銀
主
に
調
達
銀
の
依
頼
を
行

う
事
例
を
挙
げ
る
。
そ
こ
で
は
、
調
達
に
際
し
て
家
老
が
大
坂
ま
で
出
張
っ
た
こ
と
に
対
し
て

一
種
の
面
子
を
立
て
調
達
銀
の
請
負
を
了
承
す
る
一
幕
が
明
ら
か
と
さ
れ
て
い
る
。 

４
９ 

池
田
氏
収
集
文
書
№
１
１
。
紺
紙
表
紙
に
「
安
中
制
度
」
の
題
簽
を
有
す
る
。
タ
テ
二
九
・

二
ｃ
ｍ
×
ヨ
コ
二
〇
・
九
ｃ
ｍ
。
『
愛
知
県
史
』
資
料
編
２
２
近
世
８
領
主
２
（
愛
知
県
、
二

〇
一
五
年
）
に
部
分
翻
刻
が
載
録
さ
れ
る
。 

５
０ 

「
安
家
制
度
序
／
此
安
家
制
度
の
儀
は
三
人
不
残
、
寸
心
申
談
／
仕
立
候
、
尤
折
本
の
古

例
書
并
為
後
録
な
と
／
見
合
、
古
に
随
ひ
、
何
事
も
古
例
に
違
ひ
新
法
の
／
無
之
様
申
合
、
其

中
い
に
し
へ
の
風
俗
は
都
而
／
あ
ら
ま
し
な
る
も
の
ゆ
へ
、
此
度
委
し
く
／
御
制
度
を
仕
立

候
、
畢
竟
古
例
書
な
と
の
／
事
と
も
ハ
其
時
々
の
取
計
ひ
を
記
し
候
／
事
に
て
其
節
の
談
合
ひ

は
今
更
推
察
／
な
し
か
た
き
事
ゆ
へ
、
此
度
一
定
の
御
制
度
を
／
相
立
、
是
を
中
す
ミ
と
致
し

時
々
の
／
計
ら
ひ
も
可
有
之
候
、
当
／
殿
様
に
は
殊
更
に
御
政
治
も
被
為
入
御
念
、
／
御
学
問

も
被
為
好
候
得
は
此
書
面
一
帖
出
来
／
度
毎
に
入 

御
覧
相
極
め
候
事
也
／
猶
又
此
後
も
追
々

に
万
事
御
制
度
を
／
定
む
へ
き
事
に
候
、
後
々
と
て
も
右
の
／
可
為
心
得
者
也
／
寛
政
元
己
酉

年
七
月 

 

菊
池
安
太
夫
㊞
（
武
昭
）
／
中
村
源
五
右
衛
門
㊞
（
勝
封
）
／
馬
場
兵
右
衛
門
㊞

（
正
武
）
」 

 

５
１ 

印
文
「
徳
隣
」
か
ら
比
定
。
前
註
２
９
で
触
れ
た
が
、
「
藩
中
家
譜
」
で
は
鳥
井
徳
隣
が
家

老
ま
で
上
が
っ
た
こ
と
は
確
認
で
き
な
い
。
ま
た
、
「
藩
中
家
譜
」
内
に
残
る
鳥
井
徳
隣
の
用

印
と
「
安
家
制
度
」
後
序
の
印
で
は
同
じ
「
隣
」
を
用
い
な
が
ら
字
形
が
異
な
っ
て
い
る
。
た

だ
、
昇
進
等
に
と
も
な
い
改
印
し
た
事
例
（
菊
池
武
貞
も
家
老
就
任
前
後
で
印
が
異
な
る
）
が

あ
る
こ
と
、
「
藩
中
家
譜
」
内
で
徳
善
が
「
安
家
制
度
」
後
序
で
仲
右
衛
門
が
押
し
た
も
の
と

同
一
の
印
文
を
用
い
て
い
る
（
父
印
を
使
用
し
て
い
る
例
は
他
家
で
も
み
ら
れ
る
）
こ
と
か
ら

し
て
、
こ
の
鳥
井
仲
右
衛
門
が
徳
善
の
父
徳
隣
で
あ
り
、
家
老
を
勤
め
て
い
た
と
み
て
差
し
支

え
な
い
。 

５
２ 

文
化
四
年
の
改
定
で
は
隠
居
し
た
安
部
信
亨
と
新
藩
主
信
操
上
覧
の
う
え
で
藩
士
の
家
督

に
係
る
部
分
が
大
き
く
改
定
さ
れ
た
。
菊
池
武
貞
ら
の
後
序
の
末
尾
に
「
御
隠
居
様
猶
又
御
再

覧
、
得
与
御
糺
被
遊
候
之
処
、
御
家
老
始
諸
士
ニ
至
迄
家
督
之
御
定
メ
今
少
シ
不
応 

思
召
ニ
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ケ
条
も
被
為
在
候
ニ
付
、
当
殿
様
ト
御
相
談
之
上
、
此
方
共
江
被
仰
付
、
家
督
之
御
定
書
、
左

之
通
相
極
り
申
候
、
依
之
先
年
之
御
定
書
ハ
不
用
ニ
相
成
候
、
乍
去
朱
引
い
た
し
其
侭
差
置
者

也
」
と
あ
る
と
お
り
、
改
訂
さ
れ
た
家
督
に
関
す
る
条
文
の
後
ろ
に
、
武
昭
制
定
の
条
文
が
朱

引
き
さ
れ
て
そ
の
ま
ま
綴
じ
ら
れ
て
い
る
。 

５
３ 

安
部
家
文
書
№
１
８
４
䢣
１
。
県
立
文
書
館
の
資
料
名
は
「
［
安
部
氏
系
図
（
延
宝
四
年
正

月
七
日
）
岡
部
源
勝
院
之
信
盛
公
御
木
像
之
中
ニ
在
之
信
友
公
御
自
筆
御
系
図
之
写
］
」
。 

５
４ 

菊
池
武
昭
の
自
用
印
。
い
ず
れ
も
白
文
印
で
「
岡
部
大
夫
」
「
菊
武
昭
印
」
（
廻
文
）
。
「
大

（
太
）
夫
」
は
家
老
を
指
す
。 

 

両
印
は
安
部
家
文
書
№
４
４
８
「
覚
（
海
野
弥
兵
衛
信
包
よ
り
請
取
の
大
蔵
元
真
公
具
足
）
」

に
も
み
ら
れ
る
。
当
該
の
覚
は
、
前
註
３
４
で
挙
げ
た
海
野
家
に
伝
わ
っ
た
安
部
元
真
の
甲
冑

一
具
を
受
け
取
っ
た
際
の
請
取
状
で
、
藩
主
信
亨
が
所
望
し
た
と
思
し
き
先
祖
由
来
の
品
の
取

り
次
ぎ
を
家
老
で
あ
る
武
昭
が
行
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
で
あ
る
。 

５
５ 

系
図
の
本
奥
書
は
次
の
と
お
り
。 

右
家
相
続
之
伝
記
、
予
聞
前
代
武
運
長
久
／
子
孫
繁
昌
、
為
後
鑑
前
摂
州
太
守
信
盛
奉
／

附
属
御
影
、
豈
励
忠
孝
矣
、
仍
如
件
／
滋
野
姓
安
部
摂
津
守 

于
時
延
宝
四
丙辰
年
正
月
廿
七
日 

信
友
（
花
押
）
。 

５
６ 

包
紙
墨
書
は
以
下
の
と
お
り
。 

「
岡
部
源
勝
院
之 

信
盛
公
御
木
像
之
中
ニ
在
之 

信
友
公
御
自
筆
御
系
図
之
写
／
文
政
十
丁

亥
年
五
月
十
五
日
／
御
拝
見
之
上
封
之
／
㊞
（
武
貞
）
」 

５
７ 

埼
玉
県
立
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
所
蔵
（S

P
M

1993-0037-0001

）
。
天
正
五
年
（
一

五
七
七
）
九
月
十
一
日
に
安
部
元
真
の
戦
功
に
対
し
て
徳
川
家
康
が
発
給
し
た
と
伝
え
ら
れ
る

判
物
。
同
博
物
館
以
外
に
も
数
点
同
様
の
も
の
が
安
部
家
の
縁
戚
で
あ
る
海
野
家
ら
に
伝
来
し

て
い
る
。
海
野
家
に
伝
わ
る
寛
永
十
八
年
（
一
六
四
一
）
の
安
部
信
盛
書
状
で
は
、
安
部
家
の

家
譜
作
成
に
あ
た
り
海
野
家
に
伝
来
し
た
安
部
大
蔵
元
真
関
係
の
文
書
類
に
つ
い
て
照
会
を
か

け
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
「
権
現
様
之
御
感
状
之
う
つ
し
可
進
候
由
、
則
写

し
進
候
」
（
前
註
３
４
『
史
料
編
年
井
川
村
史
』
第
二
巻
所
収 

№
二
〇
〇
五 

ほ
か
№
二
〇

〇
六
）
と
の
記
述
も
み
え
、
感
状
は
写
し
が
複
数
作
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。 

５
８ 

確
認
し
得
た
包
紙
は
四
枚
。
封
印
と
「
藩
中
家
譜
」
内
の
署
名
印
と
を
照
ら
し
た
結
果
、

封
印
者
は
確
認
で
き
る
範
囲
で
左
記
の
と
お
り
と
な
る
。 

①
天
保
九
年
封
：
「
武
懿
」
（
菊
池
武
懿
）
、
「
貴
恭
」
（
朝
倉
貴
恭
） 

②
嘉
永
七
年
封
：
「
貴
道
」
（
朝
倉
貴
道
） 

③
元
治
元
年
封
：
「
正
瞭
」
（
豊
泉
正
瞭
） 

④
無
年
記
封  

：
「
武
昭
」
（
菊
池
武
昭
）
、
「
武
貞
」
（
菊
池
武
貞
）
、 

「
貴
恒
」
（
朝
倉
貴
恒
） 

こ
の
う
ち
、
③
の
豊
泉
正
瞭
は
本
文
中
【
史
料
二
】
で
挙
げ
た
豊
泉
善
左
衛
門
で
、
文
久
二

年
（
一
八
六
二
）
以
降
、
慶
応
年
間
ま
で
家
老
を
勤
め
た
。
ほ
か
、
④
の
封
は
年
記
が
無
い

が
、
朝
倉
貴
恒
が
家
老
と
な
っ
た
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
か
ら
、
菊
池
武
昭
・
武
貞
の
両
名

が
家
老
と
し
て
両
立
し
て
い
た
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
ま
で
の
時
期
の
も
の
と
み
ら
れ
る
。 

安
部
家
に
伝
わ
っ
た
同
判
物
は
、
現
存
す
る
安
部
家
の
系
図
に
は
必
ず
と
言
っ
て
よ
い
ほ
ど

徳
川
家
康
よ
り
拝
領
し
た
来
歴
と
と
も
に
記
さ
れ
て
お
り
、
家
老
ら
の
封
印
に
よ
り
厳
重
に
管

理
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
当
時
の
安
部
家
に
と
っ
て
御
家
の
由
緒
を
示
す
唯
一
無
二
の
品
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。 

５
９ 

武
昭
の
息
子
武
貞
は
文
化
十
年
の
大
坂
加
番
へ
の
同
行
に
際
し
、
藩
主
信
操
か
ら
御
意
を

も
っ
て
十
人
口
の
加
増
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
こ
と
を
「
藩
中
家
譜
」
に
記
し
て
い
る
。
御
意
の

中
身
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
本
来
二
名
の
家
老
が
同
行
す
る
と
こ
ろ
家
老
一
人
で
の
同
行
と

な
る
場
合
に
十
人
口
の
加
増
が
な
さ
れ
る
の
は
「
御
先
例
」
に
よ
る
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
武
昭
存
命
当
時
の
加
増
が
前
例
の
な
い
格
別
な
取
り
計
ら
い
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 

「
藩
中
家
譜
」
菊
池
武
貞 

文
化
十
年
二
月
二
日
条 

大
坂
御
加
番
御
供
被
仰
付
、
同
七
月
朔
日
大
坂
詰
中
十
人
口
被
成
下
候
之
旨
、
以
御
意
被 

仰
付
。
尤
是
者
御
家
老
両
人
御
供
可
被
仰
付
処
、
一
人
被 

仰
候
ニ
付
被
成
下
候
。
御
先

例
之
旨
御
座
候
。 

６
０ 

「
藩
中
家
譜
」
菊
池
武
昭 

文
化
四
年
十
一
月
二
日
条 

御
隠
居
様
ヨ
リ
安
兵
衛
江
為
御
悔
、
御
近
習
使
被
成
下
、
別
段 

御
懇
意
之
旨
を
以
御
附

御
用
人
久
地
楽
甚
助
を
以
、
宅
迄
御
香
奠
金
二
百
疋
被
下
之
。
右
同
人
江
御
代
香
被 

仰

付
候
、
誠
ニ
別
段
之
思
召
ニ
而
御
例
者
無
御
座
候
由
ニ
御
座
候
。 

※
「
御
隠
居
」
は
安
部
信
亨
、
「
安
兵
衛
」
は
菊
池
武
貞
。 

「
藩
中
家
譜
」
菊
池
武
昭 

文
化
四
年
十
一
月
七
日
条 

殿
様
ヨ
リ
も
御
香
奠
金
二
百
疋
被
下
置
候
、
尤
別
段 

御
懇
意
ニ
付
被
下
之
、
御
例
ニ
者

無
御
座
由
御
座
候
。 

※
「
殿
様
」
は
安
部
信
操
。 

６
１ 
前
註
４
拙
稿
「
岡
部
藩
主
安
部
家
と
異
国
文
化
を
巡
っ
て
」
参
照
。 

 
「
藩
中
家
譜
」
菊
池
武
昭 

寛
政
六
年
五
月
三
日
条 

一
、
同
（
寛
政
）
六
甲
寅
正
月
十
日
、
麹
町
ゟ
出
火
類
焼
有
之
。
四
谷
御
屋
敷
ニ
罷
在
候
節
、

三
月
二
日
御
小
袖
被
下
置
候
。
五
月
三
日
、
唐
本
前
後
漢
書
并
明
之
陸
宙
種
画
御
掛
物

被
下
置
候
。 
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武
昭
は
こ
の
ほ
か
に
唐
本
か
和
刻
本
か
は
不
明
だ
が
、
寛
政
二
年
十
二
月
十
一
日
に
『
晋
書
』

一
箱
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。 

６
２ 
「
藩
中
家
譜
」
菊
池
武
昭 

寛
政
九
年
三
月
七
日
条 

殿
様 

若
殿
様
私
宅
江 

御
入
被
成
下
候
、
八
丈
縞
御
召
物
一
被
下
置
候
、
忰
真
兵
衛
江
郡

内
縞
一
反
、
母
妻
江
綿
一
包
宛
、
孫
三
人
江
縮
緬
御
襦
伴
被
下
置
候
。
一
、
殿
様
江
唐
物
箱

一 

若
殿
様
江
唐
筆
一
箱
、
外
ニ
二
本
差
上
候
。 

６
３ 

前
註
４
拙
稿
「
文
書
館
資
料
に
み
る
岡
部
藩
主
安
部
家
の
文
化
交
流
の
一
断
面
䢣
長
島
藩
・

空
々
琴
社
と
の
交
流
」
参
照
。
信
亨
の
別
業
新
築
祝
い
に
て
催
さ
れ
た
詩
会
で
児
玉
空
々
・
篠

本
簾
ら
空
々
琴
社
の
面
々
や
春
木
南
湖
・
十
時
梅
厓
ら
伊
勢
長
島
藩
士
ら
に
交
じ
っ
て
武
昭
も

参
加
。
東
晋
王
羲
之
（
三
〇
三
䢣
三
六
一
）
が
催
し
た
蘭
亭
曲
水
宴
の
故
事
に
擬
え
た
詩
を
吟

じ
て
い
る
。
「
蘭
亭
序
」
に
用
い
ら
れ
た
用
語
を
ち
り
ば
め
つ
つ
、
王
右
軍
（
王
羲
之
）
、
安

石
（
謝
安
）
ら
を
詠
み
込
ん
で
作
詩
し
て
お
り
、
武
昭
が
中
国
文
化
に
対
し
て
そ
れ
な
り
の
造

詣
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
武
昭
の
詩
は
次
の
と
お
り
。 

安
部
家
文
書
№
１
９
６
「
漢
詩
」
（
暮
春
従 

岡
部
侯
静
遠
館
）
所
収 

侯
家
西
苑
傍
銀
台
／
此
会
群
賢
春
色
開
／
麻
谷
水
迎
琴
酒
興
／
驪
山
花
助
尽
図
才
／
流

觴
正
為
右
軍
促
／
歌
妓
却
随
安
石
来
／
陪
宴
乗
酣
歓
不
極
／
黄
昏
投
轄
幾
時
回 

６
４ 

「
為
後
録
」
第
二
十
四
冊
所
収
の
天
保
十
二
年
九
月
四
日
・
五
日
条
に
子
細
が
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
武
懿
は
桜
井
谷
陣
屋
代
官
ら
の
不
正
に
対
し
て
適
切
な
対
応
を
せ
ず
、

ま
た
傍
若
無
人
な
振
る
舞
い
に
よ
り
家
中
に
い
ら
ぬ
波
風
を
立
て
た
廉
で
隠
居
を
申
し
付
け
ら

れ
て
い
る
。 

 

な
お
、
武
懿
宛
て
に
告
げ
ら
れ
た
処
分
に
は
「
厳
敷
咎
可
申
付
処
、
数
代
重
職
申
付
候
家
柄

ニ
付
格
別
之
宥
恕
を
以
役
儀
差
免
隠
居
申
付
候
」
と
あ
り
、
菊
池
家
は
家
中
に
お
い
て
も
重
用

さ
れ
る
家
柄
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
。 

６
５ 

「
藩
中
家
譜
」
第
十
冊
下 

菊
池
慕
の
事
績
書
上
げ
の
文
久
二
年
三
月
十
二
日
条
に
「
思

召
有
之
御
給
人
江
下
席
知
行
之
内
八
十
石
御
取
上
、
七
十
石
三
人
口
被
成
下
半
原
表
江
引
越
被

仰
付
候
」
と
あ
る
。
前
註
１
３
で
挙
げ
た
鈴
木
家
文
書
伝
来
「
分
限
帳
附
録
」
内
の
菊
池
慕
の

事
績
に
よ
れ
ば
、
そ
の
理
由
は
藩
出
仕
が
ま
ま
な
ら
な
く
な
る
ほ
ど
の
借
財
に
よ
る
た
め
で
あ

り
、
藩
が
借
金
を
引
き
受
け
る
代
わ
り
に
処
分
が
下
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。 

  

                                


